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©:喪人は我が^民#1の研究及び我が^:族の考察に對しては久しき以"ぼょリ少なか、りず風ハ味を^^して 

ゐた。 

頓 ふに 各 R 族に は 夫々 特色 あ リ性. ま の あ る、 やとね 今更 赘 言 を 要する 迄で もな く 我が rH 木：^、 族』 

も： n 木人悯 有の 特色と rt-l を存 する 者， で あ る 9 や 

その 特色た る や、 他， if 族に. 比し 颇る 神秘的に レズ 最も 深く 研究に 價 する もの ある こと は 旣に先 ま 

者 の 斷 ぉをド すを兑 て も 明かなる 所でお る 0  V . 

@ さ れ ば -合 入の 如き 淺. 寧 蜚才の 寐が 如斯き 問題 を單 する は^る 至難 巾の 至難た る は  一一 H を 要する ま 

でもない が、 人 過去 数年 に， 於， 竹 る 的 研究と 先 M 者^ の 鞭韃 に よ 心 研 鎮：： ：： つ 貧 _w と戰ひ 

漸くに して 木 * を m に ^行 す る. に 至 つたので ある。 

© 木 害の 内容 は 主として、 學人， #學 及へ ぴ文學 上より 「：：：： 木：^ 族」 に關 する 觀 察の：.^ 果を 叙述した 

もので 我が 民族が 如何なる 稀 族お， るか、 如何に... して： n 本人なる 合 K 族の 成立し たかを 一般お 者 

に 知ら しむと 共に 此 種の 間 題に 關す る學 31： 上. の 趣味と 參考 にせら れんが S めに 上梓した もので あ 

る 0 幸 ひに 愛讀 あ、 しんこと を 3* む. や . 

©序言 を堆 るに 臨んで、 木 害^ 行に 際して 原 Eis^ 郎 氏の 御 好意 を銘 謝する 0 

大正 十五 年 盛 夏 

大鐵 沿線 北^ 邊の寓 K にて 


ス、 六 六：^ 五ゴ ti 七 セ     二  ― 
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說に 於け る 甲卒の 巨人 

s 本人 中の 短 身 者 ： ：： 


(一) 緖 言 

3 本國 民と して 是非共 有つ て 居らねば ならぬ 知識の 中、 最 も 必要な 

る もの は、 吾 人の 祖先に 關 する 知識で あ る、 さ -.. '乍ら 之 を 明か にす る 

に は、 史 學、 人 類 學、 人 種 學、 言 語 學、 考 古 學 等、 諸 方面より 硏 究の步 を 進 め 

てからね ばなら ぬ、 と て も淺學 菲才な る 吾 人の 企 て 及 ぶ 虔 で 無 い、 さ 

れば 吾人 は 此の 如き 範圍 の廣ぃ 問題に 對 して は 唯 だ 我々 自^の 典 


11 

味と 注意と を惹 くに 足る もの だけ を硏究 する に 留めて 満足し 無け 

れ ば な ら な い、 又 た 吾 人 の 舆味を 感じ な い 軒 究 ゃ、理 解 し 難 い 究 ま 

で を も 一 々菟集 網羅し て、 そ れ に 絵 合 的に 叙說 批判 す る が 如 き は、 吾 

人の 好まざる 所で あ る、 幾 多の 材料 を涉獵 配列して 日本 民族の 起原 

由來を 精確に 論證 する に は 他に 適 才も尠 く な い、 吾 人 は 唯 だ 今 日 ま 

で 咀嚼す る ことの 出 來た處 だけ を 在りの 儘に 紹述 する に過ぎない 

ので ある Q 

(II) 雜種 民族 ビし ての B 本人 

日本 民族 は、 其 の 言 語、 風 俗、 思 想、 生 活 等に 於て こそ 立派に 統 一 せられ 

た 特殊の 民族で あるが、 併し 其の 容 貌、 骨 體 等の 點に 於て は實に 多種 

多樣 であって、 一 定 固有の 類型と 稱 す るに 足る ベ き 特殊の 外形 を抽 

出す る こと は 困難で あ る、 皮膚 帶 黄白色 に し て顏容 細長く、 鬚髯 碟 に 


して 稍々 赤色 を帶 び， 身體の 構造 風采 凡て 相 配して 高 尙成嚴 の 容姿 

を 具 へ て. Q る 者 も あれば、 軀幹輕 小に し て 皮膚 赫 褐色 を 帶び、 顴骨突 

出して 鼻 低 く、 唇 厚 く、 鬚 髯 共 に微 なる 者 も あ ，0、 皮 膚淺黑 く、 顏 幅廣 く、 

鬚髯 濃密に して 眼窩 窪 み， 盾 毛 太く 逆立せ る 者 も あ り、 又 た 皮膚の 色 

甚だ 黑 くして 頭 髮の荖 るし く 捲 縮せ る やうな 者 も ある 等、 日 本人に 

少しも 一 定の 人種 特形徵 なく、 從 つて 其の 祖先の 複雜 せる ことが 明 

らか である 0 

此の 如くに 異種 多樣 なる 日本 民族の 中、 其の 中心と なり 幹部と なり 

治者と なって 他の 種族 を 統御 同化 し、 以 て傳說 的に 思想 的に 完全に 

融和せ しめて 强 固なる 國家を 建設 組織した る もの は、 所 謂 天孫 民族 

である、 天孫 民族 は 一 に 大和民族と 稱 せらる 、處の 固有 日本人で あ 

つて、 優秀なる 知 能、 有 力なる 武器 を 有せる が爲 め、 先住 種族た る土蠻 

即ち 古史に 所謂、 蝦萸、 土 蜘姊、 熊 襲、 擎人等 を 征服して 其の 一 部 は 之 を. 


殺 戮 し、 他 の 一 部 は 之と 同化 融合して 曰 本 民族 を統 成し た、 耍 す る に、 

n 本 民族 は、 天孫 民 族 と 種々 なる 先住民族との 混血より 成れる 雜種 

民族で あ る、 猶 ほ此他 に、 原 史 時代よ，^ 有史 時代に 互り て 朝鮮 を經或 

は 支那より 直接に 菩國に 移住 歸 化せる 漢民族 も 亦た 尠く 無い か、 ら、 

我が 日本 民族の 血管 內には 漢人の 血液 も 流れて ゐ る。 

然 らば 先住 K 族の 種別 如何と いふに、 蝦爽が 『アイヌ』 人種で ある 

こと だけ は 明白で ある が、 土 蛛 蜘、 熊 襲、 隼 人 等の 人種的 本性に 就て は 

學者 間に  一 々の 異論が あ る、 這 般の點 に 就て は 後 章 條を逐 ふに 從ク 

て 仔細に？ M やる ことにする が、 吾 人の 觀る處 を 以てすれ ば、 い づれも 

南方 系の 稲 族で あつ て、 恐く は 印度支那 族、 印度 ネジ ァ ン族 等で あら 

うと 想 はれる ので ある (其の 說明は 後 章に 於て 精述 すべし) 

今日に 於て こそ 僅に 北海道の 一隅に 偏在せ るに 過ぎざる 『アイヌ」 

種 族 も、 有 史 以前に 於て は 牝は奧 羽より 南は琉 球に 至る 迄汎く 日本 


^に _蔓 布して 殆ど 到る 所に？ M  遺跡 を 留め ズた 漢史に 3 入 J  I 

記る せる 九州の 種族 卽 ち 海 士、 熊 襲、 肥 人、 傘 人 等 は 九州 全土に 互り て 

棲 住 し、 尙 ほ 進んで n 本本 島の 沿岸 及び 內 地に 分布 し、； 史 に. 朝 鮮 に ま 

で 普及して ゐた。 而 して 此 等の 先住民族の 中、 天孫 民族と 同化 融合 

せ し 者 は 早くより 日本人 中に 其の 跡 を沒し て、 國 史上に 其の 記錄を 

殘 さ、： Z る も、 之 に反して 屢 々抵抗 を 試 み、 或 は 同化せ ざり しもの は、 蝦 

夷、 土 蜘蛛、 熊 襲、 掌 人 等と 稱 せられ、 異 民族と して 取り扱 はれた。 

吾 國古來 の 小 說戯齒 を 見ても、 日本 民族 中に いろ /) の 稀 族 的區別 

の存 する こと を 暗示して ゐ る、 智 仁 勇 を 兼ねた る 大人物の 容貌 は、 顏 

長く して 晷隆 く、 皮膚の 色白く して 盾 目淸秀 なる 天孫 民族 型で ある 

が、 之に 反して 懔悍 獰猛なる 小人 惡人 は、 眉毛 逆立し て 鬚 篝 濃密なる 

『アイヌ』 型の 人物 か 或は 鼻 低く 唇 厚き 赤ら顔の 南方 種族 系の 人 

物で ある、 此の 如く 小說 戯曲 中の 人物に 於て も、 優等 極 族なる 天孫 民 

五 


族 系と， 野蠻 なる 先住民族 系との 「タイプ』 が暸然 あら はれて， 其の 

容 貌、 性 質、 感 情 等に 於て 日本 民族 間に 著る しい 差異の 存 する こと を 

示して. 0 る 0 

太古 時代に 於て 種々 なる 種族の 浪 血より 成れる 日本 民族 は、 其 の 頭 

巻 指示 數ゃ、 身長の 點に 於て は 略 ぼ 一定の 平均 数 を 有って ゐる が、 其 

の 容貌 及 び 骨， 骱に 於て は旣に 述 ベた るが 如く、 口 本人に 固 有 な る 種 

族： S 特 徵を發 見す る ことが 出来ない、 而 して 此の 雜然 たる 種々 の 形 

貌を總 括す る と 、顔 長く 鬚髯 竦 に、 鼻梁 高き 天孫 民族 系、 顏蝠廣 く 眼窩 

凹 み て 鬚 髯 濃 0 な る 「アイヌ』 型、 及 び 鼻 低く 唇 厚く 鬓髯に 乏 し い 

南方 稱族 系の 三者に 分類す る こ と が岀來 る、 此 の 如くに 日本 民族 は 

今に 至る も 猶は谷 祖先の 固有の 形 貌を存 する のみ な ら す、 風 俗 慣習 

の點に 於ても 多少 其 の 痕 跡 を 留めて ゐる (後 章に 詳 述) 


(三) r アイス』 種族 

(ィ) 名 稱 

吾國の 先住民族 たる r アイヌ』 (或は r ァ イノ」) は 國史に 蝦夷 £ 

びす』 『，^ み じ J と稱 せらる 、蠻 族で ある 『アイヌ」 とい ふ 名 は 後 

世に 至って H 本人の 附し たもので、 元來 彼等 自身 は 『カイ』 と稱 

し、 又た 自己の 同族 を r 力 イナ』 と 云った の を、 日本人が 聞き違 

つて r ァ イノ J 『アイヌ』 と i: ん： U ので ある、 日本人が そう 云ふ樣 

に 呼ぶ 處か ら、 遂 に 彼等 自身 も 亦た 『アイヌ」 とい ふに 至った ので 

元来の 種族 名 は 「カイ』 である、 支那 人 は 樺 太の 『アイヌ』 を 「ク 

ィ』 (苦兀 、苦 _r 庫 K) と稱 する が、 恐く は 『カイ J の 原 名から 起った 

轉訛 であらう、 吾國史 が 彼等の 名稱に 蝦夷と い へ る 漢字 を當 てが つ 


たの は 『カイ」 の 發昔を 其 儘に 書いた ので、 即ち 蝦夷 は 『カイ』 0 

借り字で あ る、 處 が 0  -ニ  SIS  ，この 字の 類似し て ゐ る の- と、 又 た 太 古 よ り 

r,s- び す』 r.si み じ J と い ふ 和語の あるが た め、 蝦 夷 を 『お び す J  r.fe 

み じ J と 訓 讀 し、 栗て に 彼等の 鬚髯の 長く して 鰯に 似 て a るか ら、 

此く 書いた の で あ ら うと 云 ふ 樣な說 も 出で た。 

『アイヌ J は 和語に て び す』 と稱 せられて ゐる が、 併 し 元 求 . 

『，s- び す J と は 天孫 民族が 異人 種 を 指した る賤稱 であつ て、 漢 語 の 

夷 I 同 翁 で あ る、 必 や し も 單 に 『アイヌ J に 限った 名稱で 無い、 M 

川 愿 m 翁 の 說」 依れ ば 『お び す」 といへ る 語 は 「らー み じ』 の 轉 訟 

であって 「お み じ J と は r 忌 み 避 け』 又 は r 忌 み 惡 む』 を 意 味 し 

野 蠻 S 豕 眛 な る 異種 族に 對 する 總 稱 と m む ベ き も の で あるか ら、 單 に 

『アイヌ J のみ を 指した もので 無い 『日本書紀」 神武 天皇の 條下 

に み じ を 一 人、 も K な AA は 云へ ども 手 向 ひもせ す〕 といへ る 


和歌 は 『>w 

いひ ふれ 

者の 强勇 な 

ィ ヌ』 種族 

種の 先住 蠻 

又た 國史 で 

支那 人の 所 

し 言 で あ る 

JJ^ 伯と あつ 

伯が 『アイ 

to^ に 早く 歸 


み じ』 の 强暴與 

ど も、 皇 に對し 

る こと を 詠ん だ 

のみ を 指した の 

族、 所 謂 土： S の 

は r ァ ィヌ』 を 

謂 鴃舌の 意で、 言 

『常 陸 風土記』 

て、 土： S 妹と 佐 伯 

ヌ』 稀 族た る こ 

順して 朝廷に 仕 

(5 蔓 


猛 なること 其 一 人が 良民 12 人に 當 ると 

て は 敵せ すと いふ 意味で み じ』 其 

も の で あ る、 饼 し 此處の r,^ み じ J は r ァ 

で は 無 く、 當 時 大和 國に 汎く樓 住せし 別 

こと を も 云った ものら しい 0 

一に 佐 伯と 記して ある 『さへ き』 と は 

語の 解 T る こと 能 はざる もの を 形容せ 

に ， 『國 M 俗 語 曰、 都 知 久 母、 山 之 佐 伯、 野 之 

とを區 別して 書いて あるの を 見て も、 佐 

と は 明かで ある、 而 して 『アイヌ』 の 中 

へ たもの を 佐 伯 部と 稱 した。 

布 


lO 

北 は 千島の 果てから 南は琉 球に 至る まで 『アイヌ』 の 遺物 遺蹟の 

殆ど 全 固 到る 處に發 見せら るく 事 實に徵 すれ ば、 彼 等が 先史 時代 以 

來 n: 本 全土に 互. 0 て 廣く蔓 布せ しこと が 明かで ある 、『アイヌ』 の 

遺 蹟 と は 言 ふ 迄 も な く、 风 壞、 堅 穴で あつ て、 其 中には (アイヌ) 特有 

の 土器、 所 、繩紋 土器 或は 貝塚 土器と いって、 主に 唐草模様の 曲線 を 

附 しある 土 器 が、 稲 々の 石器 や、 人骨と ハに發 見せられ る、 而 て此 等の 

遺 物 遺蹟 は、 關 柬、 束國 に 甚だ 多 /、、又 た 九州の 南部に も 尠く無 い、 之 に 

反して 幾 內、 中 國 には槪 して 少 く、 北 九州に は 全く 無い。 

處が 『アイヌ J 以外の 他 種族、 所謂 彌生式 民族と いって、 主に 幾何 學 

的 線 條を附 しある 素燒 きの 土器 (此の 土器 は 始めて 東京 本 鄕の彌 

生 町の 石器時代の 遺蹟 中より 發 見せられ しが 故に、 彌生式 土器の 名 

あり、 從 つて 之 を 使用せ し 種族 を假 りに 彌生式 民族と いふ) を 使用 

せ る 民族の 遺物 遺蹟 は、 關東、 東牝 には少 く、 幾內、 中國に 多く、 九州 に も 


亦た 多く 發 見せられる。 

是に 由て 之 を 見れば， 吾國の 石器時代に 於て は 『アイヌ』 稲 族と， 彌 

生 式 種族との 雨 族が 全國に 互り て 棲 住せし ことの 明白なる と 同時 

に、 兩 民族の 地理 的蔓 布に 著る しい 相違の ありし こと を も 推測し 得 

られ る、 而て彌 生 式 民族の 如何なる ものなる か は， 別 に 章 を 改めて 論 

述 する が、 矢 張り 一 種の 先住民族 であ る、 鳥、 居 龍 藏 氏の 說に 依れ ば、 此 

の 民族 を 以て 固有 n: 本 人、 卽 ち 石器時代の 次よ. 0 旣に 朝鮮 を經 由し 

て 亞細亞 大陸より 日本 內 地に 移住し 來 りし 民族 (天孫 民族と 系統 

を 同う せる 先史 時代の 日本 民族) な. 0 と し、 之 に反して 喜 田： ^ 吉氏 

は 南方 系の 種族と 推測せられ てゐ る、 這 般の 議論に 就て は 後 章に 於 

て 詳述す る が、 唯 だ 兹に は單に 一 種の 先住民族と 記す る ことのみ に 

留めて 置く 0 

これ を 要するに 『アイヌ』 外に 猶ほ彌 生 式 民族と 稱 せらる、 1 
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稲の 先住民 放が あ ゥ て、跑の雨種族の遺物 を 異 に し、 且 つ 地理 的蔓布 

に 相 違 あ る を 見 れ ば、 其 の 種 族、 風 習、 生 活狀態 を 異にせし ことが 明か 

である、 但し 雨 種族の 遺物が 同時に 同一 の 地中から 發掘 せらる、 こ 

とも 稀で な い か ら、 此 の 如き 地方に は 雨 民族の 接觸銜 突せ しこと を 

知 り 得られ る、 例 お ば.、 近 年、 鳥 居、 濱 田 氏 等に よつ て發 掘せられ し 河 內 

固 府、 又 M 居 氏 の發掘 せ し 紀 伊の 鳴 神 地方 等の 如き。 か 則ち 之れ で あ 

る、 又 た 近 年、 柴 EH  、長 谷 部、 山 崎 氏 等の 親しく 調 查 せし 越 中 氷 見 郡 宇 波 

衬 海 岸 の S 窟. 道 蔬の. 1^ き も、 兩 種 民族の 遺 物 が 同時に 發 見せられ た _ 

但し 此等 の. 場 合 に 於 て 『アイヌ.』 の 遺物よりも 彌生式 民族の 遺 物 

の 方が 遙 かに 多い のに 徵 すれ ば 『アイヌ」 と 彌生式 民族との 相 接 

m 街. 突 して 前 者 が 壓 倒せ ら れ、 他 の 地方に 返却した か 或は 其の 跡 を 

沒 し. た ことが 推知し 得 ら れ る。 

上 は先史 時代に 於け る 話で あるが、 さて 原史 時代に 入りて 天孫 系 


の 民族が 海を航 して 吾 國に來 住 し、 優 秀 なる 智力と tw 良 な る 武？^ と 

を 以て 先住民 族 を 征討す るに 至った 當時は 『アイヌ』 は 主に 今の 

柬 山道 東海道 を 占領 し、 又 た牝陸 一 面に も廣く 蔓延して a た、 而て天 

孫 系 民族に よって 先づ 第一 に 征服せられ 或は 之と 同化した の は、 賓 

に 北箜ー 帶に樓 住せる 『アイヌ J であつ た、 古 代の 國史に 北陸地方 

を 『越 J  (こし) 或は 高 志 と 書いて ある が、 恐 く は 現在の 千島 アイ ヌ 

の 自ら 稱 して 『く し』 といへ るのと 同じ 名稱で あ つて、 『く し J が 

轉. 訛して 『こし』 と 呼ば れ た の か も 知れない 二 說には 北海 を 越し 

て來た 人の 住んで.^ る 地方 だ か ら r 越』 とい ふの だと も ある が、 こ 

れは 何： U か 牽强附 きの 說 らしく 想 はれる、 神代 史に、 素證嗚 命が  一" 2 志 

の八岐 大蛇 を 返 治 し、 又 た 其 子の 太 画 主命 が、 高 志の 國に 赴きて 沼 河 

姬と婚 し、 又 た 越の 八 園 を 平らげた と 記して あるの は、 之 を 神話と 見 

做しても、 天孫 系 民族が 北陸地方の 『アイヌ』 を 征討し 或は 懐柔せ 
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1 四 

し事實 を 暗 示 せ る も の と 0 め な け ひ ば な ら ぬ Q 

有史 時代に 入， りても 『アイヌ J は 依然 東國 北陸に 蔓布. 繁殖し、 大和 

朝廷に 對 して 頑 强 な る 反抗 を 試み た、 さ れば崇 神 天 皇 の 朝に， 田道將 

軍の 一 なる 大彥命 は 陸に 遠征 し、 更 に 景 行 天皇の 代に 至 て は 日 本 

武 尊の 東夷 征討の 壯擧 と な り、 爾 來 屢 々 王 師 を 發 して 不 逗 の 「アイ 

ヌ J を 征 し、 又 た 一 面 に は 之 を 懷 柔 -撫 順 せ ら れ た る 結 果 『ァ ィ ヌ 』 

は 次第に：^ 返して 遠に 奧 羽に 偏在す るに 至り、 果て は 北海道の 偏 5^ 

に 遁 れ て 民族的 獨立 を 失 ふ が 如き 蓮 命に 陷 つ た、 さ り が な 、-っ 『ァ ィ 

ス. 種族の 中には 夙に 大和 朝廷に 歸 順して 皇 化に 浴 し、 日本 民族 と 

離婚して 其の 俗 を 改めた 者 も 多 い か ら、 n: 本 民族の 血管 內に は r ァ 

ィ ヌ』. の 血液 も 可な り 多く 流れて a る、 齊 しく  H 本人 と 稱 す れ ども、 

全身 多毛に して 濃密なる 鬚 篝 を 有し、 眼窩 窪みて 類 骨 高/、 二 稀 魁 威 

ある 容貌 を 具へ てゐる もの は 『アイヌ』 の 血； 5^ の 濃厚なる ものと 


II めなければ ならない o 

(<) ^ 來 

『アイヌ』 種族の 人種 學的 位置に 就て は、 從來內 外の 諳學者 間に 種 

々の說 が あつ て、 少 し も 一 致 し て 居らな い、 そ れは 何故かと いふ に、 現 

在の 人種 中に r アイ. ヌ』 と 同一なる 者が 無い ので、 比較的 W 究 をな 

す ことの 出来ない 爲め であ る、 さ れば 『アイヌ』 の 人種的 位置に 關 

する 所說 は、 い づ れも學 者の 騰 測に 過ぎ す、 或 は 『セ ミチ ッ ク』 な り 

I- 云 ひ 或は r ネグリ トリ ！•』 なりと 說 き、 或 は 高. P 索 稱 なりと いひ 

或は 蒙古 化せる 歐 人な， 0 と唱 へ てゐ る、 さ り 乍 ら、 菩 人の 兹に 注 意 す 

ベ き は 『アイヌ』 の 黥 面 文身の 風習なる こ と 及 び 太 古 時 代 に <^t^^ 

の 風 ありし ことで ある 『アイヌ』 の 遺蹟た る貝壞 中より 發 見せら 

る、 人骨に 於て、 往々 筋肉 附着 部の 剝 離し 難き 處に、 人 爲的削 痕を留 

1 五 


1 六 

め、 而 かも 其の 最も 深く 且つ 骨質の 挫碎 する こと 甚し い こと は、 ェ ド 

了 ド、 モ ー ルスが 夙 に 武藏國 i 任 原 郡大森 村の 貝樣 より 發掘 せし 骨 

片 に 就 て 記述せ る處 で、 喰 人の 風 ありし こと は 之に 徵 して 明瞭で あ 

，り、 又 た、 バ チェラの 『アイス 人 及び 其 の 民 族 的 J 傳 說 >inil 二  tllrc- 

rlk 一  IV 中 に 記 す る 處に 依る も 『ァ ィヌ J の |g 先 は 人肉 を 食す る 人 

稀 な 0 し ^JTg 「し の 親族と 雖、 之 を 殺して 生 ま に て 其 の ^ を 食 し た と 

い ふ ことで あ る、 而 て 黥 面 文身の に 就 て は、 現 在 の i- アイヌ， 一 に 於て 

も 見る 處 であ り、 又 た 古 史 に 於 て も 之に 關 する 記事 が あ る、 例 之 ば 

rH 本 紀 j に 『東 夷 之 中、 有 n 高 見 國、 其 国人 男女 _ぬ 推 結 文身 云々 と』 

二  1 

あ る 0 

上..^^ の 如く  ^^- ィ ヌ J に 文身の 風 及び 喰 人の 俗 あ ，りし こ と を 考 へ 

る と、 南 洋 系の 稀 族に 類せ る點 も あ る、 近 年ニュ ー 、 ギ ユア 島 に 於 て 發 

せられし 石器時代の 遺 物、 就 中、 土 器に は ，アイヌ，』 の 土器に I  f^〈 


せる ものが あ.^ とい ひ、 鳥 居 氏の 如き も 之 を |§ めて 居られる や う で 

あ る、 私 は 人種 學 及び 民俗 學の 知識に 乏しい か ら、 此 點に 於て は 充分 

に 意 見 を述ぶ ベ き 資 格 も な い が、 從 來 多くの 學 者の 說 くや う に、 若 し 

『アイヌ』 が 亞細亞 大陸から 南進して 吾國に 移入し たる ものと は 

どうしても 考 へられ な い、 ろ 南方 方面なる 太平洋 諸 C15 から 北進し 

て 我 國に來 つた もので は 無から うかと 想 ふ、 仍て 之に 就て. 左に 少し 

く 卑見 を 述べて みやう。 

抑々 『アイヌ』 の 遺蹟 遺物 は、 牝 は 千島より 南は琉 球に 至る 迄、 日 本 

全地 殆ど 到る 所に 蔓 布して ゐる が、 併 し關 東から 奥 羽に かけて 最も 

多く 存在す る 遺 物埋 沒の狀 態 を 見る に、 關柬 地方に て は 地下 二 三 尺 

の 深部に あれ ども、 漸次 東北に 赴，、 に從 つて 淺 くな り、 牝 海道に 行け 

ば 殆ど 表面に 露出す るの が 例で あ る、 若 し 果して 『アイス』 が亞細 

S 大陆 より 我國の 北端に 向つ て 入り込 み、 漸 次 南進して = 本 全土に 

1 七 


遽 がった ものと せ ば、 上 記の 事 實とは 反 翁に 、北海道 や 奥 羽の 地方に 

は 其の 遣 物の 深く 埋沒 し、, 東に 至れば 淺展の 地に 在 ら ねばならぬ 

0 で あ る、 然 るに 實 上、 其 の造蹟 が關柬 のより も 束 北 地方の が 新し 

く、 柬 牝 地方のより も 化 海道の が 新 ら し く、 耍 する に 南に 古くし て 北 

に 新しい 形跡の あ る の を 見 れ ば r ァ ィ ヌ J は 從 來 諸 舉 者 の考 へし 

が き 牝方 方面 な る 亞 細 亞 大 陸 か ら 吾國に 入り 込 み し も の に 非 す 

して 挛ろ 南方の 方面より 入. り 込ん だ も の、 樣に想 はれ る。 

更に 一歩 を 進 めて 考 へ て み る と r ァ ィヌ J の 遺 續 道 物 關 柬 よ り 

奧羽 に 互.. >  て 最も 多く 發 見せら る 、 に 反 し、 後 內 山陽に は 少 ， 、、北 九 

州に は殆 ど 全，、 無 く、 山 陽 に は 『アイヌ 」 の 遺 蹟 な き に 非 る も 槪 し 

て 徵々 たる もので あ り、 後 內 及び 近の 紀 伊に は ■ 生 式 土器に 混じ 

て r アイヌ』 式の 土 器 の 發 見 せ 、ら る 、に 過 ，き な い の に、 南 九州 及 び 

琉 球に は 可な b 多くの 遺物 造 蹟が發 見せ ら れ る、 此 の 如 き 事實は 


『アイス」 の由來 に 就 て、 お ぼ ろ げ な が ら も 一 定 度 ，ま での. 晴示 を 與 

へる もの で、 且 つ 其の 文身 喰 人-の 風 ありし こと を暴考 してみ る と、 私 

は 『アイス J 種族の 進入 經路 及び 其の ® 布狀 態に 就て 左の 如き 隐 

0 を 立てん と 欲す る もので あ る。 

想 ふに 『アイヌ』 は 南 方の 方面から 海洋 を航 して 5 國に 進み 來っ 

たもの で、 其 の 最 初 の 上 陸地 は 恐く は 琉球諸 島、 九 州 南部の 地で あつ 

た で あ ら う、 沖 繩 群島に 『アイヌ』 の 先住せ し 形跡の ある こと は 夙 

に獨 逸の 學者 デ ー テレ ノラ インの 始めて 唱. へた 處 で、 大 の 住民 中に 

顏面軀 幹 手指 共に 多毛 を 以て 掩 はれて ゐる もの 多き を 見て 『アイ 

ヌ」 の 血液の 濃厚 な る こと を斷 言 し、 又 たべ \ ッも 小倉師 圏で 大島 

の 兵士 百 五十人の 體質 を檢し て 同樓の 說を述 ベ な 其 後 鳥居 氏 は 沖 

？ f 諸-： S に 於け る 貝塚の 遺物 を撿 して 『アイヌ』 の 住みし こと を 論 

じた、 鬼に 角、 琉球 及び 南 九州 に 於て 『アイヌ』 の 遺物 遺蹟の 獨 立し 

】 九 


二 〇 

て發 見せられ 或は 彌生式 土器に？； 化 じて 發見 せられる こと は 今や 周 

知 の 事實で あ る、 然 る に 北部 九州に 於て 殆ど アイ ヌ の 遺物 遺 蹟 の 無 

, の を 見 れ ば、 旣 に此 地方に は 『アイヌ』 に 先ち て 彌生式 K 族の 棲 

£ し、 悉 皆の 地 域 を 占領して ゐ たので 『アイヌ」 は 此處に 進入す る 

こと を 得す、 其の 大部分 は 更に 海路 を 經て牝 東に 向 ひ、 其 の 途 次、 山 陽 

0 內、 紀 伊 等の 諸 地方に 幾分 かの 上陸 者を留 め、 當 時 殆ど 無 入の 鄕な 

りし 關東 地方に 到達 し、 始 め て 此處に 安住の 地 を 發 見し、 蕃殖 す る に 

至った の で あ ら う、 而 て 九州 南部」 居殘 つた 「ァ ィヌ； は 同じ 先住 

民放なる 彌生式 K 族 ，こ .li ハに钹 住せし も、 後者の 方の 勢力が 强 かった 

の で 遂 に 之が ために 壓 倒せら れ、 少 しも 發展 す る こと 能 はすして 自 

然に 滅亡し 或は 他 ー1- 族 と 同化す るに 至った ので あら う、 又 た 近 ，tr 山 

陽 等に 於て r ァ ィヌ J の 遺蹟の 少 いのも 亦た 之と 同 核の 原因に 基 

づ くものと © はれる ◦ 


國 史上に 記 述 せられた る r 蝦 夷』 

る こと は^し 疑 ひなき 處 であ る、 然 

に 住める 『アイス，』 の 身長と 奧羽 

長と を 比較し 『アイヌ』 の 身長 は 

迷なる も、 岩 手 縣の壯 丁の 身長 は 高 

ら、 我 が 國 史 上、 奧 羽、 就 中 岩 手 地方に 

では あるまい と 云 ふ說を 立てられ 

する こと は出來 ない、 現在 牝 海道の 

が 低 いのは 事實 として も、 併 しそれ 

であるか も 知れな い、 即 ち 日本人よ 

隅まで 遁げ のび 僅かに 其の 生命と 

ぎない 現在の 『アイヌ』 の 身長が 

たる 以外に、 其の 返化墮 せ る 結 梁 


或は r 柬爽 J の r アイス J であ 

るに 長 谷 部 言 人 氏. は 現在 北海道 

，就中 岩手縣 あたりの 現 住民の 身 

一般に 低く して 平均 一 五 六、 七 仙 

くして 平均 一 六 〇 仙 迷で あるか 

多く 居たら しき 蝦夾は 『アイヌ』 

た、 併し 私共 は 此の 如き 說 に赞成 

偏 隅に 住める 『アイヌ』 の 身長 

は 彼等の 身體の 退化せ る 一 徴候 

り 多大の 勝 迫 を も 受けて 北 海 の 

種族と をつな ぎと めて ゐる に 過 

低い の は、 畢 竟 彼等の 弱者 劣敗 者 

と 思 へ ば 何の 不思義 もな い^で 


ニニ 

ある、 况んゃ 現在の 『アイヌ J は 决 して 純 粹の 『アイス」 種族 で 無 

(^n 本人 及び 他の 人種の 血液の 浪 合せる 雜種 族 で あ る か ら、 古 代 奧 

羽 地方に 猎撅を 極 め、 王 師に對 して 頑强 な る 抵抗 を 試 み し 蝦夷 を 3 

て 今日の 『アイヌ」 と 同一の 身長 を 有して. Q た も の、 樣に考 へて 

は な i ぬ、 私 共 の 見る 處 を 以 て す れ ば、 現 在奧 羽の 住 民、 就 中、 岩 手 地 方 

住民の 身長の 高い の は、 古 代 に 於 て 蝦 夷 を 征 討 せ ん と 奧 羽に 入 込 

ん だ 强 健なる 內地 人の子 孫 で あ る が 爲め かも 知 れ な い、 勿 論、 奧 羽 の 

住民 中に r アイヌ J の 血液 混合せ る 者の 多い こと は 疑 ひ な き事實 

として 歷 史上 明か な る か 如 く、 蝦 夷 征 討 の 軍に 從 ひし 勇武 强徤 な 

る 內地人 が 次. 第に 蝦夷 を 驅逐し て 遂 に 之に 代 り、 奧 羽 を 占領し て 優 

秀强壯 の 子孫 を 殘せ しこ， と を 思 は p\ 今日 岩 手 地方 住民の 身長の 高 

いのも 蓋し 當 然 で あ ら ねばなら ぬ、 さ れば長 谷 部 氏が 日本に 現在の 

奧羽 住民の 身長が 比較的に 高い の を 見 て、 史 上に 記せる 蝦夷 を r ァ 


ィ ス 』 で き い と 論 定 せ ら れ た の は、 輕 卒 の 論と J% すべきで あ る。 

し柬牝 及び 關柬の 住民に 『アイヌ』 の 血液 を 混 加せ る 者の 多い 

こと は 少しも 疑がない、 古來東 人 或は 東夷の 名の 下に 東方 諸 國の住 

K が 夙に 勇武 を 以て 世に 聞 え、 禁 衛の含 人に 任せられ 或は 貴紳 榴？： 

の 護 衛 を つ と め、 又 た 防. 人と して 九州 海岸の 防麵を 命せられ たこと 

が あり 、降って 平安朝， 時代の 末葉 近き 頃より r 東夷 J の 子孫た る武 

士 が 柬 國 に 與 起し、 遂に 源賴 朝に 統率 せられて 武門 政治 を 開く に 至 

つ た、 此 の 如く 柬國 人の 勇 武强 健に し て、 鎌 倉 時代の 俗諺に も 『束 八 

箇國の 勢 を 以て 日本 國の 勢に 敵す』 とまで 稱 へられた の は、 畢 .^  M 

ず 强懔恽 なる 『アイヌ』 種族の 血液が 太古 時代より 柬國 諸方の 住民 

〇 血管 中に 流れて ゐ るが ためで ある。  . 

S 『アイヌ』、、〕 B 本 民族 
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二 四 

r ァ イス J 種族 は 現今 は 北海道 千島 及び 樺 太 南部に 住し、 人口 大約 

一 萬 八千餘 と # せ ら れ て a る、 其 の 體 質 は 頭 形 は 1- 長 頭 J 1 )clicllocq) 

ぼ lus  T 、身 m は 濃 密 な る 毛 を 以 て 掩 は れ、 鬚 髯 多 く、 S 髮 は 少し/、 捲 縮 

し、 皮 膚の色 は 黃 色 な れ ど も 稍 暗 黑 色 を 帶 び、 眼 は 奥深く 囬 み、 眉 毛 濃 

厚に して 一 見相述 續 せる が 如/、 に 見 .>  口 る、 有 史 E:- 前に 於 て は 日本 全 

土 に 蔓 布 し、 主 として 東國 北陸地方に 派/、 住んで ゐ た、 さ れ ば 日本の 

地名 及び H 本 語の 中には 『アイヌ J 語の 混合 遺 存 せる もの も少く 

無 い、 例 ？は ば 『ふ じ J  (富 士) 『の と J  (半島の 氣、 能 登 は 其 一 例.！ (と ま ，り』 

(港) 「ぼ ん ね J  (骨) 『ゆ』 (温 泉) 『あ り き. 一一 (步 行) 『う ん ま r  (馬.) 一 「ゑ も 

(芋」 等 の 如 き 是 れ で あ る、 從 つて 又 た 彼等の 神話 傳說の 中には 日 

本の 神話 傳說 中に 混入せられ たる も の も あ る、 例 お ば 『日 本 記 J の 

神代 卷 にある 諾 冊の 男女 二 神が 鶴鴒 の： を搖 かすの を 見て 交媾の 

道 を 知った と 云 ふ が ^ き 神 ^ は 『アイス』 の 傳說の ：！： 本 化せる も 


ので ある G 

『アイ ヌ』 は野蠻 蒙昧の 民族で 

に强烈 なる 抵抗 を 試み 王師 を 苦 

ある、 併し 彼等の 一 部分 は 夙に 朝 

禁 闕の 守護に 當 つ た、 所 謂 佐 伯 部 

剛男 なりし こと は、 武 天皇 の 詔 

背に は 矢 は 立た じと 云て 君 を 一 

て も 解か る、 降 つて 平安朝 時代の 

武士が 柬國に 興り て、 質 實 强 固な 

門 政 治 の 臺 を 開い た、 吾 等： n 本 民 

が 流れて ゐ る、 往 昔より 關 柬 享， 4 

に 聞. a てゐ るの も决 して 偶然で 


あった が、 奥 猛 IS 悌 にして 大和 朝廷 

しめた こと は 史上 顯. 箸なる 實 で 

廷に歸 服して 忠勇なる 兵士と なり 

なる もの が 即ち 之れ で あ る、 彼 等 の 

の 中に 『東 人 は 額に 矢 は 立つ とも 

つ  > ひに 護る も のぞ』 と あるに 徵し 

末 頃より は 『アイヌ』 の后裔 たる 

る 鎌 倉 政府 を 建設して 七 百年の 武 

族の 血管 內には 『アイヌ』 の 血液 

の 住民が 精 英男武 の 兵士と して 世 

な い ◦ 
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二 六 

(四) 彌生式 民族 

(ィ) 特 徵 

m 本の 石器時代の 遺 隐 よ ，り發 堀 せ ら る、 土 器 及 び 頭 骨 に は 阴 ら か 

に 二種の 差異が あ る、 g ち 關柬奧 羽 等 力 地 方 に 於 け る 貝 塚 よ り は M. 

. 々雑多の 曲線 を 彫れる 土器と 長 頭 の 頭 骨 が 發 見 せ i れ る が、 此 の .ェ 

器 は 例 謂 貝 塚 土 器 或 は M 紋 土器 と 稱 せ ら れ 『ァ ィ ヌ -』 の 使 用 せ る 

土器と 全く 一 致 し、 又 た 頭 骨 の 長 頭 な る點に 於ても 一 アイス J の m 

骨と 同様 で あ つ て、 即 ち 『ァ ヌ 」 ® 頭 i 指 示 數 は 平 均 七 七、 三 で 、"心 

る， さ れ に 關柬奧 羽 諸 地方に 於け る 石器時代の 遺 蹟 に 此 等 の 土 器 及 

人 骨 % 殘 せし 者の 『アイ ヌ』 たる こと は 寸毫の 疑 ひ も 無い、 之に 反 し 

て 關 西、 山 陽、 九 W: 等に 於け る 石器時代の 遺 蹟 より は獨立 に 或は 上 

記，， 一 土器 及び 人 骨 と 混じて 別 m の 土 器 と 人 骨 と ；か 發 見せられる、 W 


ち 其の ± 器 は 幾何 學的 ま條 よ. り 4^ れる模 機 を れ る を特徵 とせる 

もので、 明治 二十 一 年 東京 本 鄉の彌 生 町に ある 遺蹟 中に 始め て 發 見 

せられた ものである 處か ら、 彌 生 式 土器と い へ る 名 附を附 せられ 今 

に 至る まで 此く 呼ばれて ゐ る、 而 て 此の 土器に 伴 ふて 往々 短 頭 

wrachycephalus の 頭 骨 が發 堀せ ら れる、 其の 頭蓥 指示 數は 八十 乃 至 八 

十 一 二で ある、 されば 此の 如き 土器 及び 頭骨 を殘し 置きた る 民放 が 

前記の 『アイヌ』 に 非る こと は 明かで あ り、 從 つて 全く 別 稱 の 稀 放 

たる こと は 疑 ひなき 處 であ る、 所 謂 彌生式 民族と は 其 0 固有の 土 器 

の 始めて 發 見せられし 場處の 地名に 從 つて 優りに 命名せ- られた 者 

である 〇 

此の 如く 日本の 石器時代に 於て は 『アイヌ』 種族と 彌生式 族と 

が廣く 全國に 互， りて 棲 住 し、 兩 々相對 して 部落 を 形成して ゐ たこと 

は、 其 の？； 3 物 造 踵の 分布 狀 態に 徵 しても 明かで ある。 
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、  二八 

然 らば 彌生式 s 族なる 者の 本 態 は 如何、 二れ 實に 人類 學 者 考古學 者 

及び 史學者 間に 於け る 多年の 問題で あつ て 今に 至る も猶ほ 明かな 

る解决 を告 げ な い。 

(5 本 態 

抑 な 0 生 式 民族の 本 態 に 園す る學 者の 議論 は 之 を 二種に 分つ こと 

が 出 求る、 一 は 『固有 日本人 J 或は I 原始 R 本 人 J なりとの 說 で、 之 

を 主張す る は 鳥 居、 濱 Era の 二 氏で あ る、 其 說に 依れば 彌生式 土器 は 朝 

鮮滿 州の 石器時代の 遺蹟より 出づる 土器に 類似して 居 り、 又 た我國 

に 於て 后 世に 至る 迄 使用 せられて ゐた祭 器、 即 ち 土師部 土器と 系統 

的關 係が あ る、 又 が 之に 伴 ふ て 出 づる處 の 頭 骨 は 短 頭 型で あつ て、 朝 

鮮滿 蒙の 民族の 頭骨に 類似して &る 故、 彌 生 式 民族なる もの は 古る 

く 石器時代の 治よ. - 亞細亞 大陸から 朝鮮 式 は 沿海州 を經 由して 三 

々伍々 日本 島に 移入し， 來 、りし 一 原始 曰 本人』 r 固有 H 本人』 であ ら 


う と 云 ふので あ る、 之 に反して 他の說 は 、フィリッピ ン： ホ \ ネヲ 等の 

南洋 方面に 於ても 彌生式 土器に 類似す る 土器の 多，， 、存在す る こと 

や、 又 た先史 時代より 異 民族た る 『倭 人』 『熊 襲 J  r 車 人』 の^ 窟根據 

地 ぶ- 認 むべき 九州 方面に 彌生式 土 器 の 多く 發 見せ ら る，/ 如き 實 

よ b 觀 て、 彌 生 式 民族 を 以て 南方 系の 民族な りと する 說 で、 喜 田 氏の 

生 張す る處 である 0 

私 は 上記の 兩說中 いづ れの 方が 果して 眞に 近き か 否か を 斷 定 す る 

だけの 知 識 もない が、 併 し 茲に审 見 を 述べ て 置きたい の は、. 頒 骨に 關 

する 說 で あ る、 抑 々彌生 式 土器に 伴 ふて 往々 發 見せら る 、-奶 骨が 短 

頭 型 な る の 故 を 以 て、 直 ちに 短 頭 型の 民族た る滿蒙 民族 を舉 げ、 彌 生 

式 民族 を 之に 歸す るが 如き は 大に 攻究の 餘 地が あると 思 ふ、 鉴 し 朝 

鮮 蒙古 系の ッ ング— ス稱 族の 短 頭 民族た る こと は 素より 明白なる 

處 である が、 併 し 叉た 廣義に 於け る 南洋 稀 族の 中に も 短 頭 gf: の もの 
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三 o 

% 多 く、 例 ，^ ば。 ホ リネン ァ 人の 八十 五、 一 サ モア 人の 八十 三、 ン ャ ゲ ァ 

人の 八十 四、 六 の 頭 i_ ^ま 指示 数 を 示す が 如 き 事 實 が あ る、 さ れ ば ，へん- に 頭 

骨の 短 頭 型なる の點 より 彌生式 民族 の 本 態 を 推定す る な ら ば 、 滿 M 

の 民族と も 云へ る し、 或 は 南洋の 種族と も 云 ひ 得 ら れ て 何 れ と も 判 

しない ことに な る、 又 た 土器に して も、 朝 鮮滿 州に も 類 似の 者 も あ- 

り、 又  たフ イリ ツビ ン： ホ, ネヲ 等の 南洋 方面に も 類 似 の も のが 存す 

る 以 上 は， g 生 式 民族の 本 態 を單に 土器の 上から 推定 す る - 〕 と は 出 

來 な い、 さ れば 頭骨 及び 土器の みに 依りて 此の 不明なる 民族の 何た 

るか を 確定す る こと は 中々 容易で 無い、 こ K に 於て か史學 上の 事 實 

を 參考 する の 要が 起って く る。 

漢史に 依る に 吾國の 上古 時代に は 九州 及び 其 の 東の 地に 黥 面 文身 

の 風習 を 有せし i- 倭 人』 の 棲 住せし こ と は 明かで あ ，り、 又 た 我國史 

を 見る に、 海 人、 能 一 襲、 阜 人、 肥 人 、と 稱 せられし も じ- 九州 全土に 互 り て 


住 み、 異 民族と して 収り 

が、 何 章 論述す るが 如く 

あり、 又た 土： a 蛛. と稱せ 

をも考 へれ 

まい かと も 

族 を 包括し 


扱 はれた ことが 明か 

南方 系の 種族 かる こ 

られ たる 土 ® も廣く 

ば 所謂 彌生式 民族お る もの は 右 

想 は れ る、 仍 りて 私 は 彌生式 民族 

て 論じて みたい と 思 ふ。 


る、 而て此 等の 

殆ど 疑 ひなき 

に蔓 布せ し 

き 異種 族で 

の 名の 下に 此等 


で 

，の 


あ 

n 


も の 

處 で 

と 等 

あ る 

の異稀 


上古 時代に 

部落 を 作つ 

で r 魏 志』 


(<) 0 

は 我が 九州 

て 住んで ゐ 

の 柬夷傳 中 


人 


た る 

那人 


異 民族が 

の 命名し 


に 『倭 人』 と稱 せられ 

た 『倭人』 と は 元來支 

に 詳記し て あ る、 之 に 依 

は 支那に 交 通して ゐ た、 而 

る 記事の 中、 吾 人の 特に 注意す ベ きもの は 其の 風俗で あ る、 曰 

三 1 


多 
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餘國に 分れ、 其 中、 三十 國 


る と 

て 


も め 

it 倭人 國』 は Hn 

『倭 人』 に關す 


男子 無 大小、 皆黥而 文身、 (， 中略) 夏 后 少康之 子、 封於會 稽斷髮 文身 

以避^ 龍 之 客、 今 俊 水 人、 好 沈 沒捕魚 蛤、 文 身 亦 W 厭 大魚水 禽、 后 稍 以 

爲 飾、 諸 國 文身 各 異、 或 左 或 右、 或 大 或 小、 尊 卑有差 (中略) 男子 皆以 

木驟招 頭、 婦人 被服 屈紛 (中略) 與. 耳 朱 崖 同 (中略) W 朱 丹 塗 

其 身體云 々o 

此樣に 人 は 黥 面 文 身 を な し、 又 朱 丹 を 其の 身體に 塗りて 化 粧 す る 

の 風 が あ つ た、 此 の き 風習 は决 して 固有 日本人 即ち 天孫 種族に 認 

めざる 處 であるか ら、 倭 人の 異種 族た る こと は 毫末の 疑 もな い、 而 か 

も 此の 異種 族の 文身 は 上記の 文に あるが，^,、、 水中に 入りて 魚 蛤 を 

捕 ふ る Q 際、 水 中に 住む： 龍 の 害. を 防ぐ のが 其 目的 で あ る Q で、 詰 り 

一 種の 迷信から 起った ので あ る が、 そ れ が 1L 口 になって 身体 の 装 飾 に 

0 じ た、 此 樣な こと も 亦た 决 して 天孫 民族に 無い ことで ある、 而て此 

の 倭人の 風が 儋耳 朱 0 の そ れ と 同 じ で あるとの 上記の 文 は. 特 に 吾 


人の 留意す ベ き點 であると 思 ふ、 签 し 億 耳 崖 ，と は朋ち 上古 時 代 南 

方 支那に 於け る吳 越の 地で あつ て、 即 ち 漢民族と は 全く 異れ る吳人 

越 人の 棲 住 地域で ある、 而て吳 人 越 人 は元來 印度支那 稲 族であって 

漢民族の 文明 を 採用し 一 種の 文化的 王國を 建設せ しもので ある、 而 

て 上古 時代に 於て 我 九州 島に 住み し， 倭 人なる ものが 吳越 人種と 其 

の 風俗 を 同 ふす との 瀵史の 記事に 徵 すれ ば、 倭 人中に 吳人越 人と 同 

様なる 印度支那 種族の 存在， せし こと は 明かで ある。 

抑々 印度支那 族なる 者 は、 南 部亞細 種族で あつ て、 今： n では 福 建、 g 

南、 廣 東、 廣 西、 貴 州、 雲 南、 四 川 等に 住んで， Q る丄古 時代に ては吳  <  越 人 

楚人、 閬人 等と 稱 せられて 瀵 民族より 蠻人 取扱 ひ を 受けた もので あ 

る、 彼等 は 鯨 面 文身の 俗 を 有 し、 水 上の 生活に 馴れた ものである が、 倭 

人 も 亦た 同 檨の俗 を 有 し、 好 んで 水中に 入って 魚 蛤 を 捕へ た、 我 國 の 

古史に 『海人」 となる 一種 族 は 則.^ 倭人の 一部 で、 其 の 能く 海 を 航 
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三 四 

し？；^ き 海底に 沈みて 眞珠を 取， 0 たりと い へ る 事實は 前記 『魏 志』 

の 倭人に 關 する 記 事 ，こ 符合して ゐる。 

さり 乍 i 齊 し く  0 人 ，こ 稱 せ ら れ し 者の 中には 吳人越 人と 系統 を 同 

ふせる 印度支那 族 も あ れ ば 又、 此 他に 印度 ネジ ァ ン族も あつ た で £ 

ら う、 殊 に 我が 國史に 於 て、 熊 襲、 隼 人、 肥 人， こ 記 せ ら る、 異種 族に 馬來 

系の もの ある こと は 疑 ひなき 處 であ る、 私 の 想 像 を 以 て す る に 「魏 

志 J の 著者の 一 樣に 倭人と 記る せし 者 に は、 少 /、- と も 二種の 種族よ 

り 成って， Q たもの らし い、 恭 し 「魏 志 J の 記 事 よ り 推してみ る と、 九 

州 全島 は、 支 那 の后漢 末から 三國 時代に 至る の 間、 南 4^ の 二 大國に 分 

裂し、：^ 部 は r 種 漢書』 及び 『魏 志』 に 記せる 所謂 女王 國の 所領-と 

な トノ、 南 部 は 所謂 『狗 奴 國』 の版圜 と な つて a た、 而 て 「狗 奴 國」 は 

國史に 記せる 熊 襲 國 で あ つ て、 其 の版圔 は 大 隅、^^ 摩 及び H 向の 三國 

に 互って ゐ たか ら、 4^ 部 の 女王 國 の 領地 が 豊 肥、 筑 後 六國に 跨つ 

てゐ たこと は 明かで ある、 此の 如くに 九州 全土 力 女王 國と狗 奴國と 


の ニ國に 分裂して 相對 時した の を 見る と、 恐 く は 此の 二 固の^ 族 は 

それん \ 別 稀 族であって、 平素 互 ひに 反目 敵視して ゐる處 から 遂に 

分裂 を來 たした ので は あるまい かと 思 はれ る、 斯 く 想像して みると 

倭人の 單 一 なる 種族に 非 やして、 少く とも 二種の 種族た る ことが 推 

測し 得られる 0 

抑 々 r 魏 志』 に 記せる が 如く、 倭人 は 水 人であって 好んで 水中に 入 

り 魚介 を 捕へ たと す れ ば 我が 國の 古史に 見 ゆる 『海 人.』 と 一致せ 

る もので、、 4 つ 海人の 祖先 は 海神な りとの 傳說も あるか ら、 之 を 吳 人 

越 人の 水上 生活に 馴 れ、 又 た 其の < ^長の 寵族 たる こと を 誇れる 彼國 

の傳說 に對照 すれ ば、 少 くと も 我國の 古史に 見 ゆる 九州の 海人が 南 

亞細亞 種族た る 印度支那 族に 出で しこと は 之 を 想像す るに 難くな 

い、 之 に反して 倭人の 一 部 た る 熊 襲、 淮 人 等に 園す る 國史の 記事 を 味 

ふて みる ふ、 此 等の 異種 族 は挛ろ 南洋 方面より 移入せ し 印 皮ネジ ァ 
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Ill 六 

ン 稀 族 らしい r 此の 考說に 就て は 后 章に 說明 す る) 

史學の 方面から 私の 想像す る處 を 約 言 す れ ば、 倭 人 は 少 /、 と も 二種 

の 別種 族よ， ^成り 二 は 北 九州 を版圖 とせし 女王 II に屬 せ し 種 族 で 

これ は 彼の 吳人越 人と 其の 種 を 同 ふ す る 印度 支 那 族 で あ ら う、 他 は 

南 九州 を 域， こせし 狗奴 國に屬 せし 種 族、 卽. ち 國史に 記せる 熊 襲 で 

あ つ て f 其 中 に は 隼 人、 肥 人 も 合 ま る) これ は 印 度 ネ ジ アン 族 で あ 

ら う、 併 し 此の 外に 他の 稲 族 の 混 合して a た か も 知 ら ぬ。 

思 ふに 印度支那 族 は 南方 支那の 方面 よ り 支那の 東南 海岸 を 沿 ふ て 

北 進 し、 直 もに 海を航 して 九州に 移り 或は 朝鮮 を經 由して 九州に 移 

つ た も の で あ 、-り う、 之 に反して 印度 ネ ジ ァ ン族は 南洋 方面より 九 州 

の 南部た る 薩摩大 隅に 入りて 移住した ものら しく 思 はれ る、 而 て 此 

の 雨 種族 共 に 黥 面 文身の 俗 が あ り、 又 其 他の 風俗に 於ても 相 類似せ 

る 處 が あ る の で 『魏 志』 の 著. 者 は 之を齊 しく 同 一 の 族と 0 め て 


綜稱 的に 『倭人』 とい ふ單 一 の名稱 .i) 與へ たので あら う、 而 てまに 

九州の 北部に 蕃殖せ る 印度支那 族と _g 九州に 蕃殖せ る 印度 ネジ ァ 

ン 族と は 相反 目 敵視せ るの 結果と し て、 遂 に 『女 王國』 と r 狗奴國 J 

との ニ國に 分裂す るに 至ったら しい。 

併し 九州 南部に は 有史 以前より 上記の 印度 ネジ アン 族の 外に 『ァ 

ィヌ J 種族 も 住んで ゐ たこと は、 日 向、 大 隅、 薩 摩の 諳 地方に：^、 て、 彌 生 

式土器^^外に 『アイヌ』 式の 遺物と 認 むべき 繩紋 土器の 發 見せら 

る、 を 見ても 分か る、 現 に 今日に 於ても 南 九州 人の 中には 鬚髯の 

密 にして 『アイヌ』 の 血液 を 混す る こと 明かなる 人が 尠く無 い， 丼 

し 「アイヌ」 種族 は 有史 以前に 於て 彌生式 稀 族た る 印度 ネジ アン 

族、 即ち 國 史上に 記載 せらる、 熊 襲、 隼 人の 祖先の た めに 夙に 壓 倒せ 

られ たものと 見， Si て、 其 の 記録 を 史上に 殘 して 居らない、 想 ふに 九州 

に 於け る 『アイヌ』 種族 は 印度 ネジ アン 族の ために 驅逐 せられ 或 

三 七 


は 之と 融合 s^. 血して 其の 影を沒 したの で あ ら う， 私 の 想像す る處を 

て すれ ば、 前 に旣に 述べし が 如く、 アイ ヌ 種族 も 南洋 方面から 渡來 

した もの で あ つ て、 其 の 最初の 上陸 地 は 南 九州で あつ たが、 之と 前 后 

し て、 此 地に は 彌生式 民族の 一 たる 印度 ネジァ ン 族の 繁殖し て^た 

が爲め に、 思 ふやう に 移住 發展 する こと 能 は す、 又 牝 九州に は 印度 支 

那 族の 此 地域^ 領有して 居りし が 爲 め、 九州 に は 永遠の 移住 地 を 發 

見す る 機 會 な v>  、其 の 一 部分の み を 九州 南部に 殘 し、 他 の 大 部 分 は 更 

に 海 を， 航 し て 北 進 し、 當 時 無人の 鄕な りし 東國牝 陸の 地に 移住す る 

に 至った ので あらう と 思 はれ る、 而 て 九州 南部に 殘留 せし 一 部の 

r ァ ィヌ』 族 は、 同 じ 先住民族 たる 印度 ネジ ァ ン より 征服せられ 或 

は 之と 混血 融合し て 了った ので あ ら う 0 

是 を 要する に、 上 古 時代に 於 て 九州 全島 を 占領 せ し 『倭 人 J の 祖 先 

たる 先住民族 は决 して 單 一 なる もので 無 く、 印 度 支 那 族、 印 度 ネ ジ ァ 


ン、 及 び 之 と 融合 せる 『アイス』 i.^ の 三者より 成立せ しもので あ ら 

as 楼 人の 分類  . 

『• 魏 志 J 「后 漢 書』 に 記載せ る 九州の 異 民 族 『倭 人 J を ば 我 が 國 

上の 記事に 就て 分類し て みると 『海 士』 (白 水 郞) 『熊 襲』 r 阜 人』 『肥 

人』 と な る、 是 等の 種族に 關 して 逐 一 左に 述べ てみ やう。 

(ィ) 海 人 

r 魏 志 J に 『末 廢 圃、 有 四千 餘 II；、 濱 山 海 居、 草 木 茂 生、 行 不見前 人、 好 捕 

二  1  レニー  二 

魚 緩、 水 無 淺 深、 皆 沈 沒 取 之 J と ある、 これ は國史 に 見 ゆる 『海  <1 の 

1  二  一  レ 

ことで 「未 盧 國 ji と 云 ふの は 即ち 肥 前 松 浦 郡 を 指した ものである 

^鳆を 捕 へ、 水の 深淺 となく 沈沒 して 之 を 捕 ふと ある 記事に 依れば 
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此 の 地 方に 住める 異 民族の 明 ら 

の稱 族が 普通の H 本人. こ異っ て 

『肥 0 風 士 記 J の 異 事 や、 又 た 海 

の 記事に 徵 すれば 海人の 異種 族 

等の 巢窟 ，こ おぼしき 肥 前 松 浦 郡 

，と な ，り、 遣 唐 使の 船が 多 く 此 の 地 

4? 舶も 此の 地に 到着した こと を 

り 移り 來 りし 異種 族た る ことが 

隼 人に て ゐ 6 と の 記 事 の あ る 

て ゐ る か ら で あ ら う、 而 て 太古の 

身の 風が あり 且つ 水上 生活に 馴 

であるか ら、 海 人の 印度支那 族た 

な い、 而 て 此 の 海 人 と 同一の 種族 


四 〇 

かに 海人た る ことが！： か る、 而 て 此 

a る 隼 人に 類似し て た と 云 へ る 

人 の 長 た る 阿 曇 連 濱 子 の 黥 面 云 <、 

たる こと は 少しも 疑がない、 殊に 彼 

が 有史 以 后に 於て 大陸 と の 交 通 點 

より 出發 し、 又 た 支 那 か ら 來 航 す る 

0 考 すれ ば、 海 人 は 支那 大陸 方面よ 

想 像 せ 、ら れ る、 思 ふに 國史に 海人が 

の は、 怨 ( は 黥 面 文身の 風 を 同 ふし 

支那 大陸に 於け る 種族の 中、 黥 面 文 

れた者 は 印度支那 族た る 吳人越 人 

る ベ きこと は 之 を 想定す る に 難く 

は 管 に 肥 前の み な ら ュ入牝 九州 地方 


□ 


隼 
人 


に は廣く 分布して &た ら し い、 そ れは 矢張り r 魏 志， - に 『女 王 國 J  - 

の 民俗 を 記して 「好 沈 沒捕魚 蛤 J とい ひ r 男子 無 大小 皆 黥 面 文身」 

ニー  二 1 

と あるか ら で、 女 王 國は旣 に 前述せ しが 如 く、 牝 九州の 大部分 を版圓 

として， Q たか ら、 是 等の 地域に 於ても 海人と 其の 稱族を 同 ふせる 異 

種族の 分布して ゐ たこと が 判 かる Q 


熊 襲の 語義に 就て は 古 來國學 者 史學者 間に 種 ケの說 も あるが、 私 等 

は 異種 族の 奚窟 たりし 土地の 地名から 起った 名で あらう と 信 やる 

鉴し 『アイヌ」 の牝隆 地方に 住みし もの を r 越の 人 J と 呼びし が 

如 く、 異 族を稱 する に 其 占居 地の 地名 を 以てする 類例の あるから 

で、 之 を 『肥^ 風土記 J  r 肥 后 風土記 J 等に 徵す るに、 熊 纏と 記せす し 

て r 球 磨 W  0 と 書して あ る、 球 磨 は 肥 后に あ り、 g  ^は大 隅に ある 

四 1 


四 二 

地名で あ る、 是 等 の 地 に 住 める 異種 族 を 球 磨 人、 嘴 #、 人， こ 呼ん だ の を 

合稱 して r  く ま そ，』 ，こ 云 ひ、 そ れ に 能 一 襲 と い ふ 宛 字 を あつる に 至つ 

た の で は あ る ま い 歟 、或 は 此の 異種 族の 勇 猛 な る 處 か ら、 わ ざ と 能，： と 

い ふ 動物 名 を 割り 當 てた のか も 知 れ な い、 本 居 宣 長 の 『古 事 記 傅」 

に 熊 と は其國 人の 勇猛なる を 云 ひ、 襲 と は 勇 男の 約り た る に て 『？ 

を J の 約 は 『そ」 と な る な り と 述 ベ て あ る が、 何 だ か 牽 强 附 會 に 近 

き 感 が あ る 0 

語義の 詮索 は 姑ら く 措 き、 熊 襲 な る 異 族 は、 之 を 國史に 就て 見る に 

唯 " 其 の 勇 悍强猛 にし て 歷 々 朝廷に 抗 し、 逮 に ffi  せられた とい ふ 

ことが 分かる のみで、 其の 人種 學的 位置に 至りて は、 少 しも 明瞭 で な 

く、 單 に傳說 上に 於け る異族 に 過 ぎ な いので あ る、 併 し 熊 襲 の 征 服 せ 

られ たる 后、 其 の 歸 順 せ る 者 を ば豫 ねて 朝廷の 順 民と なれる 隼人即 

ち 治 平 の ^ 人の 倚 長 の 治 下 た ら しめ、 而て 此の 會 長が 大 隅の 喊 .^ 郡 


に 在りて 曾^と い つたと 云 ふ 國史の 記事 あ るに 徵す 、e ば、 能 一 0  ，と m. 

人と は 同一 の稱 族なる ことが 想定し 得 ら れ る.、 思 ふ に 肥 后 の 球 ，1^，  LC 

大 隅の 嚇 • とに 住める 単 人 極 族が 特に 『くま を J  i 稱 せ i れ た も 

の 5- も 知れな い、 熊 襲 も * 人 も せ-つ」 南 九州 を 占據と し、 大 隅 薩 摩、 日 向 

肥 后に 分布して ゐた 者で ある 0 

阜 人の 名 も 元 來は住 地の 名に 出で たもの らしい r 唐 書』 の 俊圃傳 

に r 有 邪 古、 波 邪、 多 尼 三 小 王』 と あ る、 共 に國を 指した もの で、 邪 r 國 

•  二  J 

波 邪 國、 多 尼國と 呼べ る國 が あ つ た、 そ の 中の 波 邪國人 が 國 史 の 『は 

や 人』 即ち 傘 人で あるかの 檨に想 はれる、 併し. S の 波 邪國の いづれ 

の 地方なる か は 勿論 明かで 無い が、 古 來異稱 族に 附 せし 名 稱が其 住 

居せ る 地方の 名 稱に據 つたこと は 明暸な る事實 である 故、 维 人の 名 

稱の 起源 も 其の 地名に 因す る こと は 疑が 無い、 然るに 本 居 宣 長が 维 

人の 語義 を 解して、 大隅薩 摩 二 國の人 は 敏捷 猛な るが 故に 此の 名 
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あ り、 古 13 に 猛勇 を 『は やし J  I も 『と し J とも 云へば 『は や J 

と 云 ふに 猛勇の 意 も ある 輩 字 を 書く こ と は、 走 きこと 此の jnll? の 如く 

「は や ぶ さ J て ふ 名 も 合へ れ ば な りと 云つ た の は、 是 れ 亦た 牽强附 

會 に 近 き 說明 とし か 思 は れ な い、 語 義 の解釋 は 先 づ 觅 も 角 と し V」、 車 

人 は 熊 襲に 關 する 國史の 記事に 比す れ ば、 其 の 習俗が 明瞭で あつ て 

H 本國 有の 民族と 全く 異れ る外來 種族た る こと を證 する に 何等の 

困難 も 無 い。 

r 日本 紀』 神代 卷に、 火 蘭 降 命と 彥火火 出 見 尊との 相 ハラ ひ て、 前者 か 

后 者に 降りし こと を 記る せる 條 下に 於 て 『於 是、 兄 荖 犢 鼻、 以 猪 塗 面 

レ.  二  一い •  V 

:!} ロー 其 弟 曰、 吾 汚 身 如 此、 永 爲 汝 俳優 者」 とい ふ 記事が あ る、 即 ち 火 蘭 降 

命 は 裸體に な り 犢 暴 を つ け、 赤 土 を 面に 塗つ て汝の 俳優と な ら ん と 

彥火火 出 見 尊に 向つ て 言 つたので . あ る、 處 が 犢 鼻 を つ け、 赫 土 を 面 に 

塗 る とい ふやう な 風習 は决 して 天孫 民族に 無い ことで ある、 元來 I 貝 


鼻 は商洋 土人の 風俗の 一 であつ て， ボ だ ネオ あたりの 蠻 族に は 此の 

風が あ る、 又 た 顔に 赤土 を 塗って 化粧 をす るが 如き こと も决 して H 

本 固有の 風習で は 無い、 而て火 蘭 降 命 は 即ち 阜 人の 祖先で あるから 

维 人の 人 稱 的 地位 は 略 ぼ 想像し 得られ る、 國 史には 火 蘭 降 命と 彥火 

火 出 耳 尊， この 二人 を 兄、. 5, ぶと し 共に 天孫 稀 族に なつ てゐる けれども 

これ は阜 人の 祖先 を も 天孫 種族に 歸 して 兩者を 同化せ しめんと し 

たる 傳說に 基づく ので ある、 それから 又た 隼 人に 黥 面の 風 ありし こ 

と は、 之 と 同種 族と 認 むべき r 久米 部』 に 於て 此の 風習 ありし こと 

に 依て 推測し 得られる (『古事記』 に 大久米 命の 黥 面の ことが 記し 

て ある) 尙ほ维 人が 天孫 民族と 言 語 を 異にせし こと は 、離 人の 語 を 

解す る 邦人が 大隅薩 摩の 國造 となった とい ふ 史上の 記事に 徴 して 

明かで あ る、 其 他、 拿 人の 風習と し て、 赤 白 土 を 以て 彩色せ る循を 持ち 

撗刀を 尹 ％ び 、木 槍 を 執って 胡脉に 坐し、 又た 舞踏 を 好み、 竹細工 を 能く 


した o 

是 等の 事實を 綜合して も 、第 人の 異 民族た る こと は 明かで ある、 彼等 

は薩 隅に 據 りて 屢々 朝廷に 反抗した こと も あり、 又た 夙に 朝廷、 に 歸 

服して 忠實 な る 兵士と な り、 宫 闕 護衛の ffi に當 つた 者 も あ る、 所 謂 久 

米 部と いふの が是れ であ る、 巷 し 上古 時代より 奈良朝 時代に かけて 

天皇の 親 兵と して 武勇 を 現 はした も の は 實に歸 順せ る r ァ ィヌ』 

即ち 佐 伯 部と 此の 久米 部と であつ た、 兩 種族 共に 勇悍 を &  r 世に 鳴 

つた ものである、 我が 武士道の 起源 は 實に異 民族た る 『アイヌ』 及 

び维 人の 出身なる 兵士から 始まった。 

然 らば 集 人の 人 精 的 本性 は 如何と いふに、 恐く は 南洋 方面より 移り 

來 りし 印度 ネジ ァ ン族 であ ら う、 抑 々隼 人に は 前記の 如く 黥 面の 風 

を 有 し、 犢 鼻 を 用 ひし 俗 あるの 他に、 一 種 異樣の 武器 を 有し 且つ 好ん 

で 舞踏す る の 風が ある、 ことに 吾人の 注意す ベ き は、 彼等の 使用せ し 


裙で r 延 ？ 式，. 一 に 依る に， 其 の循は 長さ 五 尺， 廣 さ 一 尺八 寸 * 其 の 頭 に 

髮 を 編みつ け、 赤 白の 土 墨 を 以て 釣 形 を 喬 きた.^ と あ る、 此 0 な 循 

は 我が H 本 民族 巾、 獨 . -维 人の みの 使用せ る ものである が、 然 るに 荷 

洋 土人の 巾に は 之に 酷似せ る 循を用 ふるものが あ る、 そ れはボ 〃ネ 

ォ 島に 住める ダャ ック族 で、 此 の蠻 族の 使 川す る 槻は頭 髮を附 して 

装飾と なし、 又た 曲線の 結合より 成れる 連 續模樣 を 描 き、 赤 色の 彩色 

を 施 し 、循 の大 さは 長さ 三 四 尺、 幅 一 尺 五寸を 通常と す る、 此 の 如き 事 

實は r 延喜 式』 に 記せる 掌 人の 楣と 殆ど 相 一致せ る こと を 示す も 

の で、 沼 田 顿 輔氏は 之 を て擎 人の 南洋 渡 來のダ ャック 族た る の 證 

左の 一 とせられ た、 其 ：©、 ダ ャ ッ ク 族の 黥 面 文身 をな し、 又 た 舞踏 を 能 

くす るの 俗が あ り、 犢 鼻 をつ ける 風の ある が 上に も 其の 性質の 强猛 

男 俘なる より 見 て、 牮 人 族と ダ ャ ッ ク 族の 間に 密接の 人種. ^ 係の 

ある こと は 否定し 得られな い、 而 てダャ ッ ク族は 現在 南洋の ボ 〃ネ 


H 八 

ォ 島に 住 み、 ス マトラ £5 に 住 め る ぶ- ッ タス や、 セ レべ ス 島に 住 め る ァ 

, フ , ス族 等， こ 同じく 印 度 ネ ジ アンに 屬 1 る 蠻 族 で あ る、 其 の 體 ® 

を 一 言 す れ ば 身長 は甚 だ 低/、 して 平均 一 五 七 仙 迷、 頸 形 は 長 頭 若 く 

は 中 IS で、 m  0 指 示數は Kl" 均 七 八、 五 で あ る、 EQ ふ に 4^ の P き 印 度 ネ ジ 

ァ ン族 は先史 時代に 於て 南洋 方面より 海を航 して 九 "州 南部に 渡 來 

し、 薩 摩、 大 隅、 雨 肥 等に 移 任 し て 部 0 を 形 成 し た も の で あ る、 巷 し 『魏 

志』 に 記載せ る 奴國 jr 唐 書 J 倭人 傳に 記载 せる 『• 波 邪圃」 は 

思 ふ に 印度 ネジ アン i£w た る 熊 襲、 掌 人の 占據 せ し 大部 落 で あ つ た ら 

し い。 

【<) 肥 人 

肥 人と いふ 名 は 奈良朝 時代に 於け る 古史 誓 S  H 本 紀，』 S 磨 風 土 

記』 等の 中に 散見せ る 種 族 名 で" 向の 肥 人と い ひ、 阿 多の 肥 人と い 


ふ が 如 & 名 稱の上 か ら 見 れ ば， 九 州 の ナ 5 部 に 住みし こと は 明かで あ 

り、 又た 其の 異種 族と して 取扱 はれし こと は r 大寶令 奥 解』 に、 夷人 

雜類 とし て、 毛 人 (蝦夷) に 均しい ものと せられて あるに 徵 しても 

明かで ある 0 

肥 人 は 元と 九州の 肥 后の 國の あたりに. ゐた 民族の 名で 『くま 人』 

と 調せ し 學者も あるが、 併し 肥の 文字 は 元来 火の 國の 『火』 の 文字 

音 にあて た r ヒ』 の 音 を丧 はせ る ものである 故. 肥 人 は 『ヒ ヒト』 

又た は r ヒの ヒト』 と 調むべき もので あら う、 而 て 此の 肥 人に 黥 面 

の 風 ありし こと は 之 を 直接に 史上の 記事に 徵 する こと 能 は ざれ ど 

も 『播磨 風土記 J に H 向の 肥 人 朝 11； 君の 猪 を 飼へ る こと を 記して 

あ .0、 而 て 古代 牧畜 を 業と せし 猪 飼、 鳥 飼 部 等に 黥 面の 風 ありし こと 

に徵 すれ ば、 肥 人に も 此の 風習の ありし こと は 想 察する に 難くない 

又た 萬 葉： ffi- にある 相 聞の 歌の 中に、 肥 人の 染 木綿 を 以て 額髮を ii へ 


る 習 ある こと を 知るべき 歌が あ る、 其 の 歌に 曰く 『肥 人の 額髮に 

結へ る染 木綿の そめし 心 は 我れ 忘 れ め や』 と、 此 檨な 事實は 彼の 

r 魏 志』 に 倭人の 俗 を 記した る 中に 『木 綿 を 以て 頭に 招 く』 と あ 

るのと 一 致せる もの で， 這 般 の 風習 は 今に 至 る も 薩摩 地方に 行 は れ 

年若き 輩が 舞踏 を な す 際、 彩 色の 綿布 を 頭に 纒ひ、 所 謂 鉢卷 をな すの 

は 古代よりの 遺風ら し い。 

我國の 中古 時代の 頃 ま で、 肥 人 の 書、 薩 人の 書と 稱せ ら れ、 一 種異 機の 

文字 を 以て 記る された る 書物が あつ て 『本 朝 書籍 目 錄」 にも 肥 人 

書 五 卷を揭 記し、 又た 『釋 n 本紀 J 中に も、 大藏省 御 書の 中、 肥 人の 文 

字 六 七 枚ば かり ありし と 記して あ る、 而 て 此の 肥 人の 文字 は 元と ヒ 

フ ミ 文 字 ，と 稱 せられし を、 日 文. 文字に 轉化 し、 神 代 文字と 誤認す るが 

如 き 次 第 と なった、 藤 原 相 之 助 氏は此 文字 を 以て 南洋 ス マト ラ 族 の 

使用せ る 原始的 文字に 符合せ る こ. と 多き を 述べ、 久米 邦武氏 は、 吧人 


書と い.^ 神代文字 は 苗 族の 文字に 似た る 音聲 字で， 今に 用 ひる 假名 

のッの へ の 三文 字 は 其の 遺留品 だと 說 かれた、 いづれ にしても 肥 人 

が 南方 系の 異種 族で 特殊の 文字 を 使用せ しこと だけ は 明かで ある 

私の 觀る處 を 以てすれ ば、 此 の 肥 人なる もの も 矢張り 熊 襲、 攀 人と 同 

種の 異民 族 で、 特 に 肥 后の 國 あたりに 住みし 印度 ネジ アンであった 

であら  >っ と 田 3 ふ。 

0 一) 總 括 

上記の 如く、 倭人に は r 海人』 r 熊 襲』 r 隼 人』 r 肥 人』 等の 穂 類が あ.. - 

海人 は 恐く は 印度支那 族、 熊 襲、 掌 人 及び 肥 人 は 印度 ネジ ァ ン 族と 看 

做す ベ き 者で あ る、 而 て此 等の 種族 は 九州 全島に 分布し て、 そ れ /、 

数多の 部落 を 作って ゐた が、 併し 九州 以外の 諸 地方に も 多く 分布せ 

しこと は 『魏 志』 に r 海 を 渡る 千里、 國 あり 此の 讓種』 と ある を 見 


き  一 

て 明かで あ る、 想 ふに 支那 方面 及び 南洋 方面から 九州に 渡东 せし 上 一 

記の 異種 族 は 更に 山 陽、 山 陰、 四 國、 幾 內 等の 沿岸に も 進 み、 內 地に 入り _ 

込んだ こと は 明 か で あ り、 又 た 有史 以 后に 於ても 攀人 族の 中、 皇 城 守， 

護の 兵士と な り、 帝 都に 參觀 交代した ものに は 故鄕に 歸 ら や し て 幾； 

內、 紀 伊、 丹 波 等の 諸 國に散 住 し W の 他、 諳 國の 地方に 移住せ し 者 も. ®i 

つ て、 闩 本 民族に 同化？^ j 血して 了 ふか もの も 多かった に 違 ひない、 一 

されば 日本 民族の 血管 巾に は 印度 ネジァ ン 種族の 血液 も 流れて， Q. 

るので 此の 關 係の 上から 見れ ば、 南 洋 諸島に 住め る 强 憚 獰猛の 蠻族ー 

や 臺灣の 生蕃 等 は 吾人 日本人と 親族で ある 0  ； 

R 本 民族 は 上記の 蠻 族と 人種的 關係を 有する の 他、 現 在 フィリッピー 

ン 諸島の 內 部に 住める 短身黑 色の 土蠻 ネグリ ト の 血液 を も 禀けー 

てゐ る、 此の 種族 は 矢張り 印度 ネジ ァ ン系 であつ て、 身 長 極めて 低く」 

且つ 縮れ毛で 皮膚 は黑 色で ある、 日本人の 中、 色 の 甚だ 黑く 且つ 縮れ 


毛の もの は燈、 沪に ネグリ ト 

に は此！ g の 人間が 尠く ない- 

方 面 か ら 黑 潮 や 風に 流され 

しい、： U  .14 人中の 縮れ毛の も 

は 佛國の 人類 學者カ ー ト〃 

氏の 夙に 認め て ゐる處 であ 

尙 ほ 一 言 すべき は 九州 南部 

とで あ る、 此事は 『古事記』 

も 其の 一 班 を 知る ことが 出 

髮の 長き J 以て 世に 知られ 

たる 變の 長い 色の 割合に 白 


1 の 血液の？ I 厚 な る もの で， 九 州 人の 中 

，思 ふに 先史 時代の 頃、 ネ グリト ー は 南洋 

或は 丸木舟に 乘 つて 九州に 來た ものら 

のが 此の 蠻 族の，^ 液 を 察け てゐる こと 

フ ァ ー ジ 及び ァ ミ I 等 を 始め 鳥居 寵藏 

る 0 

に 頭髮の 甚だ 長い 女子の 多く 存 する こ 

中に、 日向の 髮長 姬に關 する 記事 を 見て 

來 る、 又 た 現に 八 丈. a に 於け る 女子 も 頭 

てゐ る、 南洋諸島に は H 本の 美人に 勢雜 

い 女性 を 見る ことが おく 無 い 0 


(六) 土細蛛 


五 四 

古史に 鏖々 見 ゆる 處の 『土 蜘蛛 J なる 一種の 蠻族は r 攝津 風土記 J 

の 中に r 此人恒 居 穴 中、 賜 賤號曰 土： i 妹 J と あるに 依れば 、穴居の 先 

ニー  二  I  ニー  ， ： 

住民 族 全 體に與 へ たる 名稱、 らし く、 所 謂 土 籠りの 義 であつ て、 そ れ が 

土^ 珠， こ轉 訛した 0 かも 知れ な い、 併 し 穴 中 に 住みし 異種 族に は 古 

史に 記す る處に 依る に、 佐 S 夷)、 國 栖、 土 ^珠 等が あ り、 而 て 佐 伯 

と 土  珠 i は 同じ 穴居 の 蠻 族 で も、 其 の 種族 を 異にして， Q たこと は 

『• 常 陸 風 土 記』 に 11- 古 老 曰、 昔、 國 巢 (俗語 曰、 都 知 久 母、 山 之 佐 伯、 野 之 

佐 伯、 普 通 堀 一 土 窟 常 穴 居 J と あり て、 兩 者を區 別して ゐ るの を 見て も 

判 か る、 そ れ 故、 土  ： ^妹が r アイヌ J 種族で ない こと は 明かで あ り、 又 

た 土 絢蛛の 分布 區域は 啻に 東國 北陸の みなら や、 廣 く 接 內、 九 州に 互 

り、 殊に 大和 地方に は天武 天皇 東征 以前より 汎く棲 住し、 多大の 勢力 

を 有して 皇師に 抵抗し 又た 九州に も 諸 地に 土 蜘蛛の 住み、 景行 天皇 

の 代に 至て 之 を 征討せ られ、 次で 日本 武 尊の 西征と なりて 此の 蠻族 


を 掃蕩 せられた 等、 いか に 土： i- 蛛の全 國に廣 く蕩延 して^ 觀を 極め 

てゐ. たかを 知り 得られる。 

土 蜘蛛と いふ 名稱 は、 前述の 如く  r 土 籠り』 の 意に 解釋 すべき もの 

である が、 併 しこ、 に 一 言 すべ き 天孫 民族に 於ても 亦た 同じく 穴居 

の 風習の ありし にも 拘 はら t 何 故、 天 孫 民族が 特に 土絢烁 とい ふや 

うな 稱呼を 以て 自他 を區 別した かとい ふ 疑問で ある、 この 疑問に 就 

て は 書て ドク ト ベ マ ン P 1 氏の 說 明が あ る、 同 氏 は. 南 九州に 於け. る 

石器時代の 遺蹟 を 調査した る 結果 r 絕對 の隱れ 場 所』 と 0 む ベ き 

土 に 遭遇した、 此の 土 窟は墜 道 組織に なって ゐ て、 其 中に 小さい 室 

が あ り、 其 の 室の 中には 泉が ある、 恐く は 此の 中に て數 週間 位 生命 を 

支 へ る ことが 出來 やう けれど も、 到底 住所 として 使用せられ たもの 

で 無い、 屹度 最 后の 手段と して 用ゐた 避難所で ある、 これ は惜 かに 土 

蜘蛛の 作った もの で、 彼 等 は 之に 一 時 隱れて 腿々 追撃 者 を 苦しめた 


五六 

の で あ ら う < さ れば土 蜘蛛なる 言 葉 は 文化 及び 民族 關 係の 相違 を 示 

す も のらし く 思 は れ る、 と 云 ふの が マン 1" 氏の 說で あ る、 或 は さ う 

かも 知れ な い、 天孫 K 族に も 穴居の 風 はあった が、 併 しそれ は 家屋 的 

の 住所であって 隱 れ 場 所 で は 無 か つ た、 之 に反して 土  &蛛は 穴 を 隱 

ゎ竊 所と して ゐ たので あるか ら、 天 孫 人 極より 斯く 呼ばれた のか も 

知 れ な い、 然 ら ば、 土 蜘蛛 な る も の は 人稱學 上，^ 何 な る 者 かと 云 ふ に 

古史の 記 事 U け で は 殆 ど 不 明 で あ る、 唯 だ 此 の蠻 族に 就 て 聊 か 分 つ 

てゐ るの は 其の 下肢の 長い ことで、 卽ち 『常 陸 風土記』 に 『都 知久 

母、 又 夜 都 加波岐 (八 掬 脛) と 見お、 又た rn: 本紀』 に 『有 土： S 踩、 其 

二  I 

爲 人 也， 身 短而 手足 長』 と あ る、 神 武 天 皇 の 皇軍に 抵抗せ し長髓 彥 は 

恐 く は 土蜘踩 で あつたか も、 知 れ な い。 

土 蜘珠と 異名 同稱の ものに 『國 枘』 とい ふの が あ る 『. 姓 氏錄 j に 

i 武 天 皇 行， 幸 吉 野 ， 時 、川 上有游 人、 干 時、 天 皇 御 覽、 ® 入 穴、 須 叟 又出游 

ニー  二  1 レ  V 


窃 m 之、 喚 3 

陸風 土 記 J を 

蛛 との 同一の 

しもの は、 大和 

に歸 服した も 

私 等の 觀る處 

生 式 稲 旌と系 

稀 族で あ る ま 

人』 の.^ き は 

化に 接 し、 其 中 

とさへ あ る、 又 

て、 文化の 著る 

を 使用して ゐ 


曰、 石穗 押^ 神 

見る に r 画巢 * 

種族た る こ と 

の 吉 野 に 住 み 

の で あ る G 

を 以 てず れ ば * 

統 を 同 ふ せ る 

い か i 思 ふ、 同 

r 魏 志 J の 記 

『倭 奴國』 の 

た r 女王 國』 

しく 進める 王 

た 程で あるか. 


子 也、 爾 時 謁國柄 之 名 J と あるが S 

二  I  , 

俗 語、 都 知 久 母 J と あるか ら、 國 柄と 土： g 

が^かで あ る、 「g て 此の 國栖 と稱 せられ 

し 穴 居 1^ 族であって、 早く か ら 大和 朝廷 


_  土  ：i 蛛 なる もの は 先住民族の 一 な 

ものである が、 文 化の 甚だ 低 かりし 

じ 彌生式 民族で も、 九 州に 占據 せし 

事に 徵 マ る に、 夙 に 支 と 交 通 し て 

き は、 漢 の 光武帝から 金印 を 賜 つ 

の 如 き は、 莊 魔なる 宫殿ゃ 慕 陵 等が 

國 で あ つ た、 又 た 『肥 尺』 は 特殊 の 

ら、 是 れ 亦た 可な り 文化の 開けて ゐ 

^^七 


る 彌 

劣等 

『倭 

其 文 

た こ 

あ つ 

ゾノ パ^ 


の に 違 ひ な い、 然るに 同じ 彌 生 式 民族 で あって も、 土  ：i 珠の 如き は 極 

めて 文化の 低劣な りし 土蠻 であつ て、 有 史 以後に 於ても 蒙昧の 野蠻 

の 域 を脫せ ざり しのみ な ら す、 天 孫 民 族 ，こ 同化す るの 機 會 を 失 ひ、 天 

孫 民族より 賤視 せられて r 土 籠 り」 『土  ：i 蝾 J の や う な 名 稱 を 附 せ 

られ たもので あ ら うと 想 はれる、 同じ 先住民族 でも 1- アイヌ J の 中 

に は 早くから 天孫 民族に 同化せ しもの は 佐 伯 部 と な り て 宫 闕 守 護 

の 兵士と な 、又 た 倭人の 中、 早 ( 天孫 民族に 歸 服せ しもの は、 謂 久 

米 部と なって 佐 伯 部と 共に 大和 朝廷に 奉仕した が、 唯 だ 之に 取り 殘 

されし ものが、 東牝に 割據せ る 蝦夷 どなり、 九州に 割 擦せ る 熊 襲、 隼 人 

i な り、 幾 內に橫 行せ る 土 蜘蛛 ふ な つたので あ ら う 、欺 く 考 へ て み る 

と、 近 幾中國 等の 石器時代の 遺蹟 中に 發見 せらる V 彌生式 土器 及び 

人 骨 は 或は 土 蜘蛛の 遺物 で は あ る ま い か と も 思 は れ る、 古 史 には旣 

に 蝦夷と いへ る r アイヌ』 種族の 存在 を 認め、 又た 其の 遺物 遺蹟 も 


夙に 發堀發 見せられ たか ら， 同 じく 古^に 於て ぶ 蜘蛛と い へ る 種族 

の 存在 を 0 む る 以上 は、 其 の 遺物 遺蹟 も 亦た 必すゃ 存在す るに ひ 

ない、 私 等 は 此の 點 から 考 へ て、 近 畿、 中 國 等に 發 見せら る、 彌生 式の 土 

器 及び 短 頭 型の 頭骨 及び 人骨 を 以て、 先住民族の 一 種た る 土 蜘蛛の 

遺物で あらう と 推測す る。 

近 後、 中 國、 九 州に 於け る 彌生式 土器 を 伴 ふ 遺蹟より 發 見せら る 頸骨 

が 短 頭 型で ある 點 よ，^ 推測して、 彌生式 民族 は 短 頭 型 な る 朝 鮮、 満 州 

に 系統 を 有する 石器時代の 民 族、 所 謂、 原始 日本人 又た は 固有 日 水 人 

であると は、 鳥 居、 濱 田 氏の 說 であるが 私 は 此の 點に 於て 一 の 疑問 を 

抱いて ゐる、 素より 満州 及び 朝鮮 K 族の 頭 蓥が槪 して 短 頭 型で ある 

こと は 夙に 專門 家の 認めて ゐる處 であるが、 併し これ は 現在の 満， お 象 

入 朝鮮人の 頭蓥に 就て 測 定し たもので あ る、 古 今に 於け る 人類 の 骨 

體が同 一 の 種族 間に 於ても 必 やし も 同 一 で 無 く、 且 つ 他 種族と 雜^ 
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血す る 結果と して 變 化を來 たす こと は 明白なる 事實 であるから 

石器時代の 遺蹟より 發 せし 人骨の^ 究に依 て 直ちに 現代の 民族 

の 骨體と 比較 類推し、 以て 先住民族の 本性 を 決定 せんとす るが 如き 

は餘 程の 注意 と 考 察と を 要 す ベ きこと で 無 い 乎 こ 思 ふ、 無 論、 人 骨 の 

軒 究も大 に 必要で あ る、 さ り 乍ら-又た 之， と 同時に 古傳說 及び 遺物 等 

を も 充分に 參考 しなければ な ら な い、 4 ル 點 に 於 て 私 は 近 幾、 中 國 等に 

於け る 彌生式 土 器 を 伴 ふ 石器時代の 遺 蹟 よ り發掘 せ ら る V  、人 骨 に 

よって 直ちに 彌生式 民族 を 天孫 民族と 同 一 種族た る 原始 日本 人、 卽 

ち 石器時代の 頃より 三々 伍々 朝鮮 を經て 我國に 移り 來.. ^し 滿蒙民 

族 ，と 斷定 する に 躊躇せ ざる を 得な い、 少 く と も 近畿に 於け る 彌生式 

の 遺蹟 及び 遺物 は 夙に 天孫 民族より 異 民族と して 取扱 はれた る 種 

族の ものた る こと を 推測せ しめ る、 近 幾 地方に 於て は 土 蜘蛛の 甚だ 

L  く橫 1,1^ し、 强 大 なる 勢力 を 張つ てゐる こと は 國史に 明かなる 處で 


神武 天皇 東征の 皇師に 手強く 反對 せし 八十 鳥 師、 長 髓 彥、 名 草 ID- 畔等 

の 如き は 近 幾に 蔓布 せし 土蜘珠 族の 食 長と 認む ベ きもので あ る、 さ 

り 乍 ら、 此 の 土蠻の 人種的 位置に 至て は 固より 明瞭で な く、 唯 だ 前述 

の 如く 下肢の 比較的に 長いと 云ふ傳 說の存 する に過ぎない、 併し 南 

洋 方面から 渡來 せし 印度 ネジ ァ ン族 或は 類似 黒奴の 類で は あら デ 

か、 少く とも 土 蜘蛛の 中に は、 ネ グリト I の 如き 短身黑 色の 蠻 族の^ 

在して ゐ たやう に 思 はれる 0 

(七) H 本に 於け る 南方 系の 風俗 

上述の 如く、 我が 日本人 は 印度支那 族、 印度 ネジ アン 族と 血族 的關係 

を 有って ゐ るか ら、 日 本 古來の 風俗 中には 南方 系の 風習の 混在 し、 又 

た 其の 痕跡と 認 むべき 者も尠 くないの であ る、 其 の 中から 特に 若 千 

を 選んで 左に 少しく 叙說 してみ やう。 


我 日本人 は 上古 時代より 一般に 沐浴 を 好む 慣習が ある、 古 來宗敎 ：5 

儀式の 一 として 行 はる、 處の 『み そ ぎ』 〔禊) は、 元. 來 河 海に 浴して 其 

の 汚穢 を 洗 漉す るのから 起った 式で あつ て、 彼 の熟帶 地の 民族が 川 

又た は 海に 入りて 全身 を洗條 する 風習と 何 かの 因緣關 係が あるら 

しい、 し 日本の 先住民族の 一 として 九州 全土 及び 本島の 沿岸に 汎 

く 棲 住せし 「倭人』 は 前記の 如く 南方 系の 種族で あるか ら、 此 種 の 

熱帶 民族の 慣習が 天孫 民族に も傳は り、 元 と 熱帶に 在りて 河 海に 浴 

したる 風習 、ま でも 波及した ので あらう と 思 は れ る、 殊 に 我 國の氣 候 

は 一 般に 温暖で あつ て、 南 部の 如き は 暑中 殆ど 熱帶氣 候と 選ぶ 處が 

ない 程で ある 故、 民 族 一 般に泳 浴 を 好む に 至った ものら しい、 而て 

『みそぎ』 なる 宗敎的 儀式が 河原に 於て 營 まれる ことに な つて. Q 

るの は蓥 し熟帶 民族の 河 海に 浴す る 習俗に 淵源せ る ものと 認む ベ 

き で あ る、 而 て 其の 沐 、浴 を 好 む 風 習 は、 j 方に 於て 平 素 温浴 をな す慣 


習 を 生じ、 各人 其の 邸宅の 一 部に 『温室 J 『風呂』 を はける ことにな 

つ た、 併 し 一 定の 共同 洛塲 を， 設けて 衆人 を 浴せ しむる が 如き 風習の 

起って きたの は、 恐 く は 平安朝 時代の 中期 以后 のこと らしい、 而て共 

同 浴場の 起源が 僧侶の 慈善 的 行爲に 出で たこと は 俊 かに 事實 らし 

く 思 はれる (此の こと は兹に 要な きが 故に 論せ す) 

我國の 家屋の 建て 方， が熟帶 式で ある こと は 誰れ の 眼 にもつく こと 

で、 防 寒の 準備が 出來て 居ら ts 舍へ往 けば、 竹の 柱に 萱 の 屋根と い 

ふ 風で あ る、 而 て 南洋に 於け る 家の 建 方 は、 今 も 合掌 建で あつ て、 我 國 

の 神社に 見る が 如き 千 木、 葛 結 木が 戴って あり、 屋根 は 木の葉で 葺ぃ 

て あ る が、 我 國 でも 今 も 田 舍には 茅葺の 家が 甚だ 多い、 それ か ら、 南 洋 

では 厠 を 川の 上に 設 け、 奠 便 を 川 水中に 流し 去る ことにな つて ゐる 

が、 我 國 でも 厠を訓 して r か はや』 とい ふの は、 古 代に 於て 川の 上に 

则を 設けし 風習の あった こと を 暗示せ る もの. である。 

六 三 


六 a 

南洋の 土人 は 人の 知る が 如 く、 擯 榔子 を嚙む 風俗が あるの で、 其 の た 

め齒は 眞 つ 黑 に 染 ま つ て る、 そ して 檳榔子 を 嚙 む の は、 結 婚 期 か ら 

後の こと で、 齒 の 黑 く な つ た の を 美しい、 こ 見る 慣 習 に な つ て ，Q る、 我 

國に於 はる 湼 齒 の 風 習 は 之に 關係 あるに 相 違 な い、 但し これが いつ 

頃 の 時代から 一般の 民俗 間に 癀 がる やうに な つ た か は 明 白 で な い 

が、 其 の 起源 は必 や や 上 古 時 代 に る ベ き も の だ と 思 ふ。 

南洋に は 鷂を鬪 はす 風俗が あ る、 元 來、 鷄 の 原産地 は 南洋 の 瓜 哇 で あ 

り、 又た 鷄を 一 に シ ャ モと云 ふの は 南 亞細亞 の暹羅 から 傳っ たこと 

を 意 味 せ る も の で、 恰 も 南瓜 を 一に 稱 して 「カボ チヤ』 とい ふの 菌 

で あ る、 我 國 でも 鷄は 夙に 神代の 頃から 在つ て 常世の 長 鳴鷄， こ い ふ 

や う な 名 が ある r 常世 J と は いづこの 地 を 指した もので あるか 不 

明で ある けれども r 日本 紀 J に 多 遲摩毛 理が應 仁 天皇の 命 を 奉じ 

て 常世の 顧に 橘果を 取りに 往 つたと いふ 記事に 徵 す. れば、 支那 大 ； 一座 


の 南部 或は 南洋 を 以て 常世 國と 認めねば ならぬ ことにな る、 何 i な 

れば柑 橘は暖 國の產 であるから であ る、 そ れは 鬼に 角、 南 洋は鷄 の 本 

塲 であって 且つ 鬪鷄 をな すの 俗が あ り、 我 國に 於ても 神代の 頃より 

鷄が ある、 のみなら す、 古 代より 鬪 鶴の 行 はれし ことな ど を 見る と、 其 

の 間に 何等かの 關 係の 存 する こと を 思 はしめ る。 

日本人の 陰 莖は龜 頭が 裸出して， Q る、 これ は 少年 時代の 頃から 機械 

的に 包皮 を 下方に 牽 返せし むる 爲め である が、 併 し 其の 起源 が、 割 0 

にある こと は 殆ど 疑 ふべ くも 無い、 割 禮とは 宗敎的 儀式の 下に 入ェ 

的に 陰ず 11 の 包皮 を切斷 する の 謂 ひで あつ て、 南 洋 諸島に 於て は 今に 

至る も 猶ほ行 はれて ゐ る、 思 ふ に、 先 史 時代の 頃、 南 洋 より 吾國に 入り 

來. 0 し 人間の 間に は 母國の 風習 を 守つ て 包皮 を 切斷す る 俗が あつ 

たの を、 天孫 民族 支配の 世と なりてより 以 來、 此 の 風習の 廢 絶した 代 

り に、 其 の 造 風と して、 少年 時代の 頃よ. ols3 皮 を 下方に 牽 返せし めて 
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龜頸を 露出す る ral 習 を 生じ、 これが 次第に 一 般 民族 間に 撗 がって 日 

本の 民俗の 一とな つたので あら う 0 

日本人が 犢鼻 をし める の も 亦た 南洋 傳來の 風習で あ る、 支 那人ゃ 朝 

鮮 -S に は 日本人の しめる やう な 犢 鼻が な い、 南洋 土人の 揮の 長 さ は 

四 尺 幅 一 尺 位 で、 芭 菊 或は 樹皮 を な めして 作 り、 其 の 形式に 於て 日本 

人の 條 と 少 し も 違 は な い、 其 のしめ 方 も 同じで あ る、 唯 だ 前 種の 兩端 

を 長く 垂れ 下 げ て 置/、 相 違 の あるに 過 ぎ ない、 而て 我が 國史 上、 隼 A 

の 祖先なる 火隨降 命が 犢鼻 をつ けたと い ふ傳 說に徵 して も、 犢 鼻 が 

南洋の 風俗で あつ て、 そ の 始めは 南洋 土 費の 后裔 たる 隼 人 族の 締め 

てゐ たのが 漸次 一 般の 日本人に も 普及す るに 至った ことが 明らか 

である 0 

我國の 上古 時代に は r 歌 垣 J と 言って、 時々 多數の 男女が 山上 或は 

巿塲に 集合 し、 互 ひに 歌謠を 唱和して 戀の 相手 を 求めた 風習が あつ 


な 二れ は 濫婚の 遺風と も 見る ベ きもので ある が、 南 支那に 於ても 太 

古 時代に は 之と 同様の 俗が あった 『簷 腸雜 記』 に 每 西の 土 民、 渭 is 

苗猓の 男女が 春 毎に 相 集って 自由に 婚媾 した 風の ありし こと： 記 

載して ある、 これ は 或は 偶 合 かも 知れぬ が、 m に 角、 印 度 支那 族の 住み 

たる 南 支那の 太古 時代に も 我國の 上古に 行 はれし 歌 垣 同様の 風 あ 

b しこと を 思 ふ と、 或 は 其の 傳來 では 無い かと も考 へられる。 

(八) 大和民族 

(ィ) 故 鄕 

大和民族 は卽ち 天孫 民族 は 則ち 日本人の 幹部で あつ て、 其の 智力と 

武力と によって 先住民族 を 征服し 或は 同化して 極東に n: 本 帝國を 

建設せ し 優等 民族で ある。 ， 

六 七 


我 國の古 傳說に は 此の 民族 を 以て 高天ケ 原より： n 本の 地に 降臨せ 

る ものと 云って ゐ るが、 併し 高 天ケ原 な る も の は、 其 の 名 稱 の 示 す が 

如く、 蒼天の 謂 ひ で あ つ て、 地 上の 塲處を 指した ものと は 思 は れ な い 

然るに 從 來國學 者史學 者の 中には 高 天 ケ原を 以て 日本 國內に 在り 

と し、 皇 祖の都 地な りと 說く者 も あ る、 例 ，sr は 新 井 白 石の 如 き は 常 陸 

國 にあ， 0 と し、 伊 勢 貞丈等 は 大和 國 にあり とい ひ、 日 本人が 其の 祖先 

を 尊敬す る處か ら、 天 に な ぞ ら へたる 者で あると いつ た、 成 程、 大 和 に 

は 天の 香 山、 天 の 高 市と いふ 處がぁ り、 而 て 高天ケ 原の 世界に も 矢 張 

り 之れ と 同じ 名の 山 や 土地が あるか ら、 高 天 ケ 原 を 以 て 大 和 の 地 な 

りと 推定した る 伊勢 貞 丈の 說も滿 更根據 の 無い 說とは 云 へ ぬが、 併 

し 古史の 上に 記載 せらる 乂、 高 天 ケ原は 其の 文字通り 天上の 世界で 

あ つ て， 今 日より 之 を 觀れば 固より 空想の 世界で あ る、 而 て 「古 事 記 

』 r 日本 紀』 に 見 ゆ る 神 代 の 說 話 は、^1^ し 大 和 朝 廷 の 時 代 に 作 爲 せ ら 


れ たもので あつ て、 决 して 原始的の 神話と 看做す こと は 出來な い、 其 

の 證據に は 種々 ある が、 元 來 『古事 記 J  r 日本 紀 J は 第 八 世紀 時 代、 即 

ち 今 を 去る こと 千 二百 餘年 前に 於け る官 撰の 國史 である もの 、、其 

中には 大和 朝廷 時代の 頃に 作爲 した ものら しい 記事が 尠く 無い、 例 

.fe ば 伊 弊 諾册の 眼から 日の 神、 月 の神の生れたと云ふゃぅな^^は盤 

古 氏の 兩 眼が 日月に なった とい ふ 支那の 神話の 模倣ら し く、 又 た 伊 

弊諾 冊の 黄泉に 行きて 鬼に 追 はれし 時、 祧 の 木の下に 身を隱 くして 

祧の實 を 採つ て 鬼に 投げつ け 之 を 逐ひ拂 つたと い ふやうな 話 も 矢 

張り 支那の 傅說 から 來 たもので、 即ち 支那で は 太古より 桃 は 鬼 魔 を 

除け る 力の ある ものと 信じて ゐ た、 そ れが 我國の 神話に 混入して ゐ 

るので あ る、 そ れ から 又た 神代の 話の 中には 保食祌 の身體 から 蠶の 

出來 たと ある が、 併 し 我 國に蠶 を 飼って 絹布 を 織る やうに なった の 

は、 日 本に 來た 支那 人から 始まった こと で： 决し て 太古 時代の 一 初め か 

六 九 
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ら我 國に蠶 のあった 譯 ではない、 然るに 神代の 話の 中 に、 蠶 のこと が 

あるの は、 畢 竟 漢人が 日本に 來た 后の ことで あつ て、 保 食 神の 話の 如 

き は 大和 朝廷 時代の 頃に 出來 たものに 相違な からう と 思 ふ、 此 樣 な 

事柄 は 其 他に も 多く ある けれども 煩 はしい から 略して 置 く、 さ れ に 

高天ケ 原に 關 する 神話 も、 必 すし も 悉く 原始的の もので 無 く、 后 ^ の 

思想が 餘程 之に 加咏 して a る こと は 疑が 無い、 現に 高天ケ 原に は 天 

の 香 山、 天 の 高 市な ど 云 ふ 山 や 土地が ある や う に 記して ある が、 併 し 

此の 山 や 地 は 太古 よ り 大和に ある 有名の 場處 である、 神代の 說 話が 

大和 朝廷 時代に 出來 上った ものと すれ ば、 高 天ケ 原の 香 山 も 高 市 も 

當 時の 皇 都たり し 大和の 名所から 其 名 を 取った もので あらう (此 

の 事に 就て は 津田左 右吉 氏の 神代の 新 碑究を 參考す べし) 

W 上の 如き 譯 であるか ら、 高 天 ケ原は 決して 地上に 現存せ し 者で な 

く、 文 化 思想の 開發 せし 后に 出來 たる 抽象的 空想的 世界と 見る べき 


もので あ る、 さ れ ば、 大 和 民族が 高天ケ 原より 日本に 降臨 云々 の說の 

如 き は、 單 に 一 の 古傳說 に過ぎない、 從 つて 之に よって 大和民族の 由 

來を說 くことの 出來な いのは 初めから 分かり切った ことで ある 0 

然 らば 大和民族の 視 先の 故鄕は 何處 であるか、 之に 就て は從來 種々 

の說 があって、 或は 南洋な りと いひ 或は 支那な りと いひ、 或は ベ ブ リ 

ュ， I 種族の 一た る ヒック ット 人の 都せ しハ マトの 地な りと いふ：^ 

如き 說も あるが、 併し いづれ も根據 なき 臆 想に 過ぎない。 

抑々 日本 民族 はべ ルツの 說に 依る に、 二種の 原型に 區別 する ことが 

出來 9、 一  は 體袼の 羸 1^ 優柔で 、顔面 細長、 眼 斜め に鼻艷 曲、 口 小に して 

頭 骨 の 長き も の、 他 は體 格の 强徤 にして 鼻 低 く、 口 大 にして 額 骨の 著 

るし く 突出し 頭骨の 短 いもので ある、 前者 は 蒙古 種族に し て、 後 者 は 

馬來稱 族で あると は、 ベ \ ッ の 夙に 論せ し處 である、 必す しも 正確な 

る 見で は 無い が、 併し 日本 民族の 中心た る 大和民族が 其の 體 質に 於 


七 二 

て 北 蒙 古 種族 た る こと を 示 し て ゐ る の は 一 見 明 瞭 で あ る、 茅 ま し 蒙 古 

種 族 は、 之 を 人種 學 的に 區別 す れ ば、 一は ッン グ 1 ス 或は 北 部 蒙 古 族 

であつ て、 其 の體質 をい へ ば 顔面 は圓 形式 は卵圓 形を呈 し、 頭 型 は 亞 

廣頭 (生體 指示 數八 三) で、 頭 髮 は 黑 く 且 つ 直、 體 毛 は 少 /、、皮 膚 は 光 

0 な き黃色 或は 黃 褐色 を 呈 し、 顴 骨 は 突 出 し、 眼 は 一 種 特有 な る 『蒙 

古服』 を 具 へ て ゐ る、 而 て 其の 地理 的 分布 は、 北支 那、 康 古、 朝 鮮等 であ 

る、 他 の 一 は 南 蒙古 族 で、 此 種の もの は、 殊 に 南方 支那 及び 印度支那 族 

が 之に 屬 し 、顔 面に 方形 或は 菱形 を 呈 し、 顴 骨は甚 しく 突出 し、 頭 型 は 

多く は亞廣 頭で あ る、 今 我が 大和民族に 就て 之 を 見る に、 其 の 頭 型の 

殆ど 廣 頭に 近き 中 頭なる こ と、 所 謂 蒙 古 眼 を 具 ふる こ と、 顏 面の 圓形 

或は 卵圓 形なる こと 等 は 其の 牝部 蒙古 族に 殆ど 一 致せる こと を 示 

して ゐる ◦ 

菅に體 質ば か. >  で 無 く、 其 の 風 俗、 慣 習、 及 び 言 語 に 於ても、 大和民族が 


古 を本國 とせし 勾 奴、 突 厥、 滿 州 を本圃 とせし 鮮 喪 女 3 ^《等の 種族と 

其の 祖先 を 同 ふせる こと は 明かで あ る、 卽 ち 大和民族の 故 鄕は滿 蒙 

の 地 で、 其 の 祖先 は柬牝 細亞 大陸より 朝鮮 を經て 日本^ に 移入せ 

し 蒙古 種族であって、 漢民族より 牝狄 と賤視 せられた る 勾 奴、 鮮 5r 鳥 

丸、 女 眞 等の 種族と 其の 祖先 を 同 ふせる r クラ ダァ〃 タイツ ク』 語 

系の 種族で ある、 今 之に 就て 顯 著なる 事實を 左に 列擧し 、大和民族の 

蒙古 種族なる こと を立證 してみ やう。 

(口) 本 態 

抑々 大和民族が 太古 時代より 尙武の 國と稱 せら れ、 弓 . ^"の 道 を 重 ん 

やる こと は 周知の 事實 である r 萬 葉 集』 の 和歌の 中に 『八 隅 知し 

我が 大君 の、 朝 に は 取り 撫で 玉 ひ、 夕 に はいよ せ 立てに し、 御 孰ら しの 

梓の 弓 云々」 と ある やうに、 天皇の 弓矢 を 重ん せられし こと を 詠ん 


である、 而て 太古 以來、 大和民族の 使用せ し 矢 は鳴鏽 とい ひ 『古事記 

傳 J に 『射 れば签 を 鳴，.^ 行く が 雷に 似 たれば なり』 と 註して 『鳴 神 

夫理矢 J の義 なりと あるが 如く、 射れば 一 種の 鳴 響を發 して 空中 を 

翔けり 行く 特殊の 矢で あつ た、 而 して 兹に 記憶す ベ き は、 之 ，こ 同じ 矢 

が 勾 奴に も 使用せられ て a たこと である、 即ち 『史 記.！ の 勾 奴. 偉に 

『胃 頓乃 作爲鳴 鎖、 注 韋脇 曰、 矢 鎮飛則 鳴』 と あ る、 加 之、 勾 奴、 女 眞 の 騎 

二  一 

射の 道に 長せ る 勇武の 民族たり しこと は 史上 明白なる 處で、 我が 大 

和 民族 も 同じく 騎射 を 善くせ る 馬上の 雄 者であった。 

大和民族 は 上古 時代に は 肉食の 國民 であつ た、 崇. 神 天皇の 御代 に、 男 

子に 弓 ffl? の 調 を 課せられ たの は、 一 般の 人民が 狩 獵に從 事し、 獸肉を 

食に して ゐた 證據 であつ て、 即 ち 弓^の 調と は 山野に 獵 せし 鳥 獸の 

こと を 意^す る、 そ れ か ら， 肉 人 部、 猪 甘 部、 鳥 養 部 等と いって 鳥 獸を飼 

養し、 其 の 肉 を 朝廷に 供す る 民が あつ た、 又た 上古 時代より 神に 獸.^ 


を 献 じ、 又 た 牛酪 を飮 用す る 慣習 ありし 等、 我 が 大和民族のお 食を舉 

とせし は、 取 り も 直さ や、 柬 牝亞細 亞大隆 の沍寒 荒漠の 地方に 住みし 

遺習と 認む べき もの で、 這般の 風習の 勾 奴、 突 厥、 鮮卑、 女眞 等に も 行 は 

れ、 其 の 獸肉を 食 し、 牛 酪を飮 みし ことに 徵 して も、 亦 た 大和民族の 由 

來を 推知す るに 難くない 0 

我國の 太古 時代に は 太 占と 云つ て、 男 鹿 の 肩 骨 を 燒 き、 祌 慮 を 伺って 

事の 吉凶 を 占 ふ た、 此 の 占法 は 中古 時代に 入りて 支那 龜 卜の 法の 傅 

はりし 以 來、 全 く滅 して 了った か、 上 古の 世に 於て 其 の *大 に 行 はれし 

こ と は、 天 の 香 山の 男 鹿の 肩 を 技 尺 取って 占った とい ふ 『古事記』 

の 記事に 徵 しても 明かで あ る、 然 るに 蒙古に 於て は 羊の 肩 骨 を燒ぃ 

て士  n 凶 を 占 ふの 法が あつ て、 今 に 至る も 猶ほ行 はれて ゐ る、 眷 て吾國 

に 蒙古 人た る 喇麻敎 の 貫主 阿嘉 氏の 來游 せし 際、 故 田 口 卯吉氏 は 同 

氏を訪 ふて 羊 肩 を 以てする 占法 を 問 はれた ことがあつ た、 此 の 如く 
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蒙古に て は 羊の 肩 骨 を 以 て し、 我 國に て は 鹿の 肩 骨 を 以て 吉凶 を 定 

むる 占法 が あ り、 其 の 異る處 は だ 動物の 種類の 相違せ る 迄で あつ 

て、 其 の 共に 骨 卜 で あ り、 又 た 其の 燒 き 方 も 同 じ であるの を 見 れ ば、 我 

が大和民族の亞細亞大^^から日本に移住するに至っ て 後、 何 かの 便 

宜 上、 羊 の 代りに 鹿の 骨 を 用 ふるやう になった の で あ ら う。 

大和民族の 信せ る宗 敎、 即 ち 神 道 が、 滿 州に 行 はる、 女 巫の 宗 敎、 所 謂 

シ ャマ敎 Hhasanissnl と 其の 形式 內容を 同 ふして ゐる こと も 亦た 大 

和 民族の 本性 由來を 推知す るに 足るべき 一 資料で ある、 シャ マ敎は 

女 巫の 神に 奉 侍して 祌 意を傳 へ、 人事 國事 を豫 言す る巫敎 であって 

其の 神 を 祭 る や、 神 杆と稱 せる 木 を 立て る、 我 國に 於ても 上古 時代よ 

トン 神祇に 仕 ふる 者 は 女性 で、 伊. 勢 の 神 祠には 皇女の 奉 侍せら る、 例 

になって な た、 又 た 神 を 祭る 齋主は 之 を齋 媛， こいつ て、 是 等の 女性 は 

神祇の 憑附 する 處 とな り、 其 の 意志 命令 を 人に 傅へ て 吉 凶 1 禍を豫 言 


した， 又た 上代に 於け る 神 祭の 儀式に は r 古語 拾遺に 記せる が 如く 

眞榊を 取りて 之に 玉と 鏡と を 憑 け、 神 を頌し 又た 神に 祈つ た、 這 般 の 

事 實に徵 しても、 我國の 神道と シャ マ敎 とが 其の 形式 內容を 同じく 

せる ことが 明か で あ る、 而 て 太古 時代に 於け る韓國 中の 一 分^なる 

馬韓 にも 同様の 風が あった r 後 漢書』 柬夷傳 に、 馬韓の 風俗 を 記し 

て r 諸國 ： 巴、 各 以 一 人、 主 祭 天 祌、 號 曰 天 君』 とい ひ 『立 蘇 塗立大 木、 以 

二 1. レニ 1 二 1  二  一二  j 

懸 一一 鈴 鼓 一事 鬼 神』 I」 あるが、 我國の 上代に 於 て、 國 縣 の逢嫒 が 0 神 を 0 

ひて 祭 生と なり 其の 人民 を 額した- -ゃ、 又た 鈴と 鼓. M の 我が 神 迸の 

祭事に 主用 せらる、 こと 等に 比すれ ば、 兩 者 其の 趣 き を 一 に して ゐ 

る、 而 して 此の 馬韓の 民族 は 實に滿 蒙 民族と 其の 種 族 を 同 ふせる 扶 

像 族の 南下して 朝鮮に 移った もの で、 後 日、 百 濟國を 成した もの で あ 

る が、 其 の 祭神の 風習が 我が 神道の それに 殆ど 異 つた 處 のな いのも 

注目すべき 値が あ る、 其 の 他 我が 神社の 前に 立てる 鳥居が、 滿州康 古 


の 方面に 類似の 俗 を 求め 得らる こと も 民 

これ を 要するに、 大和民族の 本性 由 來を知 る 

敎が滿 州に 行 はる、 シ ャマ敎 と 同じく 女 巫 

注目に 値すべき 一 事 實と謂 はねば ならぬ、 之 

祖 天照大神が 女性の 御身 を 以てし て 天上に 

る、 大 神の 祭祀 を 重んじ て 自 ら 天 神 を 祭 り、 神 

に 天 織女 をして 忌服 屋 に て 之 を 織 らしめ 玉 

に 記せる 處 で、 后 世に 於て 倭姬 命が 伊勢の 大 

と 全く 異 つた 處 がない、 而て 神に 仕事す る 女 

となりて 神意 を 人に 傳 ふること は、 1 方に 於 

1 方に 於て は 民心 を 收携し 得られ る、 思 ふ に 

天照大神が 天上に 君臨して 萬 人に 尊崇 せら 

的闢 係に 由る らしい 0 
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俗 上 明かなる 處 である 

上に 於 て、 大 和 民族 Q 宗 

の敎 たる こ と は 倦 か に 

に 就て 一 き 口 す ベ き は、 皇 

君臨し 玉 ひし ことで あ 

の 御衣 を 造 らんが ため 

ひし こと は 『古 事 記，』 

祠に 奉仕し 玉 ひし 有樣 

巫が. 神祇の 憑附 する 處 

ては國 民の 崇拜を 受け 

女性の 御身たり し 皇祖 

れ玉 ひし は、 這般 の宗敎 


又た 大和民族に 於け る 太陽 崇拜 も、 ま 古の 俗に 一 致す る 處がぁ る、 慮 

古の 大汗 オタ ダイが 即位の 時、 太陽 を拜し 部下の 晉畏に 服從を 誓約 

せしめた るが 如き は、 蒙 古に 於け る 太陽 5 ゆ ^ 拜の 1；：： 俗 を 語る もの で、 此 

の 習俗 は 大和民族に 於て 日 神の 崇拜 とな i 祖を日 神と して 拜す 

る ことに ならしめ たもの らし い 0 

上代より 大和民族に は 殉死の 風が あつ た、 滿 蒙の 民族 にても 亦た 此 

の 風が あつ て、 匂 奴に て は 古くから-之れ が 行 は れ、 君 主の 死す る 時、 生 

前 之に 奉仕せ る 臣下 は 皆 之に 殉じ た、 支 那に 於ても 亦た 同： まの 風が 

あつたが、 併し 満蒙の 地に 接せる 秦國に 於て 其の 始めて 行 はれた の 

を 見れば 恐く は、 滿 蒙の 民俗から 輸入 せられし 風習ら しい 『史 記』 

に 記す る處に 依れ ば、 支 那に 於て 殉死の 明か に 行 はれし は 周の 時代 

に 於て 秦の武 王の 卒せし 時を嚆 矢と す る、 我 國 にて は rn 本 紀』 に 

依る に、 垂 仁 天皇の 時代に 於て 殉死 を 禁じ、 之に 代 ふるに 旭 輪 を 以て 

七. ri 


八 〇 

する ことにな つ た が、 そ れ 迄 は歷代 を 通じて 殉死の 風が^ んに 1 了 は 

れ たらしい、 倭彥命 の 裏 や る や、 近 習の 輩 を 集 め て 悉く 生きな が ら 叟 

域內に 埋め立て しに、 數日 にして 死せ す、 盡 夜 號 泣 し て 止 ま す、 其 の 死 

后 犬 鳥 之 を 食った とい ふやうな 史上の 記事 を 見 て も 其 の 一 班 を 知 

^ 得 られる が、 此 の 如 き 殘 忍 な る！^ 死の 風 は 夙に 匈奴に 行 はれた も 

の で あ る 、這 般の 事實も 亦た 大和民族の 由來 を 語 る も の と 認 め ね ば 

な ら ぬ (リ 

滿 蒙の 語と 朝鮮語との 相 類似 し 父 た 日本の 古語 中に 之に 類す る 者 

の ®  く^いこと は 言 語 學 者の 夙 に 論 す る處 で、 且. つ い づ れ も 『ク ーフ 

〃アルタ イツ ク.』 語 系に 馬して ゐ る、 今 こ、 に 蒙古 0 滿 州 語 と H 本 

語 と の 類 似 せ る も の を 少 し 許 擧 げ て み や う、 母 を 滿 州 語 で (；) ョ 0 

^ 語 で 〇i.c  H 本の 古語 に て は r ォ モ』 ，と い ひ、 小 兒 を滿 語 に て は 

ァ 力 Aka 蒙古語に て は Ak6 韓語 にて は Aki  R 本 の 古 語 に て は 


ァギと 云 ひ. 川 を 蒙 語に て は Kar 滿語 にて は Kolo 韓語 にて は Kainr 

本の 古語に て は 力 レと いふが 如き、 一 々數へ 立てれば 際限が 無い 

此の 如く 其の 言 語に 類似す る 者の 多い の は、 其 の 種族の 同 一 なる か 

或は 近似せ る こと を自證 する 者で ある G 

以上 擧 げたる が 如く、 我が 大和民族が 其の 體 質、 風 俗、 言 語 等、 蒙 古滿 州. 

の 民族の それに 類似せ る こと 多き は、 俊 かに 其の 祖先 を 一 にし 其の 

種族 を 同 ふせる こと を 示す ものである ◦ 

(C 派 別 

大和 K 族 は 之 を 史上の 記事に 依って 二  に 分つ ことが 出 來るニ は 

古 傳說に 高天原より 放逐せられ て 出 雲に 下った とい へ る 素. 鳴 命 

及び 其 子 (或は 七 世の 孫と も 云 ふ) の大國 主命 を 中心とせる R 族 

で、 他 の 一 は 高天ケ 原よ 九州の 邊隅 たる 日向の 高 千 穂 峰に 降臨し 
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たと 傳 へ られ てゐる 天孫 種族で ある 0 

素 .^fi 鳴 命 及び 大國 主命 を 中心とせる 出 雲 民族の 本性 由來に 就て は 

之 を 天孫 民族と 同 一 系の ものと 認 む る 學者も あ り、 又 た 之に 反して 

異種 族と な し、 蝦 夷 系 或 は 南方 系の ものと 看 傲せ る 學 者 も あ る、 而 て 

此の 異種 族說の 中、 出 雲 民 族， を 以て 蝦夷 系-と 看 倣 す 說 は、 古 史に見 ゆ 

る傳說 に憑據 せる 見解で あつ て、 即 ち 「古 事 記 J に 素 盞 嗚 命の r 八 

拳 鬚 胸 前に 至 る ま で 云 々』 と あるに 依 り て 其 の 多毛なる こと を 認 

め、 又 た大國 主命の 子の 阿遲 須 祀高 日子 命の r 御 須 髮 A 提生 ふる 迄 

喪 夜 哭 き まして 辭通は や 云 々』 と あるに 依り て 其 の 多 毛 な るが 上 

に、 言 語 の 不通な りし こと を 認 め、 天 孫 民族と は 全く 別 系の 異種 族即 

ち 蝦夷 系の ものと 看 倣す ので ある 其 他、 素 盞鳴 命の 高 天 原に 於 て 罪 

を 犯せし 時、 千 座の 澄 5. の 刑 を 科せら れ、 爪 を援き 髮を拔 き て 其の 罪 

を 贖 は しめられ たとい ふ 傳說の 如き も、 蝦 夷の 刑罰に 酷似して ゐる 


處 か ら、 出 雲 民族 は 何となく 蝦夷 系の ものら しく 思 はれないでも 無 

い、 併 し 這般の 考察 は 私 等の 容易に 與 みする こと 能 はざる 處 である 

想 ふに 古 傳說に 於て 素、 盞鳴命 ゃ大國 主命の 子 阿 遲須祀 高 日子 命の 

『アイヌ』 種族 を髮髴 せし むる が 如き 者の あるの は、 喜 田ぶ 吉氏 の 

論せられ しが 如 く、 出 雲 派の 代表的 人物た る 素 盞鳴命 及び 大國 主命 

が、 當 時 牝陸奧 羽に 住せる 蝦夷 を 征討して 之 を服從 せしめ 之 を 同化 

せしめた る 結 果、 蝦 夷た るが 如き 性格 を附與 せる 古 傅說の 生じた の 

で は ぁ る ま い か、素 鳴 命 が 『高 志』 (越の 國) の 大蛇 を 率 ら げ、， ^ で 

牝隆に 至りて 之 を 略し、 次で 大國 主命が 八十 神 を 亡ぼして 越後に 赴 

き、 沼 河 姬を娶 つたと いふ 傳說は 出 雲 系の 種族の 代表的 人物が 先住 

民族の！ たる 『アイヌ』 を 征討 同化せ しこと を 暗示せ る もので あ 

る、 後世 大國 主命 を 『.fe びす』 神 (夷 神) と稱 する の も、 思 ふに r ァ 

ィヌ J 種族た る r.fe びす J を！^！-服し或は同化して其の主となった 


爲め では 無から う 欺 0 

是 を 要 する に 素 盞 鳴 命、 大 國 主 命 を 中心とせし 出 雲 1^ の 民 族 は， 矢 張 

り 大和民族と 看 傲す ベ きもの で、 出 雲 を根據 として 此處に 勢 力 を 振 

ひ、 韓 國 と 交 通 し て 韓 土の 文化 を 輸入 し、 國 土 を 經營 せし 文化的 民 族 

i 認 めねば な ら ぬ、 而て 此の 出 雲 派の 民族 は 朝鮮 を經て 我國に 移入 

せ し も の で、 古 傳說に 素盡鳴 命が r 妣國捩 之 堅 州 國 J といった 其の 妣 

の 國は卽 ち 母の 国の 韓國を 指せし ことに 徵 しても 之 を 知り 得られ 

る、 く梳民 地に 移住せ る ものが 其の 本國を 指して 母國 とい ふが 如 

く、 矢 張り 母の 國. 即ち 妣國 といった 古代 民族の 心理的 感情 は 今日と 

別に 異 つた 處は無 い、 そ れ に、 素 盞 鳴 命を始 め、 五 十 猛 命 等の 韓國， と 日 

本島と を往來 せる 傳說 や、 又 た 天孫 瓊々 杵 命の 日向に 降臨 せられし 

時 『此地 者 向 韓國ー 一 と宣 ひしとの 傳說に 依りても、 日韓の 同族 的關 

係 を 推知し 得られる， 思 ふに 満蒙の 大隆 より 南下した る 蒙古 民族の 


一部 は 永く 韓！ i に留 りて 韓 民族と なり、 支那の 文化の 成 化 及び 輸入 

によって 早く 其の 文化の 開 發 し、 他 の 一 部 は 更に 進んで 海を航 し、 一 

衣帶 水の：：： 本 a に 上 S して 53 雲 及び 其の 附近の 地方 を 根據と な し 

先住民族 たる 『アイヌ』 の 一部分 を 征討 同化して 先づ 第一に 國土 

を經營 したの が 則ち 出 雲 民族で ある。 

大國 主命が、 其の 經營. せる 國土を 『高天原』 朝廷に 献 する や、 天孫 a 

々件 命の 降臨と なった、 天孫が 何故に 九州 偏陬の 地た る H 向の 商 千 

穂に 降臨せられ たる 乎 は 固より 確かなる 史說 もない が、 想 ふ に、 出 0 

派の 國土 献上に 依て 中國の 方面 は旣に 無事 なれ ど も、 九 州に は 夙に 

先住民族 たる 『倭人 J  (印度支那 族、 印 度ネジ アン 族) の棱 住せる が 

爲 め、 之 を 征討、 \- るの 目的 を 以て 特に 九州の 僻地に 降臨せられ たの 

では ある ま い か 、表 火々 出 見 < ^が、 隼 人の 祖 たる 火 蘭 降 命と 山 幸 海 幸 

のこと で相爭 はれた とい ふ 『日本 紀』 の 古傳說 は、 签し 大和民族と 


先住民族 たる 掌 人 族との 間に 戰鬪 

あって、 火 蘭 降 命が 失敗し 『今より 

いひし は、 つまり 先住民族の 屈服せ 

の 後に なつ て、 隼 人 族の 再 び 勢 力 を 

つたが 爲め、 遂に 神武 天皇に 至り 都 

ので あらう と 想 はれ る、 然 るに 一部 

移住せ し事實 から 推測して、 南洋 方 

し、 大 和 民族の 故鄕 をば 南洋の 島嶼 

此の 如き 考說 は、 大和民族の 風 俗、 慣 

る 粗漏の 見解に 過ぎない 又た 一 步 

器 武力と 拔 群の 政治的 才能と を以 

固なる 國家を 組織した る 顯荖の 事 

潤の 南洋 種族に 非る ことが 明瞭で 
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のあった こと を 暗示す る もので 

以後、 汝の 俳優の 民と ならん J と 

しこと を 語る ものである、 併し 其 

恢復し 凶暴 を 逞 うする やうに な 

を 大和に 遷 さるし ことにな つた 

の學者 中には、 天孫 種族の 九州に 

面より 渡來 せる ものな り， こ 看 傲 

に 求む るが 如き 者 も ある が、 併 し 

習、 言 語 及び 體質を 念 頭に 置か ざ 

を 進めて 大和民族が 優越せ る武 

て 先住民族 を 征服 同化し、 遂に 强 

實を 見ても、 大和民族が 決して 未 

あ る ◦ 


大和民族と 祖先 を 同じ/、 する 滿 お 民族の 中、 最 初に 强 固なる 王國を 

建設せ し 者と して 漢史に 現 はれた るは實 に扶餘 族で あつ た、 彼 等 は 

個人と して は勇悍 なる 武人で あ り、 公 人と して は 統御の 方に 長せ る 

政治家で あつ た、 さ れば 其の 屡々 四隣 を 征服して 威 を 輝か し、 遂 に 支 

那の中 世紀に 至りて 金國を 建設 し、 更 に 近 世紀に 至りて 淸國を 成立 

して 四 億の 漢民族に， 君臨す るに 至った ので あ る、 但 し 彼等 はいつ し 

か 漢民族の 風俗 思想に 感染して 柔 懦に陷 りし 結 果、 其 の國 家の. 瓦解 

破滅 を來 たした ので あるが、 併し 彼等が 化 外の 胡 人と して 该 民族に 

接觸せ ざり し 間 は 勇武 剛健なる 馬上の 雄 者で あ り、 又 た 規律 嚴 霜な 

る 統御 者で あつ た、 而 て 我が 大和民族 は實に 其の 祖を 一 にし 其の 族 

を 同じく せる 扶餘 族が 亞細 S 大陛に 現 はせ し 武力と 政才と をば 最 

も遺慽 なく 日本 島に 示した 者で ある リ 

然 らば 扶餘 族と は 如何なる 稀 族 かと 云 ふに、 今日の 滿 人と 同じ 系統 
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に屬 する もので あつ て、 卽 ち ッング 

ス族は 一 に 牝部蔡 古 族 (ダニ ケ〃 

は 今の 長 ま、 昌 圖、 哈 爾賓か ら 西の方 

麗々 見 ゆる 處の鮮 ^^、鳥 垣、 契 丹 等 も 

稱 せられた もので あ る、 而 て 朝鮮の 

更に 南下して 百 濟王國 を 建てた の 

族は實 に扶餘 族の 更に 海を航 して 

(九) 漢民族 


1 ス Tungus 族 

の 分類に 據る〕 

へ 掛けて 住んで 

亦た ッ ング 1 ス 

牝 部 に 高 句 麗 な 

は 則ち 扶餘 族で 

H 本島に 移住せ 
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で あ る、 ッ ング 1 

と稱 せら れ、 元 來 

ゐた、 支那 史 中に 

族で、 東 胡 族と 總 

る 王國を 建設し 

あ つ て、 我 大和 民 

し 者で あ る。 


H 本人の 血管 內には 支那 民族 

に贵族 社會の 人々 に 漢民族の 

は 吾人の 特に^ 意 す ベ き 處 で 

漢民族の H 本に 渡來 して 大和 


の 血液が 太古 時代よ 

血 液 を 惠 けて ゐ る 者 

あ る ◦ 

民族と 同化した の は 


り 流れて ゐ る、 殊 

のきく 無い こと 

想 ふに 天 H 槍の： 


1 族 を 以て 其の 嚆矢ヒ する 『古事 記』 及び 『口 本 化』 に は 天 n 槍 

を 以て 新羅の 王子と 記る して あるか ら、 韓 民族の やうに 思 はる、 け 

れ ども 『播磨 風土記』 の 記す る 所に 依れば、 天 nn 撿の我 國に歸 化し 

た の は、 神 代 (大 國 主命の 時代) であるか ら、 當 時に 於て は 未だ 韓 固に 

新羅と い へる が 如き 分 固の あるべき 箬は 無 く、 而 て 新羅 は秦韓 より 

起った 者で あつ て、 秦 韓は 則ち 漢民族で あ、 る 故、 天 日检を 新羅の 王子 

^して も、 其 の 種族 は 漢民族と 認 む ベ き もので あ る、 而 て 天日 檜の 後 

裔 は、 但 馬 諸 助、 但 馬 H 楷 行、 淸 彥、 田 道 間 守 等の 家 系 と な り、 神 功 皇后 は 

實に 此の 血液 を 一票 けられた る 御 方で あ る、 他、 天 日 槍の 後裔と して 

世に 傳 へらる.^ 者に は 『新撰 姓氏 錄』 に 依る に、 畿內に 住みし 橘 守 

三 宅 連、 絲井造 等が あり、 又た r 筑 前古 風土記』 に 依れば、 怙土縣 主 五 

十迹牛 等が ある。 

秦の徐 福が 始 皇帝の 命 を 奉じ、 不死の 靈藥 を蓬萊 州に 求むべく、 男女 
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三 千 人 を 率 ひて 海外に 航 したと い 

見 ゆる 處で あるが、 徐 福が 蓬 萊の神 

の 誅を畏 る k の餘 り、 遂 に 我国に 歸 

に 載って ないか ら、 其 の 異 否 を 明か 

漢 書 の r 義 楚 六 帖 J に は 明らかに 

して 『闩 本 國亦名 倭 固、 東 海 中、 秦 徐 

ど あ る、 而 て 『後 漢 書 J に 狳 福 の 止 

して あるが r 隋 書 J に は 此の 夷 州 

王國 J と 看 倣して ゐ る、 思 ふに 徐福 

り 確實で 無い が、 併し 推 古 天皇の 御 

部落が あって r 秦王國 J と 呼ば は 

時代より 漢民族た る秦 人の 我國に 

秦 人の 始めて 大擧 して 我 國に歸 化 


き 

ふ 事 は r 史 記』 の 如き 正史に も 

仙 を 求む る こと を 得 、ず し て 皇 帝 

化した と 云 ふ 傳說に 就て は 正史 

にす る こと は出來 ない けれども 

徐 福の 日本に 歸 化せし こと を 記 

福 將五百 童 男 五 ぼ 童 女 止 此國 也』 

二  一 二 1 

ま り た る 塌 處 を ば 夷 州、 澶 州 、 こ 記 

を 以 て 筑紫國 の 東方に あ る 『秦 

の 日本に 歸 化した か 否か は 固よ 

宇 に 於 て、 九 州より 柬 部に 秦 人の 

つて ゐ たこと を 思へ ば、 旣 に 上古 

移住 歸 化した こと は 明白で ある 

したの は 實に應 神 天皇の 十四 年 


であって， 秦の始 皇帝の 後裔と 傳 へらる、 弓 月 君が 百 二十 七 縣の入 

夫 を 額して H 本に 渡來歸 化し た、 此 の 子孫 は 谷地に 分散して 養 鴛訪 

織の 業に 從 事し、 其の 姓 を秦と 呼んだ、 签し 『はた』 は 機 織の 業務に 

因りて 起った 姓で ある が、 之 に r 秦』 の 漢字 を あてた の は、 言 ふ 迄 も 

なく 支那 秦 朝の 遺 民た る こと を 言 ひ 現 はした ものである、 爾 來、 秦 氏 

の 子孫 は大 に增殖 し、 旣に欽 明 天皇の 朝に は 其の tr; 數七千 五十 餘戶 

を算 する に 至 り、 後 內、 柬 海、 東 山、 牝 陸、 山 陽 等に 蔓延した が 中に も 、幾 內 

の牝部 山城の 地方 は 其の 根據 地であった が、 而て秦 氏の 豪 富な りし 

こと は 史上に 明記す る處 であ り、 又 た 貴紳と 婚を 通じて 自家の 勢力 

を 固めた こと も顯 著なる 事實で ある、 此 の 如くに して 漢民族の 血液 

は 大和民族 中の 上流 社會の 人々 にも 流入した 0 

秦 人に 引き 續 きて 我國に 移住 歸 化せし 漢民族 は、 漢の靈 帝の 後裔と 

傅 へらる 、阿知 主の 一 族で ある、 應神 天皇 二十 七 年に 十七 縣の 人夫 


を 率いて 歸化 し、. K 和 國の高 市 郡に 住んで， Q た、 爾 來 其の 子孫 も大に 

0 殖 し て 居 地狹隘 となった ので 諳 II に 分 置 せらる k こと k なった 

其の 後裔の 中には 吾 國の歷 史上に 有名なる 英雄の 一 人が 現 はれた 

それ は阪 上田 村 麿で あ る、 阪 上 氏の 外に は、 山 口、 平 田、 佐 田、 楼 井、 献 火 氏 

等が あって、 いづれ も 早くから 大和民族に 同化せ し 漢民族 阿知 使 主 

の 後裔で ある。 

阿知 使 主に 次で、 日本に 來朝歸 化せし 漢人 は 甚だ 多 く、 雄 略 天皇の 代 

に、 魏 の 文 帝の 血統 を 禀 けたる 安 貴公が 歸化 し、 其 の 後裔なる 高向玄 

理は 史上に 明記す るが 如く、 大 化の 新政に 多大の 功勞 ありし 政治家 

であつ た、 又 た 推 古 天皇の 朝に は 隋の揚 帝の 裔 なる 楊 侯 忌寸等 の 歸 

化する 等、 支 那 との 交通の 發 達する に 伴 ふ て、 漢 民族の 移住 歸 化する 

者 も 次第に 多くな つた。 

以上 說 くが 如 く、 上古 時代より 漢人の 隆續 移住 同化して 大陸の 文朋 


を 我國に 輸入 し、 文 化の 發達を 促した こと は 固より 呶々 する 迄 もな 

いこ どで ある が、 其 の 移住 歸 化せし 漢 尺の 数の 甚だ 多 かりし こと は 

旣に雄 略 天皇の 朝に 於て 諸 固に 散布せ る秦 人の 數の 一 萬 八 千餘人 

に 達 し、 欽 明 天皇の 朝に 於て 其の 芦口 總數の 七 千 五十 三 11^ に 達した 

とい ふ 事 實に徵 しても 其の 一 班 を 知り 得られる、 又た 推 古 天皇の 時 

代に は筑 紫より 東方の 國 (中 國邊) に 漢人の 一 大部 落が あって 

r 秦王國 J と稱 せられて ゐた とい ふこと から 考 へて みて も、 山 陰 山 

陽 中に は、 漢 人の 殖民 地と も認 むべ き處 があって 一 國を なして ゐた 

ことが 明らかで ある、 されば 日本人と 雖、 其 の 先祖に 浙れば 支那 民族 

の 後裔に 屬 する 者 も 甚だ 多 い、 這 般の 見地よ. 0 い へ ば、 日本人と 支那 

人と は 殆ど 血肉で あ る、 殊 に 我 國の贵 族 間に は 夙に 漢人の 血液 を 泥 

じて ゐ る、 朝 廷は 申す も畏 し、 月 鄕 武門の 中に も 支那 系統の 者 は 決し 

て 5^  くない、 中國 の大內 氏の 如き、 薩 摩の 島津 氏の 如 き、 其 の 遠祖 を尋 

九 1 二 


ぬ れ ば 朝鮮 

此の 如く 漢 

文化の 上の 

推知す る に 

事 を 掌り しもの は 悉く 漢人 及び 其 

中には 漢人の 傳說に 類す る 者 か 多 

も尠く 無い、 例 之ば 伊弊册 命の 兩眼 

へ る 我國の 神話 は 支那 太古の 神話 

しとい へる に 類し、 又た 蛭 子が 生れ 

なかった の で、 之 を 舟に 入れて 海に 

經れば 冷水 を 得て 活 くと いふ 漢土 

弊諾 命の 黃泉. に 赴きて 惡 鬼に 逐は 

之 を 退去せ しめたと 云へ る傳說 は、 


管 に 

之 を 

の 子孫で あつたか- ら、 我 國 の傳說 

く 或は 其の 變 形と 看 倣すべき 者 

より 日の 神、 月 の 神の 生れた とい 

たる 磐 古 氏の 雨 眼が 日月に なり 

て 三歲の 後に なっても 脚の た k 

流した とい ふ 神話 は、 水 蛭 三年 を 

の傳 說の變 形と 認 む ベ く、 又 た 伊 

れ た 時、 桃 の實を 取りて 鬼に 擲ち 

-祧を 以て 疫鬼 を攘ひ 得る ものと 


九 四 

半島 を經て 日本に 移住せ し 漢民族で ある。 

人が 上古 時代より 隆續 我國に 移住 歸 化せし が 爲 め- 

みならす 思想 上に も 多大の 影響を及ぼし たこと は 

難くない、 殊に 我國の 上古に 於て 史官に 住せられ 文 


せる 漢人の 傳說 を附會 した ものら し い， 其 他， 牛 を 殺して 祌を 祭る 漠 

人の 風 が、 皇 極 天皇の 世に 行 は れ、 更 に 降って 桓 武 天皇の 世に も 一 

時 大に行 はれし が 如 き、 亦 た 以て 瀵 人の 傳 說、 思想、 風 習が 曰 本 民族、 に 

難から ざる 影響 を與へ た.^ し 一 班 を 知る ことが 出来る。 ， 

漢民族 は. 人種 學 上より 觀 るに、，^ 長は槪 して 高 く 、顔 形 は 長 く、 頭 形 は 

中 頭であって、 顔面 及び 身體諸 部に 毛 髮の少 い 人稱で あ る、 而 て漢民 

族の 發祥 地、 搖 籃地 とも 云 ふべき 處 は、 黄 河の 下流 一 帶 の 地であって 

彼等 は 支那 大陸の 西部 地方より 黃 河の 沿岸に 沿 ふて 移住 し、 游 牧 民 

族より 次第に 耕作の 民族と なった もので あ る、 恐 く は、 彼 等 は ^ 山 

の 方面から 柬 方に 向 ひ、 黄河 の 沿邊に 接近せ る 今 n の 陝 西お、 山 束お 

河南 省 中の 個 處に來 つた もので あら う、 今 を 去る こと 凡そ 五 千年 前 

彼等 は 黄河の 沿岸に 據 りて 中 夏と 稱し、 四 圓の異 民族 を 征服して 其 

の 勢力 を增 加し、 支那の 文明 を 開發し た、 11 1 皇五 帝の 時代に 於て は 多 
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くは资 河の 沿岸に 都 を 置 き，. こ とに 河^に 都した こ と が 多 かつ た， そ 

れ から 次第に 東方に も 翁が り、 南 方に も 進ん： U もので あ る。 

漢民族が 日本と 交通す るに  ー^^; つたの は 恐 く は 戰國時 の 末葉から 

始まったら しい、 それ は漢 書 の 記事に 徵 する に倭國 と 燕 國 との 關 

ありし ことが 認めら る V からで あ る、 燕國は 戰國 時代に 於け る諳王 

國 中、 最 も 强 固と 群せられ たもの で、 此 時 代 にて は遼 東 か ら 遙 かに 朝 

鮮の 半分まで も 領有し \」 ゐ た、 而 て倭國 は 則 ち 『倭 人 J の 住める 九 

州の 地であって、 思 ふに 倭人から 燕 に 向って 交 通 を 始めた もので あ 

ら う、 併 し 支那と 倭國 との 交通 狀 態が 明白と なって きたの は 前漢時 

代に 於て 武 帝が 朝鮮 を 征服し 之 を群縣 にしてから 後の こ， とで、 此の 

時代に は 倭 國は百 餘國に 分かれて ゐ たと 云 ふか ら、 當 時 倭人の 部 落 

は 百餘に 分か れ、 各 自部サ 俗 的の 生活 を 營 んでゐ たこと が 推 知 し 得 ら 

^^^^^^部 に 於 て 前漠 時代の 型式と 認 むべき 古 鏡 及び 銅劍 


等の 發 見せら る こと 

漢人と 交通せ しこと を 

漢時代の もの と 看 倣す 

も往々 發 見せられ るの 

より 日本 內地 にも 進入 

鮮を經 由して 九州に 入 

內、 四 國 等に 入った ので 

れる 長い 年月の 間引き 

州 島に 部落 的 生活 を營 

一 したる 國家を 形成せ 

く にして 大隆の 文化に 

を 組織した る 一 倭國の 

倭奴國 王の 印綬 を 受け 


尠 くないの は、 前 漢時代 

明確に 立證 する もので 

べき 古 鏡 及び 銅劍 が.、 畿 

を 見る ^、漢 民族の 文化 

せし こどが 判 か る、 思 ふ 

り、 更 に 九州 北部より 瀨 

あ ら う、 蓥 し戰國 時代の 

續ぃ て 我國に 進入せ る 

める倭人に^^からざる 

しむ ベ き 機運に 向 はせ 

接觸 し、 文化の 開發 して 

國主 は、 後漢の 1 初期なる 


の 頃より 九州 土人が 一 

あ る、 さ り 乍ら、 又 た 前； 

內、 中國、 四國 等に 於 て j 

は 旣に前 漢時代の 頃 一 

に 漢民族の 文化 は 朝 一 

一 

tr^ 內海 を 經 て 中 國、 後一 

末よ， 0 前 漢時代に 互； 

支那の 文化 は 先 づ九ー 

影響 を與 へ 次第に 統一 

たに 相違ない、 此の 如 一 

獨 立的統 一 的の 國家ー 

光武帝の 代に 至つ て； 
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钱瀵 以來、 瀵人ヒ 倭人との 交通 は 盛んに 行 はれた 『魏 志』 倭人 傅に： 

『倭 人、 在 帶方柬 南 大海 之 中、 依 山 島爲國 邑、 舊 百 餘 國、 漢 時、 有 朝 見 者、 今" 

二  I  ニー  ニー  一  二  1 

使 譯所通 三十 國』 と あり 『後 漢書』 東夷 傳には r 建武 中元 二 年、 倭 一 

奴 國奉貢 朝賀、 使 人 自稱大 夫、 光武 賜以 印綬 J と 見，^ 又た 「魏 志』 驗 

.  二 1  二  メー 

人 傅に 『景初 二 年 六 H: 、倭 女王 遣 大夫難 外米 等、 詣郡、 求詣 天子 朝献、 一 

I レ 下 二 1 上 j 

(中略) 詔書 報 倭 女王 回、 今 以汝爲 親魏倭 王、 假 金印 紫綬』 と あり、 一 

二  1  レニ  二  一  ； 

『正 始 元 年、 大 守 弓 遵、 遣 建 中、 校尉梯 ま 等、 奉 詔 書 印 緩、 詣 倭 國、 倭 王 因 使 一 

二  1 二 1  レノ 

上 表、 答 謝 恩 詔 云 々』 ^ある、 此の 如く 彼我の 交 通 頻繁で あつたか 、b 

此の 時代に 於け る漢 製の 鏡鑑 は 我國に 輸入せられ、 又た 玉石 器の 類 一 

も 輸入せられ て、 日本 民族の 文化 生活 を 向上せ しめ た、 而 て 應神天 皇ー 

の 代に 至. -、 秦の遺 民た る 弓 月 君が 百 二十 七縣の 人夫 を i 叫 有して 我 一 

國に歸 化 し、 次 で 漢の靈 帝の 裔 なり ビぃ へ る 阿知 使 主が 十七 縣 のん 一 

夫 を 率 ひて 移住して より 我 國の內 地に は 養 簾 紡織の 道 を 始め、 文藝： 


史學の 大に發 達して 我國の 文明 を 著る しく 堦進 せしめた。 

是を 要するに 日本 民族の 血管 中に 漢民族の 血液の 流れて 居る のみ 

なら や、 其の 文化の 開 發進步 も 主 として 漢 K 族に 負ふ處 頗る 大 なる 

こど を 銘記せ ねばならぬ 0 

(十) 漢 族 

漢民族が 日本に 移住 歸 化して 大和民族に 同化し、 今日の 日本 入 ど 血 

肉の 關係 をな した こど は旣 に 前述の 如くで ある が、 又 た 支那 南方の 

異 民族た る 苗 族 も 日本に 入り 來 りて 日本 民族の 一要素 どなった。 

太. 古 時代の 支那 南部に は 一 種の 蠻族 があった ま 史に南 蠻と稱 する 

ものが 即ち 之れ である、 彼等 は 印度支那 族であって、 之 を史學 上より 

見れば 印度の 先住民族 であ る、 巷し アリア ン 種族 に驅逐 せられ 或は 

印度の 酷熱 を 厭 ひて 海上より 馬來 半島 をめ ぐり、 支那 南部に 來 つた 
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も^である 周 時代の め 頃まで は 揚子江 以南に 棲 住 し、 荆 蠻 な ど 、 

稱 せられて ゐ た、 今 n の 南 支那 は 有史 以前から 印度支那と 連續 して 

其の 人種 は 所謂 三 苗 種族で ある、 舜の 時代に 至て 漢民族より 征討せ 

られて 次第に 其の 獨立を 失った が、 然るに 周 代に 至ても 尙ほ 荆蠻な 

る 名の 下に 其の 存在 を 認めら れ、 春 秋の 一 初め、 楚 國を與 して 漢民族た 

る 秦ど覇 を (矛 ふに 至つ た、 而 て 吳も越 も 亦た 印度支那 種族た る 苗 族 

の 系統で ある、 漢史に 倭人の 風俗 を 記して 『朱 儋崖 耳』 に 類せ る こ 

と を 記して あるが (r 魏 志』 倭人 傳) 其の 朱 崖儋耳 と 稱 する は吳及 

び 越の 地 を 指した ものである、 而て吳 越 は 即ち 苗. 族の 系統で あるか 

ら、 從 つて 日本 先住民族の 一 たる 倭人に、 苗 族 系の 血液 を禀 けたる 者 

のあった こど は 容易に 推知し 得られる ので ある。 

今日に 於ても 苗 族 は 貴 川 省 を 中心として 其の 附近の 各地 方に 分布 

して ゐる、 上古 時代に 於て は 吳、 越、 楚 の 王國を 建設して 男 悼の 戰士な 


ケし 彼等 も 今では 境遇の 感化に よ ひて 温順なる 種族に 化した 彼等 

の 人種 學的徵 候 は 身長 低く して 平均 一 五 五 仙 迷 許に 過ぎない 頭 形 

は亞廣 頭で あ b 、驅 幹の 割合に 下肢 は 短い、 頭髮は 多く 密生して 漆黑 

色を呈 して ゐる が、 鬚 鬓は少 い 方で 顔形 は圓 /、、盾 毛 は 濃厚であって 

其 尾 端 は 殊に 太く して 下って ゐる のが 其の 特徵 である o 

日本に 入り 來 つた 苗 族 は 有史 以前の 時代より 汎く內 地に 分布して 

ゐ たもの らしい、 それ は 苗 族の 製造に 係る 銅 鼓と 其の 意匠 模様 を殆 

ど 同じ，、 する 銅鐸が 太古 時代より 今 曰に 互つ て 我 國の諸 地方の 土 

中より 發堀 せらる k からで あ る、 銅 鼓は獨 逸の 學 者へ ー ゲ〃 の 特に 

精細なる 研究 をな し 又た 我國 にて は 鳥居 氏の 綿密に 調査 せられし 

南 支那の 產物 であつ て 日本の 各地に 發掘 せらる k 銅 It は 之と 甚： U 

類似せ る 點が尠 く 無い、 即ち 雨 者 共に 禍紋も あ り、 幾 何 學的線 條もぁ 

に 又 た 銅鐸に 刻 せらる、 鳥が 銅 鼓の 水鳥に 酷似せ る こと や 人 物 の 

1〇1 
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枰を もって 臼 をつ いて. Q る圖 や、 船 の 形の 模様な ども 亦た 殆ど 符を 

合せる 如くで ある、 されに：：：： 本の 銅鐸が 印度支那 族 系た る 南 支那の 

一 民族 苗 族の 銅 鼓と 必然の 關係を 有せる こと は 殆ど 疑が 無い、 但し 

喜 田^ 吉氏は 日本の 銅 鋒 を 以て 我國に 移住せ し 漢民族た る秦 人の 

遺 物 な りと 唱 へられて ゐる、 其說に 依れば 銅 鋒 は先秦 時代に 於け る 

銅 鐘の 系統に 屬 する もので あ り、 又 た 一 面に 於て 我國に 移住せ し秦 

人： 畿內を 中心とせる 諸 地方に 多く 蕃殖した とい ふ史 實に徵 し、 飼  1 

鐸の近 江、 大 和、 播 磨、 三 河、 遠 江、 伊 豆 等 を 始め. 5 陽四國 にも 發堀 せらる 

、 こ と、 而 て 石器時代の 遺跡 や 古墳時代の 遺物 中に 之を發 見せざる 

等の 事實 をも虐 酌し て、 秦 人の 遺物と 推定せられ たので あ る、 併 し 前 

記の 如、 銅鐸の 意匠 模檨 等が 苗 族の 製作に 成れる 銅 鼓に 酷似す る 

こと は 喜 田 氏の 說 に.： 凝 切る もので、 どうしても 鳥居 氏の 銅 鼓 系統 說 

め 方が 論據の 確かな やうで ある、 尙ほ 叉た 久米 邦武 の說に るに 


苗 族 も 亦た 文字 を 有し、：：： 本に 肥 人 書と いふ 神代文字 は 苗 族の ％ 字 

に 酷似す る 音， 聲 文字で あつ て、 今 に 用 ひる 假名の ッ、 の へ の 三文 字 は 

其の 遺物で あると 云 ふこと であ る、 鬼 に 角 苗 族の 我國に 入り 来った 

こと は 少しも 疑がない が、 併しい つ 頃 南 支那から 日本に 來 たかと い 

ふこと は 固よ. 0 明かで 無い、 され ど、 彼等が 日本の 內 地に 分布した こ 

と は 前記の 如く 諸 地方より 銅 鼓 系統と 認 むべき 銅鐸の 發 見せら る 

、ことに 徵 しても 明かで ある。 

抑々 銅鐸と い へ る 古器 は 銅製の 薄い 小さな 釣鐘 檨の 器物であって 

其の上 端に 馬蹄 鐡 形の 取り手が つ いて ある、 これが 始めて 地中から 

發 堀せられ たの は天智 天皇の 時代で 近江國 より 發堀 せら れ、 次 で、 元 

明 天皇の 恒銅 時代に は 大和 國 より 出で た 爾來、 播磨、 參 河、 遠 江、 伊 豆 を 

始 め、 四 國、 .3 陽 中に も發 堀せられ た、 而 て 特に 注 意 す ベ き は、 石 器 時代 

の 遺物 や 古墳時代の 遺物 中には 之 を 見當ら なぃ審 であ る、 そ れ 故、. 1  リ 

1 〇 ミ 


1〇^ 

古學者 一 般に信 せらる、 處に 依れば 此の 古器 は决 して 日本人 固有 

の遗 物で なく、 必ゃゃ 文化 を 異にする 一 種の 外來 民族が 吾國 古代に 

移住して 之 を殘留 した も のに 違 ひない とのこと で、 鳥 居 氏の 所說に 

は、 銅 鐸の 輪廓に 描かれ て ある 圖樣を 見る に r 長い 杵と臼 で 穀 物 を 

ついて 居 り、 又 た 大き な 弓 を つ が へ て 動 物 を 射 た り、 又 た、 多 數 Q 人の 

乘 つた 舟が あ り、 其 人 等に 麻織りの 無 釉の裙 の 短い 半 體衣を 着て ゐ 

る J 而て 此の 如き 圖樣は 古代の 南支 那 (楊 子 江 E:^ 南) よ り 遺 物-として 

發堀 せらる.^ 銅 鼓に ある 圖樣と 一 致して ゐ るか ら、 恐 く は 銅鐸 も 南 

支那に 於け る 印度支那 族の 手に 成った もので あ り、 而 し て 其 の 種 族 

は 苗 族で あつ て、 古 代 日本に 渡來 して 殘 して 置いた のが 卽ち 銅鐸で 

あ らうと 云 ふの で あ る、 之 に對 して は 前 記 の ，^  く 喜 0 氏の 秦人 遺物 

說も あるが、 併し 鳥居 氏の 『銅 鼓考 J 及び r 苗 族 調査報告 J 等に 就 

て、 銅鐸に 關 する 記事に 對 照して みる と、 鳥 居 氏の 說の 方が 論 據の確 


實 である やうに 思 はれ る、 沼 田 頼 輔氏も 亦た 苗 族の 遺物なる ベ きこ 

と を 論せられ た、 銅 鐸 の圈樣 は、 明 かに 揚子江 以南の 地から 出る 銅 鼓 

の それに 一 致して 居 り、 從 つて 銅鐸が 南 支那に 古くから 在住せ る 印 

度 支那 族た る 苗 族の 手に 成った ものら しいとの 推定 は 莾し眞 に 近 

き 見解と 認めねば ならぬ 0 

苗 族の 血液が 今に 粒 ほ 日本人の 血管 內を 流れて ゐる こと は、 日 本 人 

に 短 身 者の 尠 からざる， 事實が 之を證 明して ゐる、 前旣に 述べ た 通り 

苗 族 は 身長の 低い 種族で あ る、 そ れに 眉毛が 濃厚で あつ て、 其 の 尾 端 

が 太く 且つ 下がって ゐる こと は 其の 人種的 特徵 である が、 我 n 本人 

中に も 這 般の徵 候 を 具備して ゐる 者が 决 して 珍ら しく 無い、 但し 身 

長の 低い 日本人が 必ゃ しも 悉く 苗 族の 血液 を蔡 けて ゐ ると 云 ふの 

で は 無 い、 旣 に 記述して 置いた 如 く、 ネ グリト ー に腦係 あ-る 者 も あら 
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是を 要するに 日本人の 血管 內に は牝 支那 種族た る 漢人の 血液と、 南 

支那 種族た る 苗 族の 血液と が 共に 流れて ゐ るので、 日ボ 人と 支那 人 

と は實に 骨肉 聽係を 有って ゐ るので ある、 されば 日本人の 血液 は 或 

部分まで は 支那 人の 血液た る こと を 思 はねば ならない、 然るに 今日 

に 於て は 日本人 は 支那 人を輕 侮し 支那 人 は 日本人 を 排斥して 犬ナ ぼ 

啻 ならざる が 如き 狀態 にある、 苟 くも 上古 時代 以來、 支那 人の 血液が 

日 さ 人の 體內に 流れて ゐる こと を 思 は,.、 此點 から 見ても 日 支 親善 

の 道を講 やる の 要が ある。 

(十一) 韓 民 族 

日本 民族と 韓 民族との 濃厚なる 血液 的 關係を 有って ゐる こと は 古 

代より 知られて ゐる處 で、 北 畠 親 房の 著に 成れ る 『神 皇 正 統 記 J 中 に も 

『昔 は 日本 は 三韓と 同種な りと いふ 事の ありし、 彼の 桓武の 御代： 


燒け 捨てられ しなり 云々』 と 見 >H 又 た 朝鮮に 於ても 同 機の 說ぁケ 

しこと は r 續 日本 紀』 に 依れ ば、 高 魔王の 朝廷に 奉りし 文の 中に、 

『族 是 兄 弟、 義 則 君臣』 といへ る 句の あ、 りしに 徵 しても 明かで ある 

之を體 質、， 語、 及 び 風俗 上より 見て も、 日 本人と 韓人の 同種なる こと 

は 疑が 無い、 荻 野 由 之 氏 は 韓人の 風俗 を 見て、 我國の 平安朝 時代の 風 

俗に 類似す る ものく 多き こと を 示 摘せられ た が、 言 語に 於ても 日韓 

雨 語に 相 類似す る 者 多 く、 兩 語 共、. に クラ ル ァ タイツ ク 系に 属する 

こと は 夙に 言 語 學 者の 論定せ し 處 で あ る、 又 た體 質に 於て は、 韓 A は 

身長の 割合に 高く、 頭 形 は槪し て 亞廣頭 (生體 指数 八 二、 三) で あり、 鬚. 辑 

及び 體毛は 一般に 少ぃ、 日本人 は 身長 槪 して 低 く、 體 毛 及び 鬚辑に 富 

める 者 も 多い 點に於 て、 多 少 韓人と 異 つて ゐる處 も あるが、 併し n 本 

民族に は 『アイヌ J の 血液の 混合せ る もの 尠か らす、 又た 印度 支 那 

：!^ 印度 ネジ ァ ン 族の 血液 を稟 けたる もの も尠 くない 故、 毛 髮 及び 身 
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長の 點に 於て 韓人と 相違せ る處の あるの も 決して 依し むに 足らぬ 0 

抑々 韓國は 三韓と いって 元来 は 辰 韓、 辨 韓、 馬 韓に分 れ、 其 後、 そ れが新 

羅、 百 濟、 高 魔の 三國と な つ て 朝鮮半島 を 分頜し た、 而 て 其の 區域は 高 

麗 は r^l 西方に ありて 1^ 壤 以西 を 領 し、 新 羅 は 東南 に 在りて 今日の 慶 

尙 道の 慶州を 都と な し、 日 本 L」 對 岸の 地に 居 り、 百 濟は 中程に ありて 

漢城 近傍から 其の 東南 を 占めて， Q た、 而 て 新 羅、 高 魔、 百 濟 共に 同種の 

扶餘 族で あつ て、 即 ち滿 州から 南 1^ せし 扶餘 族の 一部 は、 朝 鮮の牝 部 

に 高 麗 國 を 建 設 し、： g の 一 部 は 更に 南方に 進んで 百 濟國を 建て た、 新 

羅に 至て は瀵書 r 北史 J の 所說に 依れば、 百濟の 王が 海より 遣れて 

新羅に 入，. M し 其の 國の 王と なった ものである が、 併 し 新羅 は 之より 

前に 辰韓 或は 秦韓と 呼ばれて ゐた國 の 一 部 で、 辰 韓 には瀵 民族た る 

秦 人の 移住した ものが 多 かつ た、 そ れは r 魏 志 J に r 辰韓在 馬韓之 

東、， 共 耆老世 自首、 古 之 人避秦 役、 來 適韓國 (中略) 今 有名 之 爲秦韓 者』 と 

,  - 1 一 1 1  下 レニ 1 上 


あるに 徵 して 明かで ある が， 新 羅は實 に辰韓 十二 國 中の I なる 新羅 

國 かノら 起った ものに 外ならぬ、 それ 故、 新 羅 は：^ の 高 麗、 百 濟と 同樣に 

満州から 南下せ し扶餘 族で は あるが、 韓 民族が 之に 混合して ゐ た。 

日本 民族 も旣に 論せ しが 如 く、 満 蒙 地方より 起り たる 種族で あつ て 

韓國を 建設せ し扶餘 族と 同種で あ る、 加 之、 上 古 時代より 日本 民族と 

韓 民族との 相往來 せ. しこと は 史上 顯 著なる 事實 であつ て、 素 盡嗚命 

五十猛 命が 朝鮮に 往来し、 天孫 瓊々 杵 命が 韓國に 交通す るに 便なる 

吾 多の 地に 奠都したり どい へ る 古 傳說も あ り、 又 た韓 民族より は 吾 

國に 渡來歸 化せし 者 甚だ 多く  r 新選 姓氏 錄 J に 記す る處に 依れば 

韓國 より 歸 化して 日本人と なりたる 幾內の 名家の 數は實 に 百 九十 

四 家に 達して ゐ る、 此 の 如く  H 韓兩 民族 は 其の 祖先に 於て 全く 同種 

なる のみなら ャ、 有 史 時代 以後に 於ても 彼我 相 交通して 其の. g 液 的 

關係は 益々 濃厚と なつ た、 殊 に 信 濃國の 如き は 一 時 韓人の 子孫に て 

】0 九 
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充 たされた ことがあった 位 で、 篠 井、 村 上、 御 井 笠の 如き、 いづれ も 韓人 一 

系 で あ る、 而 て 韓人の 中に も 我 國に歸 化せる もの 、最も 多 かりし は 一 

百濟 人で あつ て、 今 H 猶ほ 世に 殘れる 百 濟 村、 百 濟鄕の 如き 地名 は、 往ー 

昔百濟 人の 住みし 處 である、 又た 日本人に して 往昔 韓國に 移住 歸化ー 

せし 者 も 可な り 多 /、、其 中には 韓國の 官吏と なり 或は 奴婢と なった 一 

者 も あつ た、 史 家の 說に 依れば 慶尙道 一 道の み にても 一 時歸化 日本 

人の 數はニ 千に 達した とい ふ。 

韓國の 古俗が 日本の 古俗に 類似せ る こ ヒは顯 著なる 事實 であって 

r 後 漢書』 東夷 傳に 於る 所說 等に 徵 す る に、 死 者 あれ ば 舊 宅 を 棄 て 一 

\ 新居 を 造る の 風 ありし が 如き は 恰も 我國の 古代に 於け る 奧津棄 一 

in, の 俗に 類似して ゐ る、 又 た 馬韓に 於て は、 常 に 五月 を 以て 田植 をな 一 

し、 鬼 祌を 祭りて 晝夜宴 舞 し、 十 月 農 功 を 終る が 如き 風 は、 我 國の 田植ー 

貺、 新甞祭 等に 似て ゐる、 又た 大木 を 建て、 鈴 鼓 を 之に 懸け 鬼神に 事 一 


ふるが 如き 風 は 神前に 眞榊を 用 

各邑各 一 人を以 て 神 を 祭 る を 主 

我 國の諸 地に 於て 產 土神 を 祭る 

俗の 相 類似せ る こと も 亦た H 韓 

示す ものである 0 

抑々 朝鮮の 起源 は 頗る 古 る， い こ 

箕 子が 韓國に 入.^ て國を 建設し 

牝 半 と、 遼 東の 一 部と に 過ぎな か 

る衛滿 氏の ために U ぼされ て衛 

太古より 支那、 民族の 移住して 且 

漢の武 帝の 時代に 至り 朝鮮 は漢 

入って よ り、 支 那 人の 移住す る 者 

亚：： の 初にな つ て、 支那の 國 力の 漸 


ひで 神を拜 する に 類 し、 又 た 諳國の 

らしめ 號 して 天 君と い ふが 如き は 

の 俗に 類して ゐ る、 此 の 如く 其. の 風 

附 民族が 其の 祖を同 ふす る こと を 

とで 支那の 周の 時代の 初めに， 段の 

た、 併し 箕 子の 據 つた 地面 は 韓國の 

つ た、 箕 子の 朝鮮 が、 矢 張り 支那 人な 

氏の 朝鮮し」 なつ た、 此 の 如く 朝鮮 は 

つ 其の 統治者と なった ので あるが 

のために 亡ぼされて 支那の 版圖に 

も 多くな つ た、 然 るに 三 國の末 か ら 

次衰へ てよ り、 滿 州 方面に 住める ッ 
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ン ヅ ー ス族 たる 扶餘 族が 韓國の 北部に 進入して 先 づ鴨綠 江の 地に 

王 國 を 建 て た、 高 麗 が 即 ち 是れ であ る、 而 て 其の 一 派 は 更に 南 下 し て 

百 濟國を 建て た、 即 ち 馬 族の 中の 一 國 で あ る、 新 羅 は 秦 韓 中の ー國 よ 

り 起った もので 『北 史』 の 記す る處に 依れば 新羅の 王 は 元と 百濟 

人 で あ つ て、 海 よ り 遁 れて新 族に 入り 王と なった ビ あ る か ら、 新 羅 も 

他 の 高 麗 及び 百濟同 機に 扶 餘 族 で あ る、 ml し 新羅の 古 固た る秦羅 は 

太古 時代より 支那 民族の 住居 し、 古 傳 說 に、 秦 の 役 を 避 けて 遁れ き た 

秦 人と あるか ら、 支 那 民族の 分布の 甚だ 多かった こと は 容易に 推知 

し 得られる の で あ る。 

以上 說 くが 如く 韓 民族 は 支那から 渡來 せし 漢種 食、 滿州 方面よ，. 進 

入せ し扶餘 族と を主體 として 混成せられ たる 種族で あ る、 而 て 我 が 

大和民族 も 亦た 扶餘 族より 起った ものである こと は 前旣に 述べ て 

置いた 通りで ある。 


(十一 一) 總 括 

以上 說き 去り 說き來 つた 處を綜 括す ると 次の 如くで ある 0 

我 n: 本島に は 有史 時代 以前より 『アイヌ』 族と 所謂 彌生式 種族と 

が 先住して ゐた 『アイヌ』 は卽ち 蝦夷であって、 有史 以前に は 南 は 

琉 球より 北 は 奥 羽に. 至る 迄汎く 分布せ し 種族で ある が、 唯 だ 北 九州 

だけに は 住んで ゐ なかったら しい、 それ は 今に 至る も 北 九州に は， 

『アイヌ』 の 遺物 遺蹟と 認 むべき ものが 發 見せられ ないから であ 

る、 而て 此の 『アイヌ」 種族 は 恐く は 太平洋 諸島から 海を航 して 北 

進して 日本 島に 移入した ものら し く、 其 の最, 初の 上隆 地は琉 球、 南 九 

州で あつ た、 そ れょり 山 陽、 山 陰 、幾 內 にも 進入 し、 更 に 東國に 進みて 繁 

殖 した、 又た 彌生式 種族なる 者 は 矢張り 南洋 方面から 日本 島に 移入 

せる もの， と認 むべき で、 史 上に 見 ゆる 熊 襲、 攀 人、 土 蜘 蛛、 國 m などい へ 
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1 】 四 

る蠻 族の 大部分 は 巷し 彌生式 種族に 屬 せる ものである、 此 等の 種族 

は 九州 全 島、 山 陰、 山 陽、 畿 內 及び 附近の 諸 國に楱 住して ゐた思 ふに 此 

等の 種族 は 之 を 人種 學 的に 觀 察すれば、 印度 ネジァ ンに屬 する もの 

も あ り、 印 度 支那 族に 羼 する 者 も あ り、 又 た ネグリ ト— に屬 す る 者 も 

あ ら う、 熊 襲、 攀 人の 如き は蓥し 印度 ネジァ ン 族と 看做すべき もの で 

現在 臺腾に 住める 生蕃， こ 其の 系統 を 一 にせる もので あ る、 土 ：» 銖の 

中には 印度 ネジ ァ ン族 もあった らし い、 又 た ネグリ ト ー も 在った で 

あ ら う、 北 九州に 住めし 海人 は 思 ふに 印度支那 族で なから うかと 思 

はれる。 

「アイヌ』 族、 彌 生 式 種族 いづれ の 方が 最初の 先住民族 であるか ビ 

い ふ ことに 就て は、 多 數の學 者 は 『アイ ヌ J を 以て 最 一羽の 先住民族 

と 認めて ゐる が、 併 し兹に 注意せ ねばなら ぬの は， 前 記の 如，、 r ァ ィ 

ヌ』 の 遺物 遺蹟が 牝 九州に 於て 發 見せられない こどで あ る、 此 の 事 


實に 就て は 旣に中 山 平 次 節 氏 も 論 

『アイ ヌ』 の n: 本島に 入り 來る 前よ 

皆の 地域 を 占領して ゐ たらし い、 さ 

に は 住んで ゐ たけれ ど も、 牝 部に は 

は 更に 海を航 して 牝 東に 向 ひ、 其 の 

幾分 かの 上 隆者を 留め、 當時 殆ど 無 

て 此處に 始めて 安住の 地を發 見し 

する に 日本 島に は 『アイ ヌ』 と彌生 

島に 繁殖して ゐ たの を、 其 後、 柬 北 tei 

に 移住せ る滿蒙 民族が 其の 優秀な 

記の 先住 稲 族 を 征討し 或は 同化し 

ち 大和民族、 一 に 天孫 民族 ど稱 せら， 

である 0 


せられた 處で、 思 ふに 化 九州に は 

り 旣に彌 生 式 種族の 棲 住して 悉 

れば こそ 『アイヌ』 は 九州 南部 

進入す る機會 を 得 や、 其 の 大部分 

途 次、 山 陽、 M 內、 紀 伊 等の 諸 地方に 

人の 鄕 なりし 關柬 地方に 到達し 

繁殖す るに 至った ので あら う、 耍 

式 種族^の 先住 稲 族が あって 全 

細亞 大陸から 朝鮮 を經 て：：： 本島 

る 知力^ 武力 ど を 以て 次第に 上 

て 遂に 日本 國を統 一 したの が即 

る、 もの で、 即 ち U 本 民族の 幹部 

1 1 五 
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さケな ♦ から 大和民族 は元來 東北 亞細亞 大隆に 住みし 游牧 民族で あ 

つて、 漢人よ. 0 は 夙に 牝狄ビ 蔑 視 せ られし 匈 奴、 鮮 卑、 鳥 垣、 女 眞 等 ヒ 其 

の祖を 等く せ る も ので あつ た、 固 より 其の 武力と 知力と に 於 て は 先 

住 種族 を 征服し 同化す る こと は出來 た が、 併 し 其の 文化に 至て は. 頗 

る 低劣なる もので あつ た、 さ れ ば建國 以後に？ お 國を經 て 支那の 文 明 

を 轍 入す るの 方 釺を载 り、 韓 國 より は 吾國に 移住す る 者が 多くな つ 

て 日本の 文化 を 形成した ので ある、 さり 乍ら 其の 其の 衣食住に 至て 

は、 先 住 種族た る 彌生式 民族の 風習に 做った 者が 尠く 無い、 先づ 家屋 

の 原始： £ 建築 を 見ても 南洋の 家屋 ビ 殆ど 同様で あつ て、 其 の 合掌 建 

で あ り、 千 木、 葛 緖 木 を 載 せ る な ど は 南洋 土人の 家の 建 方ヒ異 つて ゐ 

な い、 又た 主食物 を米ヒ せる こと も 南洋 風で ある こと は 固よ. CN 言 ふ 

迄 も な い、 そ れ か ら， 上 古 時代の 日本人が 頸に 装飾 を 施 し、 又 た 今に 至 

る も 犢鼻襌 をつ ける が 如き 風習の あるの も 亦た 南洋の 風俗 其の ま 


V であ る.， 但 し 言 語に 至て は クラ V ァ ダ， タイ ゾク 系で あつ て， 卽 ち 大 

和 民族の 故鄕の 言 葉 を 一 般に 普及せ しめたの である。 

建 國以來 、韓 民族の 日本に 移住す るの 外に、 漢民族 も澤山 移入し 來っ 

て H 本 國民ど 同化した、 韓 民族 は 大和民族と 其の 祖をー にし 其の 族 

を 同じう する 者で ある が、 漢 民族 は 全く 大和民族^ 其の 種 を 異にし 

其の 種 を 異にせる 者で あ る、 然 る に 漢民族の 血液 は 上古 時代より 日 

本國 民の 血管 內に 流入 し、 骨 肉の 關 係の 成立す る やうに なつ た、 其 他 

南方 支那 種族た る 苗 族、 卽ち吳 越 人種と 其の 系統 を 一 にせる 民族 も 

日本 島内に 入り 來 りて 國 民の 一 部分 を 形成した 0 

されば 日本 民族と 云 ふ も 決して 單 純なる もので 無 く、 種 々の 種族の 

混血より.， 成る 雜種 民族で ある、 而て 其の 血液 配合 量の 多寡に 從 つて 

其の 容貌 體 質に 區 別が あ り、 其 の 祖先の 何たる か を 示して ゐ る、 顔 の 

長く 鬚鬓 粗に して 觀骨 突出せす 、鼻梁 高く 頭髮 普通なる もの は 大和 

1 1 七 
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s 族の の 濃 厚 な る もので 畿內を 中心として 其の 附近の 諳國に 

最 も 多く 分布 し て な る、 古 昔 よ， り 名門 贵 族 は 此の 種族で あ る、 併 し 又 

た 漢 民族の 血 液 の 混合せ る 者も尠 く 無 い、 之 に 反 し て 顔 面 短 く、 鼻 低 

く、 口 大 にして 14:- 厚 く、 鬚 髯 に 乏 し く、 顴 骨 の 突 出 せ る も の は、 印 度 ネ ジ 

ァ ン 、印度支那 族 等廣義 の馬來 民族の 血 液 の 濃 厚 な る も の で、 上 古 時 

代に 於け る 熊 襲、 隼 人、； S 人、 土 妹 等の 面影 を留 む る もの ビ m む ベ き 

者 で あ る、 此 の 一;;- 族 は 九 州、 中 國ょり 東海に S り 漁民 農民に 多く 認 め 

ら れ る、 そ れ から 顔 長から す、 盾 毛 濃密に して 眼 窩 凹 み、 鼻 稍 高 く、 鬚 髯 

體 毛の 密生せ る もの は 疑 も 無 く、 ァ ィ ヌ 種族の 血液の 濃厚なる もの 

で あ る、 此 の 他、 頭 髮の 著る しく 卷 縮し 或は 色の 甚だ 黒い 者 は ネグリ 

ト ー 種族の 血統 を傳 へた ものと 認む ベく 又た 身長 低く して 毛の 

濃く 其の 尾 端の 下が つ てゐ るが 如き 者 は 苗 族の 血 液 を 禀 けたる も 

ので ある。 


f (二 北 蒙古 種族 11 大和民族 

一  (ッ ング— ス族) 

(二) 印度 ネジ アン 族へ 襲 熊、 掌 人 


印度支那  〈土 蜘烁、 0 人 

日本 民. 族. (四) ネグリ ト I 族 I 國 粞、 肥 人 

(五) 漢民族  . ， 

(六) 苗  族  ， 

1( 七) ァ ィ ヌ 族 —— 蝦 夷 

(十三) 祖先の ® 影 

m 本人 は 以上 槪述 せし が 如 く、 種 々なる 種族の？； S 血より 成れる 維 種 

民族で あつ て 、啻 に 其の 容貌 體 格に 於ての みなら ャ、 其 の 特 性、 思 想、 風 

俗 等の 點に 於ても それ/、 祖先の 面影 を 偉って ゐ る、 今 此の 點に就 

て 少し 許り 私の 見る 所 を 述べて みやう。 

.  = 九 
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(ィ) B 本人の 勇武 

上古 時代より 日本人が 勇武 懔俘 であつ て 中外に 武威 を 輝かした こ 

と は 神 功 皇后の 三韓 征伐 を 始め ヒし 倭寇の 支那 沿岸 侵 掠、 豊 閻の征 

明の 壯擧 等より 近く は H 淸 日露の 二 大戦 役に 至る 迄、 史 上に 顯 著な 

る事實 であ る、 之 を 人種 學 上よ トノ 論 す れ ば、 是 れ 畢竟 日本人が いづれ 

も 勇敢 剛健なる 諸 民族の？^ 血より 成れる 民族で あるが 爲め であつ 

て、 卽ち R 本 民族の 中心たり 幹部た る 大和民族 は 實に匈 奴、 島 垣、 鮮 卑 

女眞 等と 其の 種族 を 同う し 或は 其の 近親た るッ ング ー ス 種族 で、 此 

等の 民族が 支那 史に 於て 勇！ t 强猛 なる 戰士 として 瀵 民族 を 畏怖せ 

しめたる こど は 周知の 事實 であ る、 而 て 大和民族に 同化せ し 『アイ 

ヌ J! (蝦夷) r 阜人」 も 共に 强勇 懔悍 なる 種族で 其の 早く も 大和 朝廷 

に歸 順せ し 者 は 天皇の 親 兵ヒな り、 宫 閼 護衛の 任に 當る佐 伯 部、 久 米 


部ビ なった、 されば 日本人が 古來 勇武 好戦の 民族と して 其の 武威 を 

發 揮した のも决 して 偶然で 無 く、 其 の 祖先の 遺傳に 基づく の で あ る 

支那 史に 明かなる が 如 く、 夙 に 漢民族の 强敵 として 最も 畏怖せられ 

たる 稷族は 實に匈 奴 (今 の 蒙 古) で あ つ た、 秦 の始 皇帝の 如き 猛勇の 王 

者 さ へ、 匈奴の 侵掠 を 恐 れ て 萬 里の 長 城 を 築 き、 漢 の 高祖の 如 き 英 雄 

も 匈奴^ 和 約す るの 已む なきに 至った 程、 彼 等 は勇悍 なる 馬上の 雄 

者で あつ た、 其 の 便服 を 着、 騎 射 に 長 じ、 士 馬 精强を 以 て 自ら 雄 な り し 

彼等 は屢々 支那 民族 を 脅かせ、， しのみ なら す、 月 氏國 安息 國等 を も 震 

駭 せしめ た、 彼 等 は 固より 牝 狄ビ稱 せられた る游 牧民 族で あり 『匈 

奴傳』 にある が 如 く、 畜 牧射獵 して 肉食 生 活 を な し、 唯 だ 兵 に 習練し 

て 四隣 を 侵略せ し镖 俘なる 好戰的 民族で あつ て、 刀 戈 騎 射 の 道に か 

けて は 恰も 帝政 時代の 露國に 於け る コ ナツ ク 騎兵が 馬上に 畏槍を 

揮 つ て 奮戦 健闘し、 歐洲を 畏怖せ しめた 如くに 此の 武力 を發 揮した 


二三 

ものである， 彼等 は 野 蠻暴艮 の 宼賊的 民族の やうに 看做されて. Q た 

けれど も、 彼 の 石勒が r 大丈夫の 世に ある や， 磊 々落々 ビ して 曰 月の 

皓然 たるが 如くなる ベ し』 と 云った 如 く、 其 の尙 武の氣 象、 天 眞 爛 熳 

の 性格 は 彼等の 特性であって、 陰險 狡猾なる 種族 で は 無かった ので 

あ る、 加 之、 其 の 然諾 を 重んじ 個人的 利害 を 忘 れ、 難 あ れ ば 爭 ひて 之に 

赴 き、 命 あ れば難 難 も 亦た 辭せ す、 克 己 自制の 念に 强く 統御 服 從の美 

に 長せ しこと は實に 彼等の 特色で あつ た、 此 の 如 き は 固より 匈奴 

ばかりで 無い、 鮮 卑、 島 垣、 遼、 金、 元 等の 諸 族 も 亦た 同様であって いづれ 

も 弓矢 を 重ん じ、 戰 塲の 勇者た る を 以て 誇りと する 質實 克己の 尙武 

的 民族で あ つ た、 彼等の 中よ . "、鐵 木眞、 成 吉 思 汗、 帖木兒 等の 如き 世界 

的 英雄 を 出 だした の も 決して 偶 然 で 無い、 而て 我が 日本 民族の 中心 

たる 大和民族 は 人種 學上 上記の 强勇 剛健なる 諸種 族と 近親の 關係 

を 有する ものである、 n 本 民族が 上古 以來 弓矢 を 重んじ、 武力に 長せ 


な 尙 武 的 國 民 な り し こ と は 畢  ー？1^ 其 の 祖 先 の 遺 傳 的 特 s に 外 な ら ぬ 

ので ある 0 

然るに 勇悍强 健なる 大和民族 も 奈良朝 時代 以降、 漢土の 文明に 心醉 

してよ トジ 文弱の 風に 陷 りて 進取の 氣象を 失って 了つ た、 そ れは恰 か 

も 馬上の 雄 者たり し 蒙古 満州の 民族 も 一 たび 支那 を 征服して 洛腸 

に 都す るに 至る や， 其 の 固有の 風俗 を棄 て、 漢人の 風俗 を學 び、 其 の 

文化に 醉 つて 次第に 質實 剛健の 氣風を 失 ふに 至った のと 同様で あ 

る、 此 の 如くに して 金 も 元 も淸も 亡滅の 悲境に 陷っ た、 若 し 我が 圃に 

於ても 『アイヌ』 の 後裔た る 柬國の 武士が 大和民族に 代って 政權 

武權を 掌握し なかったならば 我が H 本國も 或は 夙に 平安朝 時代の 

頃に 於て 衰滅した かも 知れな かつ た、 幸 ひに して 武勇 を 以て 世に 願 

はれ， たる 質素 撲 直の 東 國 武士が 文弱に 陷 りし 大和民族に 代つ て 日 

本 を 統治す るに 至った が爲 め、 我國は 衰滅の 運命より 免れ 剛健 質實 

lUi 二 


力.^. 鷗家 組織の 


人 は此點 

の 出た る 

「ァ ィ ヌ』 

であるが- 

從者ヒ な 

る 効 勳 を 

り 『あ づ 

爲め 彼等 

ら れ、 或 は 

進む こ ど 

武 天皇が 

朋か であ 


に 於 て 

武士に 

は野蠻 

_ 併し 其 

りし 者 

奏しお 

ま 夷』 

は 4n  く 

遠 ,、 九 

を 知 つ 

東國人 

る 日く 


下に 日本 民族 を 統 制 す る 

「ァ ィ ヌ J の 血 液 を 0 せ 

對 して 深く 成 謝し な け れ 

な る 先住 種族， こして 屢々 

の 之ビ同 化： 融 合 し て 朝 廷 

は 勇武 忠實な る 武士と し 

、 『ァ イス J の裔た る 東方 

ビ 蔑視せ ら れ て ，Q た け れ 

より 京師に 召し出 だ さ れ 

州 に 派 遣 せ ら れて 海防の 

て 返，、 を 知 ら ざ り し 勇健 

を 以 て 禁 衛 隊 を 編成 せら 

朕が 東 人に 太 を摆 けて 侍 はしむ る こと は 汝の近 
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こビ が出來 たの で あ る、 吾 

る 東國人 所謂 r の づ ま 夷』 

ば な ら な い 0 

大和民族に 反抗した もの 

の 親 兵 と な り、 又 た 貴 神の 

て國 家の ために 唇々 大 な 

諸國の 住人 は 大和民族 よ 

ども 其の 勇武 强 謹なる が 

て 朝廷 貴 神の 護 衛に 役せ 

住 に 當 つ た、 彼等が 如何に 

の鬪士 戦士な りし か は， 聖 

れし 時の 詔勅に 徵 しても 


き 謹り として 護ら しめんと 思 ひ 

は 立つ とも 背に は 矢 は 立て じと 

ぞ云々 と あ る、 又 た 柬國人 を 以て 

遠く 九州に 派遣せられ しも 其の 

集』 に は 防人が 九州に 赴く 時、 妻 

歌が 收載 されて ある、 此の 如く 東 

る 兵士と して 世に 認められ てな 

の 野に 戰鬪 を專 門と する 武士な 

を 張り 源 16- ニ氏統 幸の 下に 立つ 

なって 朝廷に 代りて 武門 政治 を 

百餘 年の 久しき の 間、 封 建 制度の 

して ゐた、 我 國が建 國以來 極東の 

す、 尺 寸の地 を 失 はす 強固なる 國 


て な り、 此 の 東 人 は 常に 曰 く、 額 に 矢 

云 ひ て、 君 を 一 つ 心 を 以て 守る もの 

九州 海岸 防 鶴の ため に、 防 人に 任じ 

武勇な. 0 しが 爲め であった、 『萬 葉 

子と 別離す る を 悲しみて 詠んだ 和 

國人は 奈良朝 時代より fs- 武忠赏 な 

た が 、早 安 朝 時代の. 末葉 頃から 東國 

る 特殊の 階級が 起り て 次第に 勢力 

に 至った が、 遂 に罕安 朝 時代の 末に 

行ひ爾 來、 明 治 維新に 至る 迄 凡 そ 七 

確立して 武士が 天下の 權カを 掌 扱 

海 島に ありて 毫も 外 國の侮 を 受け 

家 を 組織して 武威 を 中外に 輝かす 
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ことの 出來 たの も 勇武. 剛健 質實素 僕なる 祖先の 遺 傳の賜 で あ る - 

啻 に東國 人ば か ,9 で 無 く、 九 州 人 も 夙に 武勇 を 以て 世に 聞お たも の 

で あ る、 殊 に薩擊 男兒の 僳悍 な る こと は最 も 能く 世に 知ら れ 彼り 賴山 

陽の 薩 摩の 健兒 を 謠 ひたる 詩 r 衣 至 射 袖 至 腕、 腰 間 秋水 鐵可 新、 人 0 

斬 人馬 觸 斬 £?」 の 如き は 實に 彼等の 面目 特色 を發撣 し た も の で、 薩 

摩 武士の 古 求よ， り戰國 武士の 元 氣 を 有 し、 镖 悍 决 死 の 奮 勇 を W て ：S 

國人を 驚かした こと は 周知の 事實 で あ る、 此 の 如 き は 畢- 竟强猛 精悍 

な る 印度 ネジ ァ ン 族の 血 液 を 禀 けて a るか 、ら で、 上 古 時代より 南 九 

州に 勢力 を 張りし 维 人 族， に實に 大和 朝廷の 一 敵國 として 畏怖せ ら 

れ たる 奮 勇 鎗鬪の 猛者で あつ た、 さ れば 彼等の 中 大和 朝廷に 歸 順せ 

る もの は、 所謂 久米 部と し て宮闕 護衛の 兵士に， 採用 せら れ、 又 た 貴 神 

の從 者に 任せられた 者で ある、 古來 よ.. >薩 摩 人が 薩摩車 人の 名 ある 

所以の もの は、 隼 人 族の 後裔で あるから で、 其 の 勇武 剛健 を W て 世に 


開.^ しこと も决 して 偶然で 無い、 西南 戰 役に 於て 薩摩 武士の 表 はし 

たる 男氣は 如何にも 驚くべき もので、 當時外 山 正 一 氏の 作られた る 

拔刀隊 の 歌に 『敵の 大將 たる もの は 古今 無双の 英雄 ぞ、 之 に從 ふつ 

はもの は、 共 に標 恽决 死の 士』 と あるが 如 く、 其 の 遠祖た る 印度 ネジ 

アン 族の 遺傳 なる 精 俘强勇 は大に 官軍 を惱 やませ、 繊弱なる 婦人に 

至る まで も 男子に 伍して 戰 場に 驅 逐し彈 煙硝 霧の 間 を^ 來 して 官 

第に 當 つた 程で ある ◦ 

是を 要する に 我が 日本 民族 は牝狄 として 漢民族に 畏怖せられ たる 

勇武 精悍の ッ ン グ— ス 族と 其の 種 を 一 にす る 大和民族 を 中心とし 

剛健 猛勇なる 『アイヌ』 の 血 液 を 裏け た る 東國 種族、 慄恽翁 闘の 维 

人 族の 後裔た る 九州 種族 等より 成れる もので あるか ら、 古 來尙武 の 

國 として 海外 諸 國に對 時し 國威 を發 揮した の も 決して 偶然で なく 

其の. H 來實に 久しい ものが あ る， 我 が 日本 民族 は 其の 造傳 よし 見て 
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も 好 戰侵椋 的の 民族と 謂 は な け れ ば な ら ない 0  - 

(口) 現實的 功利的なる ョ本 民族 

我が 大和民族， こ 其の 系 統 を 同 う す る 東 胡 遼、 金、 元、 淸 等の 民族 は い づ 

れも 自然 の 恩 惠 の 少 い 荒 漠 S 0 の 東北 亞細 亞、 中 央亞細 S 若く は 牝 

支那に 住みし 未開の 游牧 民族で あつ た、 & し 彼等 は 武勇に 長せ る 、と 

共に 政 治 的 才能に 富 み、 武力と 政才を 以て 置々 漢民族 を壓 倒し 天下 

を 統一 した ことの ある 民族で ある、 彼等 は 漢民族の 如 き 哲學 的文學 

的の 人間で は 無かった、 抽象的 眞理の 軒究に 耽る が 如 き 人間で は 無 

か つ た、 彼 等 は 唯： U 現實 主義 功利主義の 人間で あ り、 力 と 名， こ を尙び 

人民で あ る、 地 理學者 アル ノル、 ド ギヨ— が 『蒙古人種の 特性 は實益 

功利 を 見る に敏 なる も 未； U 形而上 的 眞理の 攻究に 及 ば す J といつ 

た の は、 糙 かに 彼等の 特性 を 道破した 言 で あ る、 而 て 這 般 の 性. 質 は 亦 


た 我が 大和民族に 於ても 明らかに 現 はれて ゐる o 

我 &民は 人の 知る が 如く 實際 的で あつ て 理性的で な い， 驗的 であ 

つて 思索的で ない、 科學 的であって 哲學 的で ない、 我國 民よ， り は 未だ 

漢人の 老子 莊子を 出 だし、 程 朱、 王 陽 明、 隆象山 等 を 出 だした 樣 な事赏 

を 示さな い、 這 般の 事實は 管に 學術 上に 於ての みな ら す、 亦 た 宗敎の 

方面に 於ても 亦た 能く 認める ことが 出來 る、 我が 國民は 現實の 利益 

幸福の ため に宗 敎に歸 依し、 神佛に 祈願す る に 過ぎな い、 匈奴の 天. を 

拜 し、 女眞 の 天地 を 祭った のと 其 情に 於て は 殆ど 同檨で あ る、 さ れ ば 

高遠 幽玄の 哲理 を 含蓄す る 印度の 佛敎も 一 たび 我が n: 本に 求て は 

全然 現實 4- 功利的 宗 敎に變 化した、 看よ 平安朝 時代 以來、 天 蠆、 眞 言 の 

如き 宗派の 盛んに 行 はれた の は 三 觀十乘 の止觀 業、 六 大回曼 と い ふ 

やうな 高遠の 哲理に 由る ので は 無 く、 加 持 祈禱の 如き 現實的 利益が 

國 民の 思潮に 投じた からで ある、 之に 反して 佛敎中 最も 深遠なる 哲 
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學を 有する 華 嚴宗の 萎靡 不振に 終り 殆ど 消滅 同 樣の狀 態に 陷 つて 

了った の は 其の 敎理に 現實的 要素 を缺 いて ゐる 故で ある、 人の 知る 

が 如 く、 我 國 の 宗敎 家中 哲學 的 思索の 最 も 深 遠 な りし は 穴 H 海で ある 

が、 而 かも 其の 創唱 せし 眞 言 秘密 敎の 世界 觀が 頗る 現 實生義 の 傾向 

を 有し 『卽事 而眞、 當相即 道』 など， S 唱 へ靈驗 によって 人 6 を收欖 

せし が 如 き、 最 も顯 著なる 事實 であ る、 又 た 之 を 儒 學に徵 して も、 彼 の 

宗 儒の 形而上 哲學 たる 理氣說 も 我國の 儒者に よ つて 甚 しく 現實化 

せ ら れ、 林 羅 山の 如き 朱 子學者 ，と 雖 現象 を 超越す る 本 體、 即 ち 理の獨 

在 を 認め やして 理と氣 との-分つ ベ からざる を唱 へ 、所 謂 理氣合 一 の 

一 元 論 を 主張した 程で ある、 而て宗 儒の 說に 反對 せる 藤 仁 齋の如 

き は r 天地の 間 一元 氣 あるの み J と 主 唱 し、 又 た 中 江岷江 な ど に 至 

て は 遂に  一 r 理 なる もの 本と 之れ 無 し，』 を 唱 破 し た、 又 た 宗 儒 の 學 は 

之 を哲學 としてよりも 舉ろ 大義名分 を敎 ゆる 所の 實際 的經 世の 學 


問と して 學者 間に 尊重せられ たので あ る、 获 生徂 彼に 至て は 全然 珍 

而上的 抽象的 思索 を排 し、 道 は 天地 自然に 存 する ものに 非す して 魏 

人の 作爲 せる 所な りと 主張し、 一 種の 經驗論 を 樹立せ しこと は 周知 

の事實 である。 

此の 如く 現實 的經驗 的なる 日本 民族の 思想 は 印度 及び 支那の 形而 

上 哲學を 其儘繼 承す る こと 能 は す、 之 を實際 化して 了った 是ュ， が 

國 民の 元 來科學 的現實 的の 人間に して 哲學的 理想的の 人民に 非る 

の 證據で あ る、 古 今 を 通じて 未だ 甞て 我國 に深玄 なる 哲學： の 出で な 

いのは 决 して 偶然で ない、 從 つて 將 來と雖 、此の， g き 民族の 中から 大 

思 想 家大學 者の 出づ ベ き 箬 は 無 い、 何と なれば 世界 の 思 潮 を 支配す 

ベ き獨 創の 學說は 哲學的 思索に 待たねば ならぬ からで ある、 之 を 要 

する に 我が： n 本 民族の 有爲 有望なる 民族た るに も拘 はら す、 今 H に 

至る 迄 未だ 一  < の 老莊を 出 ださ す、 程 朱 を 出た さ t 王 陽 明 を 出； U さ 


】 s 

や、 學 問に 於ても 將 た宗敎 等に 於ても 何等 世界に 誇る に 足るべき 貢 

献 を な し 得な いのは 其の 祖先の 特 質の 遺傳が 大に與 つて 力 ありと 

謂 はなければ ならぬ 0 

(八) 曰 本 民族の 長所 

大和民族の 祖先と 同種 或は 近親の 關係 にある 匈奴 も、 鮮卑 も、 島 垣 も 

遼 も、 金 も、 蒙 古 も、 其 の 君主に 對 して は 崇高 な る 宗敎的 崇拜の 觀念を 

有って &た、 彼等 は 其の 君 生 を 以て、 天より 出で たる 神裔 なり と 信 じ 

衷心より 之 を 尊敬した、 我が 大和民族が、 皇祖 皇室 に對 する 觀念も 亦 

た同檨 であ る、 日 本人の 尊 皇 心 は實に 其の 遠祖た る 東亞 大隆 諸種 族 

の 遺 偉と 云っても 可い 、天皇；， 皇族と は 神 胤に して 人間の 種に あら 

ャ朝 E と な る もの は 忽ち 神罰 を 繋む りて 必す 敗るべき 運命に 陷る 

と は 上古 時代より 今日に 至る 迄、 日本 民族に 通有せ る 一 種の 歷 史的 


信仰で ある、 昔 者、 西 行 法師の 伊勢大廟に 赛し 『何事のお はします か 

ば 知らね ども 1_ ^さに 涙 こぼる、』 と 詠んだ 和歌 は實に H 本人の 尊 

皇 思想 を 的確に 言 ひ 表 はした 者で ある。 

支那 史上 誰も 知つ て ゐる通 り、 漢 人 は 其の 君主，^ 變へ る こと を何ヒ 

も 思 は す、 盜 賊の 徒で も 力の ありさ へ すれば 帝位に 就く こどが 出來 

る、 此 の點に 於て 漢民族 は 『王侯 將相 何ぞ種 あらん や』 とい ふ 抽象 

的 平等主義 9 信者で あり 實 行者で ある、 之に 反して 匈 奴、 遼、 金、 元 の 民 

族 は 前記の 如く、 君主 を 以て 人間と は 全く 其の 種 を 異にせる 神聖 無 

比の 天孫な りと 信じ、 從 つて 君主の 血統の 純潔なる を 重ん する 處か 

ら、 後 は 一 定の 貴族 高 姓の 中より 選出した、 我國に 於ても、 累代 天皇 

に 配す る 皇后： g 嬪は必 す ゃ貴顯 名門の 出で あ る、 此 の 如き 事 實も大 

和 民族の 祖先の 遺風と 認 むべき ものであって、 漢人と は 全然 其の 面 

目 風習 を 異にせる 顯 著の 事 實 である 0 

. il 


1 三 H  •  一 

日本人が 皇室 を 中心 s して 强 固なる 國家を 組織 し、 攻 治 に、 武 力 に 、其！ 

-、 V-  】 

の 才能 を發 揮して 二 千 六 百年の 獨立を 維持し 來 りしの みなら す、 覿； 

運 益-々 發展の 機運に 向 ひつ 、あるの は、 其 の 祖先より 受けた る 特質； 

特色の 遺 傳の然 らしむ る處 で、 之 を 彼の 漢人の 文弱 無氣 力に して 而 

かも 徒らに 議論 倒れに 終らん とする が 如き 腑甲斐なき 狀 態に 比す 一 

れば實 に 雲泥の 差異が あ る、 文 學， こ 哲學と を 有する 漢人 は 吾人の 祖ー 

先と 近親 同種の 東亞 中 亞大隆 の 諸 民族 を 以て 北狄と 侮蔑した が、 E 一 

ぞ 知らん ま (の 所謂 r 牝狄』 こそ， に up に 勇 戰健鬪 の 馬上の 雄 者たり 一 

しのみ な ら す、 政 治 的 統御の 才能に 富み 尊皇の 念 最も 深き 篤實 素樸： 

の 民族で あつたの であ る、 不幸 にして 彼等 は 漢人の 文化に 接 觸し之 一 

に 心 醉 して 固有の 美 質 を 棄て たるが 爲め 遂に 漢人 同樣の 文弱なる 一 

民族に 變 化して 了った が、 唯 だ獨り 彼等と 近親 關 係なる H 本 民族の！ 

みは 極東に 島 帝國を 樹立して 光榮 ある 進步を 遂げ 今や 世界 列強の 一 


伍伸に 列して 柬 s の 霸權を 握る に 至 つ た、 吾 人 H 本人 は 此の 點に於 

て 寧ろ r 北狄』 と 其の 種 を 1 にせる こと を 誇りと する ものである 

(一一、) 0 本に 於け る 陰陽 崇拜 

吾國に 於て は古來 男女の 生殖器の 形 像を崇 拜の對 象と して 祀れる 

淫祠 多 く、 孰 中、 g 東から 奧 羽に かけて 甚だ 盛んで あ る、 常 隆 地方に て 

は 道 鏡宫、 上野 に て は 赤 堀 藥師の 小祠、 野 州に は 金精稻 荷、 信 州 にて は 

刈 田大明 神、 奧 州に て は 金 精 又た は 岐の神 若く は 道祖神の 名 を 以て 

祀られ て あ る、 其 他 幸の 神、 道 陸 神、 陰 陽 石 明 神 等の 名の 卞に 祀ら る、 

者 も 同じく 生殖器の 刻 像で ある、 そ れ から 道祖神の 變體 ともい ふべ 

き 後世の 大龜歡 喜 天に 二股 大根 を 供へ て 女 • 陰 を 供 ふるの 意に あつ 

るが 如 き、 或 は 女 陰 を 玉門と いひお 開 帳、 奢 宫と稱 する が 如き いづれ 

も 陰陽 崇拜の 遺習と 見る べき もの で、 又 た 十六： 使の 月 待， 盆 踊、 村 の 鎮 
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守の 宵 祭 等に 男女 相 交つ て 徹夜す るの を 神に 對 する 敬禮の 如く：^ 

心 得 て ゐ る が 如 き も、 交 媾を神 S 視 する 迷信の 餘 風で ある。  . 

吾 國 に 於 て 陰 £ お 崇 拜の 風習が 夙に 上古 時代より 行 はれた こと は、 一 

「古 語 拾 遺-一 の 中に 陰莖の 形 を 模 造 し て 蝗 害 を 防いだ とい ふ 記 事 一 

力 あ ，り 『. 宜 以牛宍 置 溝 口 作男 室 形以加 之 J と ,Q る を 見 て も， P る， ヒ 

二  1 二  1 二  1  レ 

とが 出來 る、 但 し 之 を 以て j の 傳說， ： 看做して も、 旣 に 古 る く よ り 生 j 

殖器 崇拜の 迷信の 行 はれて S た こと を 推知し 得られ る、 而 て 平 安 朝 一 

時代に 至りて は 生殖器の 像 を 刻して 神 を 祭る やうに なり、 之 を 岐 神 

f た の 神) と 稱 して 崇拜 した 『扶桑 略記 J の 天慶ニ 年の 條に 『近 

a 東西 兩 京大 小路 衢、 作 木 作 神、 相 對 安 置、 凡 厥 體 像、； 髴 丈 夫、 頭 上 加冠 

レン  二  1 

鬢邊 垂 標、 以 丹 塗 身、 成 絲 衫 色 (中 略) 或 所作 女形、 對 丈夫 而立 之、 儕 下 輕底ー 

レ レ  二 1 1  1 レ  ， 

"，綺 陰陽 i 凡 案 於 其 前置 杯 器 其 上 兒童猥 雜拜禮 、段 懇捧 幣帛、 或 供 香 一 

二  一二  1  一一 * 一一 一 

華 號曰岐 神 J と ある Q  一 


古來關 東よ. ^奥 羽に かけて 生殖器 を神體 とせる 淫祠の 頗る 多い こ 

とは顯 著なる 事實 であって、 新 井 白 石の 『紳 書』 橘 南^の r 柬游 記』 

喜 多 村 信 節の r 嬉游 笑覧』 菊 岡 沾凉の 『本朝 俗諺 志』 等の 古書 を 

始め、 姉 崎 正 治 氏の r 中 奥 民間の 信仰』 加 藤咄堂 氏の r 日本風 俗 志」 

等の 記事に 徵 しても 明白で あ る、 而 て 其の 生殖器 神 は 所謂 道祖 神、 岐 

神、 金 精 大明神 等の 如き 神 名を附 せられて ゐる、 此の 如く 關東奧 州に 

於て、 古來 生殖器 祟拜の 風習の 盛んなる こと を 見る .0、 此 の 風習 は 或 

は 『アイヌ』 より 起った 者で は 無から うかとの 考が 浮んで く る、 き 

原 相 之 助 氏 は r 先住民 俗史」 に 於て 生 彌器神 を 『くな ど』 の 神と 

いふの は、 アイヌ 語の 『クン ネ』 (暗 黑、 夜 の義) の轉 訛した もので あり 

又た 生耀 器の 神 體をー に、 さぐ. 神 (佐 具 叙) 神 とい ふの は アイヌ 語の 

女子 生 _ ^器 を r サン ゲ アバ』 と稱 する のより 轉 訛した もので あつ 

て、 畢竟 生 確 器 崇拜の 風 は 先住民族 たる 『アイヌ」 の 遺風と 認むぺ 

】 三 七 


く 曰 本 民族の 發展し て、 ァ ィ ス の 之に 同化す るに 俾 ひ、 原始 の 生殖器 

崇拜の 意義に 變 化を來 たして 遂に 日本的と なり、 道祖 神、 金 精 大明神 

等と いふが 如き 名稱に 改まった もので あらう と 論せられ た。 

さり 乍ら 「アイヌ」 に 生殖器 崇拜の 風の 全く 無い こと は 蝦夷の 事 

に 精通せ る 金 田 一 京 助 氏の 言 明せ る處 であるか ら、 我 國に 於け る 陰 

陽 崇拜の 俗 を 以て 直ちに 『アイヌ』 に 出で たもの は 肯定し 得られ 

ない、 思 ふに 古來 陰陽 崇拜の 風が 主に 東國奧 羽に 盛んに 行 はれて ゐ 

るの は 恭し 東牝 地方に は 多くの 舊 風の 殘 存じて ゐ るからで は 在る 

ま い 歟、 元 來 東北 は古來 交通 不便に して、 其の 統治者 は 中央 各地に 於 

ける が 如く 更迭す る こと 多から す、 土 着 の 豪 族 も 舊風を 維持して 文 

化の 開發進 步甚： U 遲々 たりし 結果、 一 たび 東北 地方に 入りた る 風習 

は 比較的 變 化を受 くる こと 少く、 中央に は 旣に廢 絕に歸 せし 風習 も 

尙ほ 此の 地方に て は殘留 して 居る 者も尠 くないの である (『日本風 


俗 志參照 J) されば 兼 好 法師の 『徒然 草』 にも、 都に は 無 

俗 の 東國の 地に 尙ほ 殘れる こと を 記して 『亡き人の 來 

祭る わざ は此頃 都に は 無き を 東の 方に て は 尙は爲 る こ 

し ， ^ そ あはれ なりし か』 と あ る、 是 に 由て 之 を 見れ ば、 今 

行 はる \ 陰陽 祟 拜も眷 て は 都 地 及び 他 國に行 はれし も 

それが 一 たび 東國に 進入した 後 は 比較的 鍵 化を受 くる 

て. 其の儘に 殘存 して ゐ るので は 無 からう かと も 思 はれ 

してみ ると 陰陽 崇拜の 風 は 『アイヌ』 の 遺風と 看做す 

ない、 又た アイ ヌ 語 の 中に 生^^器神名 に類似す る 言葉 の 

も それ は 暗合 偶 合と 言 はれぬ こと も aw い 0 

然 らば 吾國に 於け る 陰陽 崇拜の 起源 如何と いふに、 私 は 

する もので あ らう と 思 ふ、 前 記の 如く 吾國の 上古 時代に 

形 を 作って 蝗害を 防いだ どい ふが 如き 風習 は 南洋 ボ , 

】 II！ 九 
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1 四 o 

族 間に も 夙に 行 は れ、 惡 魔 或は 疫病 を 防ぐ が爲め に、 男 女の 生殖器 關 

の 像 を 立てく 置く ので ある 和 蘭の 學者 ュ ュ ー ク ェ ン フ ー ス の荖、 

r ホル ネオ 旅行記』 を 見る に、 此 地の 土人 は 生殖器 其 者は惡 魔を畏 

怖せ しむる もので あるか ら、 木 を 切って 其の 形 を 刻 み、 之 を 階段 若く 

、 

は 橋の 上に 持って きて 惡魔を 追ひ拂 ふの 用^ なすこと が 書いて あ 

る、 我 國の 先住民族の 中には 南洋よ， り 移入した る 種族 も尠く 無い の 

である から、 生殖器 崇拜の 原始的 風習 は 恐く は 南洋 傳來の もの であ 

ら う ◦ 

併し 吾國に 於け る 陰陽 崇拜の 風習 は 有史以来に 至り 佛敎に 附隨し 

て 輸入せられ し 印度 思想に より て 助成せられ たやう であ る、 印 度 に 

於て は 太古より 生殖器 崇拜の 風 汎く行 は れ、 今 日 にても 尙ほ 男根 は 

崇拜 の對象 S なつ てゐ る、 印度 にて は 陰 藍 を 『リン ガム」 と稱 し、 寺 

院 殿堂に は 怖ろ し 程 大きな 陰 室の 形 像が 具へ つけら れ、 叉 た 信者 は 


宗敎 上の 装飾 具と して 小さな 形の 陰^ を 頸に かけて.^ る、 又た 寺^ 

內には 還々 男女 兩 陰の 相 結合せ る 彫像が 見受けられる、 それ は 女 陰 

の 形を模 した 石 製の 盆の 中央に 『リン ガム』 を 立た しめた 者で あ 

るが、 此の 如く 男女 生殖器 を 結 八 口せ しめ. たもの は、 之 を ま 一 p.- とい つ 

て 生殖 力 增强の 表象と する、 此の 如く 陰陽 崇拜の 風 盛んなる 印度の 

風習 は怫敎 と共に. 吾國に 輸入せられ たが、 特に 佛敎 中の 眞言 密宗は 

此の 風習の 傳播を 著る しく 助成した ものである、 眞 言 密 宗 では 天地 

萬 象 を 金剛 界と 胎藏界 との 二部に 分ち、 之 を 理智の 二者 を 代表す る 

ものな，， とし、 更に 之 を 男女 兩 性に 配し、 男 は決斷 力の 智 あるが 故に 

金剛 界の德 を 具 へ、 女 は 靜の德 あるが 故に 胎藏界 の德を 有すと 說き 

理智の 冥 合と 男女の 結合と を 同視し、 交接 を以 て即 身成佛 の.^ おで 

あるな， ど、 唱へ 出し、 r 瑜珈行 品』 中の r 男女 二 根 相交會 する 時 五 

塵 大弗事 を 成す」 と あると いふの を引證 して 生殖器 崇拜の 俗 を 助 

10! 


1 四 二 

長せ しめたの である、 此の 如き は 立 川 流の 眞 言 に 於て 說く處 で そ れ 

は 前記の 印度 思 想 の 他 に、 尙 ほ 支那の 一部の 道敎 者に 於け る 生^器 

崇拜の 思想 を も 加味した ものである、 例 之ば 張 道 陵の 黃 書に は 金莖 

玉 池 等の 語 を 以て 男女の 生殖器 を 言 ひ 表 は し、 大 極 分れて 陰陽の 兩 

儀 と な り、 兩 儀 四 象 を 生やる ので あるか ら、 陰 陽 は 則ち 男 女、 男 女 の 交 

合 は 則ち 陰陽の 和合な りと 說 いて. Q る、 又 た 吾國の 神代 史に 於 て は 

諾^の 男女 二 神が 始めて 交接の 道 を 知り 諸 神 を 生ん だとの 神話が 

あ る が、 こ れも 亦た 陰陽 崇拜の 風習 を 助成した もので あ る、 此 の 如く 

佛 敎、 道 敎、 神 道の 迷信が 相 混和して 陰 陽、 和 合 乾坤 和合の 理を唱 へ た 

結果 益々 生难器 崇拜の 思想 を 確立す る やうに なった。 

思 ふに 吾國に 於け る 原始的 陰陽 崇拜の 風 は 其の 最初 は 南洋より 移 

入せ る 先住民族 によって 偉 へられた ものである が、 其 後、 佛 敎の 輸入 

ヒ 共に 之に 附隨 せる 印度 思想 中の 生殖器 崇拜の 觀念も 次第に 世に 


弘ま り、 平安朝 時代に 至りて は旣に 生殖器 を神體 として 拜體 する が 

如き 風習 も 起って きたので あ る、 而 て 這 般の 風習の 一 た び、 B 本の 中 

央 及び 西部から 柬國 地方に 入った 後 は 前 旣に說 明した るが 如き 事 

情の 下に 久しく 東國 地方に 殘存 し、 今 に 至る も 尙ほ之 を舊風 どして 

留めて ゐ るので ある ◦ 

S ほ 本の 民俗 的 風習た る 陰 室龜頭 

の 稞出ヾ J 犢鼻襌 . 

歐米人 は人體 解剖 圖を 見ても 分かる 通り 其の 陰莖龜 頭の 大部分 は/ 

包皮に て掩 はれて ゐる が、 之 に反して 日本人に 於て は龜 頭が 裸出し 

て ゐ る、 我 國 では 包莖 を 『皮 かぶ， 9』 『す ぼ け』 など、 云つ て 之 を 恥 ぢ 

之 を 嫌 ふ 風習が あ . ^、從 つて 少年 時代より 機械的に 包皮 を 下方に 牽 

返せし めて 龜頭を 裸出す る やうに する ので あ る、 此 の 如き 民族的 風 

1 0 三 
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習の 淵源に 就て は、 割 醴 即ち 男 a に 於げ る 包皮 切斷の 遺風で は ある 

まい 乎との 考 へ が 浮ぶ 然るに 我が 國の 古史 及び 古記 錄に徵 する に 

包皮 切斷の 風習の 行 はれた るが 如き 事實 をに 明らかに 突き ビ める 

事が 出来な い、 さ り 乍ら 私の 考に 依れ ば、 有 史 以前の 時代に 南洋諸島 

よ b 吾國に 移入せ し 先住民族に は 包皮 切斷の 風習が あり、 その 遺風 

として 龜頭を 裸出す る 慣習が 成立した ので あらう と 思 ふ、 さ れ ば 之 

に 就て 少し 許り 私の 見る 所 を 記述す る ことにした 0 

抑. -幼兒 の 包皮 を切斷 する 風習 は 一 の 宗敎的 儀式と して 今に 至る 

も， ぼ ほ 猶太 敎、 回々 敎の 信者 間に 行 はれて. Q る、 而て 此の 風習の 初め 

て 宗敎的 儀式と なって 猶太 人に 行 はる \ やうに なった の は 猶太 人 

ヘリ &先 とも 云 ふべき ァ ブラ 、, ム を 嚆矢 とす る、 『創 世 記 J 第 十七 章 

に r 汝等 中の 男子 は 皆 割 禮を受 くべ し』 とい ひ 『汝等 其の 陽の皮 

を 割く ベ し、 是れ 我ど汝 等の 間の 契約の 徵 なり J と ある、 これ は S よ 


り * 說に違 ひない が、 併 し 割禮の 風習の 猶太 人に 行 はる 、こと、 な 一 

,  一 

つたの は、 猶太 人が 四百 三十 年の 久しき 間 埃 及に 滯 在して ゐた時 埃 一 

及 人より 之 を 學ん. だ 結果であって 最初から 猶太 人間に 行 はれた の" 

では 無い、 へ コ ド ッ トの說 に 據れば 埃 及に 於て は 有史 以前の 時代 か 一 

ら 包皮 切 斷の行 はれて ゐ たと 云 ひ、 又た 力 \ト マ ンの說 では 此の 風 一 

習 は 亞弗利 加より 起り て 亞細亞 人に 傅へ たもので、 それ は 先 づ亞弗 一 

利 加 人の 黑 人種に 行 はれた る 幼 2^ の 包皮 切斷の 風が 太古の 埃 及 人 一 

に 波及 し、 更 に 其の 媒介に よ.^ て 猶太 人 psr び 回々 敎 徒に 傳へら れたー 

ので あると 云つ た、 蓋 し 埃 及に 於て 上古 時代よ，^ 包皮 切 斷の汎 く 行 一 

はれて ゐた事 は 夙に 解剖 學者 及び 最】 利の 人類 學者 たる ブ ,1- メ ンー 

パ ッ 、ノ の證 明せ しが 如く 古代 埃 及. <  の 『ミ ー ラ』 に は 明かに 包皮 一 

割 損の 痕跡の 存す るの を 見ても 明白で ある、 而て 有名なる 埃 及 W 究ー 

家の ュ 二 レノ スは 基督 紀元前 千 六 百 十四 年 乃至 千 五 百 五十 五 年代 一 
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に 生存せ し 一 軍人の r ミ ー ラ』 の陰莖 を 得， 之 をハ〃 レ— の 解剖 學ー 

者ク エレ ノケル に 示せし に、 全 ， 、包皮の 痕跡 を も 認めなかった ビ云ふ 

から、 埃 及に 於け る 包皮 切斷の 風習 は旣に 紀元前 十六 世紀の 頃に M 

て も 行 はれて. Q たこ どが 明かで ある。  〈 

太古の 埃 及 人 及び 猶太 人に 行 はれし 幼兒 包皮 切斷が 如何なる 方法； 

の 下に 施行せられ しか は 明かで ない が、 石 製の 刀 を 以て 切斷 した こ 一 

とだけ は 聖書の 記事に 徵 して 明瞭で ある、 是に 由て 之 を觀れ ば、 包 皮， 一 

切斷の 風習が 石器時代より 行 はれた こビは 容易に 想 察し 得られる 一 

處 で、 蓋 し 石 製の 刀 を 以て 包皮 を切斷 したの は 要するに 石器時代に 一 

行 はれた 風習の 名殘 りに 違 ひな い、 併 し 其 後に なつ て 硝子 製 又は 錢ー 

製の 器具 を 以て 切斷 する こと- * なった、 ァ ブラ ，ノ ム 及び ョ シ ュ ァのー 

時代まで は 石の 刀 を 以て 切斷 して ゐ たので ある。  - 

上記の 如く 包皮 切斷の 風習 は 上古 時代より 埃 及. 猶太 人 に 行 はれ； 
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得べ き 民族 

脂が 堆積し 
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が 鈍と なる 
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リ ネ シ ァ*  二 

て ゐ る、 而 て 

民族に て は 

れ、 之 を 行 ひ 

塲に 出づる 

儀式 及び 舞 


とが ある 0 


だ 確固たる 
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，と 云 ひ 或は 
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牲の 遣習ビ して 包皮 を 切 斷し之 を祌に 捧げる ので ある^ 云 ふが 如 

き い ろ /) の說 明が あ る 0 

私 は W 上に 於て 包皮 切斷の 風習に 關 する 大略 を述 ベ た が、 愈 々之れ 

より 本論に 入 り、 我 國 民に 於け る龜頭 裸出の 民族的 風習に 就き 其の 

起源に 關 する 卑見 を 述 ベ て み や う 0 

抑々 今日に 於 て も 南洋諸島に 於け る 土人 間に は 殆ど 〈通 的の 風習 

として 贵賤 貧富 を、 通じ 割禮 即ち 包皮 切斷の 儀式が 行 は れ て ，Q る、 そ 

れは獨 り 回々 敎徒 たる 土人ば かりで 無 く、 同 敎 徒たら ざる 『ダ ィ ァ 

ク J 『パ プア』 『二 ァス』 等 の 蠻 族 を 始 め r  メ ラ ネ シ ァ J  r ホ リ ネ シ ァ』 

『ミ ク 口 ネシ ァ』 等の 蠻人 問に 於ても 行 はれて ゐ る、 而 て 此の 風習の 

起源に 就て ゲ, ランドの 說 きし 處に 依れば 『ネリ ネ シァ』 の蠻族 

は 陰 塞の 龜頭を 以て 生命の 力 を賦與 する 神聖の 部分な りと 信じ、 之 

を 掩蔽せ ざるが 爲に 包皮 を 切除す るので あ る、 果 して それが 事實で 


あるか 否か は 分らぬ が、 南 洋 諸島の 土 入 間に 於て 此の 風習の 今猶ほ 

行 はれて a る こと 及び 前述の 如く 石 製の 刀 を 以て 包皮 を切斷 せし 

史實 あるに 徵 すれ ば、 其 の 起源 は 非常に 舊る いもので 石器時代 にあ 

しこと を 知る ベく、 而て獨 逸 有名の 入 類 學者シ ェ 1 ンザ ックの 

說 きしが 如く 原始人 類の 搖籃地 を 以て 南洋の アクス トラ リャ なり 

ヒ せ ば、 包 皮 切斷の 風習 は 或は 南洋 土人よ..^ 起った もので は 無から 

う 歟、 而 て それが 亞弗利 加に 迄も傳 つたので は 無から う 歟、 蓋 し 地 K 

學上 明かなる が 如く  r フリオ ツエ— ン J 時代に 於て 南洋 島と 亞細 

亞大隆 と の：？ i- 絡が あつたと すれ ば、 此 時代に 當 りて 南洋の 原始人 類 

が 亞細亞 大隆に 出で、 更に 亞蔸利 加に も 進み 入 つた かも 知れな い、 こ 

れは 固より 想像で ある にして も、 包 皮 切斷の 風習 は 恐く は.！ g 始 人類 

の故鄕 たる 南洋 島より 起り て それが 遠く 亞弗利 加にまで 條り ざれ 

より 更に 猶太 人 及び 回々 敎 徒に 傅った ので は あるまい かと 思 はれ 
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】 五 〇 

るので ある o 

我が H 本島に 於け る 先住民族で 九州 及び 其の 附近の 諸 地に 棲 住せ 

し 種 族、 所 謂 r 倭 人」 な る 者の 祖先の 多數が 南洋より 移入せ し土蠻 な 

りし こと は 一 點の疑 ひも 無い、 殊に 南 九州に 住みた る * 人 族が 其の 

風俗に 於 て、 南洋 の土蠻 r ボ ル ネヲ」 族に 酷似せ しこ ビ は、 其 の 祖先 

の 南洋 土人なる こビを 明示す る もの で、 卽 ち 黥 面 文身の 風習 ありし 

. 3  i や、 其 の用ゐ たる 楣に頭 髮を附 し 赤 白 土 を 以て 採 色 を 施せし こ 

と や、 犢 鼻 襌を あてし こと や、 舞 踏 を 好みし 等、 いづれ も 『；ホ \ ネ ォ』 

の 風俗に 酷似して なる、 又た 南洋諸島の 土 蠻には 生殖器 崇拜の 習 

俗 が 夙 に 行 は れ たもの で、 和 蘭の 學 者-一 ュ ー クェ ン フィスの 著者 

r ホ クネオ 旅行 記」 に 依る も r ホ クネオ」 土人が 陰 室の 形 を 大きく 

作製して 惡魔を 驅逐す るた めに 立て.^ 置く が 如き 風習が あ る、 我 國 

に 於ても 「古 語 拾 遺」 に 男 室 は 蝗害を 防ぐ 魔力 ありと して r 宜 以 

下 


牛宍 溝 口、 作 男 室 形以加 之』 と 見 、生 殖器 崇拜の 習俗の：^ に 上古 

二  一二 1 二  1  ヨ 

時代に あ h> しこと を 明示して ゐる が、 これ 亦た 其の 一 部 は 南洋より 

移入した る もので あらう。 

我が H 本人の 血管 內に 南洋 土蠻 たる 印度 ネジ ァ ン 種族の 血液が 多 

く 流れて ゐる こと は 人類 學上旣 に 明白なる 處 で、 日 本人 中 顔面の 短 

く 鼻 梁の 低く、 ロ大 にして 唇 厚 く、 顴 骨 突出し 鬚髯に 乏しき 者 は^ち 

此の 種族の 血液の 濃厚なる もの で、 九 州中國 よ..^ 柬 海に 百 一 り、 主 と し 

て 太平洋の 沿岸に 多く 住んで, Q る、 此 の 如き 民族 は 前記の 車 人種 族 

^其の 祖先 を 同 ふす る もので、 南洋の 土蠻の 後裔た る 以上 は、 其 の 始 

めて H 本島に 移入せ し 有史 以前の 時代に 於て は 其の 母國の 風俗 を 

守 ，0 て ja 皮 切斷ゃ 生殖器 崇拜を 行って a たで あ ら う、 然 るに 智力 武 

力 共に 優秀なる 天孫 民族の 東北 亞細亞 大陸より 日本 島に 渡来して 

是 等の 先住民族の 征服 せら れ、 或 は 同化せられ てから は、 包 皮 切斷の 

1 五 1 


風習 も いつしか 廢 絕に歸 し、 唯 V, 其 

的に 包皮 を 下方に 牽 返して 龜頭を 

あ ら う、 而 て 此の 慣習が 遂に 一 般日 

之 を 嫌 ふやうな 第二の 慣習 を 生む 

日本人が 犢鼻襌 をし める 習俗 も糙 

襌は 長さ 四 尺 幅 一 尺 位 で、 芭 蕉 の 纖 

形式に 於て 日本人の 街 ど 少しも 違 

だ 前後の 雨 端 を 長く 垂れ下げて 置 

藏 氏の 說に 依れば 馬來 半島より フ 

く 行 はれて. 0 る、 韓國 には犢 鼻^ を 

と稱 する 者 ある も H 本のと は 全く 

先た る 火 蘭 降 命が 犢鼻 をつ けたと 

洋の 風俗で あつ て、 其 の 始めは 南洋 


一 五 二 

の 遺風と して 少年 時代より 機械 

裸出す るに 留まる に 至った ので 

本人に 普及し て、 包 莖 を 恥 ぢ 或 は 

に 至った ので は あるまい 鰍. - 

かに 南洋 傳來 であ る、 南 洋 土人の 

維 或は 樹皮 を な めして 造 り、 其 の 

は ぬ、 其 の 締め 方 も 同じで あ る、 唯 

く 相 違 の あるに 過 ぎ な い、 鳥 居 箭 

ィ リツ ピン 諸島に 至る 迄、 襌 が 廣 

用 ふること 無 く、 支 那 にて は犢鼻 

異 ってゐ る、 而 て 國 史 上 、第 人の 祖 

云ふ傳 說に徵 して も、 犢 鼻 揮が 南 

土 蠻の後 资 たる 阜人 族の 締めて 


ゐ にの が 漸次 一般の 日本人に も齊 及す るに 至った ことが 明かで あ 

る、 されば 日本人の 陰莖龜 頭が 裸出し 又た 犢鼻裸 をし める 陰部に 關 

する 兩 習俗 は 共に 南洋に 淵源せ る もの ど認 むべ きで ある。 

(へ) 男女の 自由 交會— 歌 垣  . 

我國の 上古 時代に は r 歌 垣』 といって 男， 女 自由 交會の 風が 盛んに 

行 はれた、 これ は r 常隆 風土記』 にある が 如く、 諸國の 男女が 赛は花 

の 開く 時、 秋 は 紅葉の 節 相 集いて 游戯し 歌 を 唱和す る ことで、 此際男 

子の 方から 吾が 意中の女 子 を 呼びかけて 名乘り をな し 婚姻の 約 を 

結ぶ ので ある r 萬 葉 集』 に は 此の 歌 垣 を 詠んだ 長歌が ある。 

鷲の 住む 筑 波の 山の、 も はっきの 其の 律の 上に、 誘 ひて 少 女 少 

男の 往 きつ どひ、 か V ふか、 ひ に、 人 づ ま に、 我 も 交 ら ん， 我 つ ま 

に、 人 も 事 問 へ、 此山 をう しはく 神の 一 初めより いさめぬ わざ ぞ 

1 五三 


1 s 

-^r 日 の み は、 め ぐし も な 見 そ 言 も咎 むな 

歌 垣 は都會 にて は 市の 中、 村 里に て は 山上に て 行った ものである， 

『攝 津 風土記』 に は r 歌 垣 山」 とい ふ 山が あつ て、 男 女 此の 山に 登り 歌 

垣 をな したと あ る、. }^ の 中で は 大和の 海 石榴 市な ど で、 武 烈 天皇 は此 

の 市で 物 部の 影 嫒と會 合せられた ことがあ り、 又 た 『萬 葉 集』 にも 

『つば 市の 八十の ちまたに 立ち 云々」 と ある r 萬 葉 古義』 に 『古 は 

專ら 市街に 集 ひて せし こと、 思 はれ て、 大 和 物語 に、 中 頃 はよ き 人々 

市に 出で きて なん 色 好む わざ をし ける と ある-、 歌 垣の 類なる ベく 

拾遺 集に も 「す ぐろ くの 市壤に 立てる 人づ ま の 逢 はで やみなん も 

のに や は あらぬ J と 記して ゐる。 

然るに 此の 如き 風習 は 南方 系の 民族に 於ても 認めら る、 處で， 「簷 

暖雜 記」 に 依れ ば、 南 方 支那に 於ても 歌 垣の 如き 男女 自由 交 會の風 

があった、 曰く ヌ t 西 土 民、 及 ？ m ^苗^  I 中略) 俄 男女 之 事 不甚有 別、 每 


奢 月趁墟 唱歌、 男女 各 坐 一 邊、其歌皆5:-女相悅之^1、其不.^!3者亦有§&拒 

之、 若 兩相悅 則 歌畢， 輙携手 就 酒 棚、 並 而 飮』 と あ る 、仍 つ て 忍 ふ に、 我 0 

上古 時代に 行 はれし 歌 垣 も 亦た 南方 系 民放より 傅來 せし 風習の 一 

であらう 0 

(ト) 平安朝 時代の 喰 人 鬼 

平安朝 時代の 物語 ゃ隨筆 書の 中には 鬼が 人 を 喰った とい ふ 記事 力 

散見 る、 今 其の 二三 を擧 ぐれば 『伊勢 物語』 に r 行く先き 遠く 夜 も 

更けに けれ ば、 鬼 ある 所と も 知ら で、 神 さへ いとい み じう 嗚 り、 雨 も い 

たう 降りければ、 あばらなる 倉に 女 をば 、奥に 押し入れて、 男 は 弓 胡 を 

負 ひて！ 11  口に 居 り、 は や 夜 も あけなん と 思 ひつ 、ゐた b ける に、 鬼 早 

や 女 を 喰 ひて け h 二ぶ々』 と あり、 又た 『宇治 拾遺 物語』 に 『惟く き 

男 の 言 ひ 草 か なビ て 三度 上 ざま へ 上け あげし げ、 落 つる 所 を 口 を あ 
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きて 喰 ひたりけ り： な ベ て の 

く な つ て、 二 の 男 を  一 口に 喰 

『かくて 三 曰 程 過ぎて、 女、 此 

て あ た う 、ま 氣、 た 1 口 と い 

程 な く 喰 ひ 殺 さ る ベ し J と 

るに、 かの 妻 少しも 疵 なく 死 

骨とば かり 殘り て、 肉 は 少し 

と. <  は 云へ り」 と ある 0 

降 つ て 鎌 倉 室町 時代の 世 に 

を 喰った とい ふ 事が 書かれ 

作った もので、 羅 城門、 大 江山 

は 喰 人 鬼の 住む 處 となつ て 

如何にも 凄慘を 極めた もの 


人 

し 

、遠 

で 


ほ ど な 

け り = 

子 を 抱 

し を、 ほ 

ひ 又た 

た る 

無 か 


く れ 

あ る- 

く は 

た、 こ 

r 不 


を 


る 男 

と あ 

き て 

の か 

、棹に 


る 

田 5 


奧 の 

中 に 

義ゃ 


と 

晝 

を 

、鬼 

、ま 
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見 る ほ ど に、 夥 し C 大 き 

，又 た 『今 昔 物 語』 に も 

寢 ける を、 驅 つ/、/ \- 見 

聞 き て、 さ て は 鬼に こそ 

切り開 き、 火 を とぼし 見 

ちかけ V」 置きけ.^  、皮 ，と 

の 吸 ひ 殺した るな めり 


中 に も、 屢 々鬼 出で 

より 昔噺 古歌に よ 

達 ケ 原、 越 後の tri 隱 

『安 i^J ケ原』 の謠 

の M の 中 を 物の 隙 


、 A 

り て 

山 等 

曲 は 

よ り 


よ く 見 れ ば 膿 血 忽 ち 融 灘 し、臭 穢 は 満 ち て 膨 脹 し、膚膩 悉 く 爛壤 せ 

人の 死骸 は數 知れ す、 軒 と 等しく 積み 置きたり、 いかさま、 これ は 音に 

聞 く、 安 達ケ 原の 黑壞 にこ もれる 鬼の 住みかな り、 恐 ろ し や、 か 、る 憂 

き 目 をみ ちの く の、 安 達ケ 原の 黑 1^ に 鬼 こもれり ど 詠 じけ ん、 歌 の 心 

も かく やらん 云々』 ^あ る、 而 て 此の 安達 ケ原を 始め^し 大江 山、 in, 

隱山 等の 謠 曲が 皆 平安朝 時代に 於け る 鬼の 傳說に 基いた 者で ある 

こヒは 今更 絮說 する 迄 も 無い 0 

されば 兹に 於て か 起る 疑問 は、 平安朝 時代に 於て 人肉 をへ おした^い 

ふ 鬼なる 者の 本 態で あ る、 當時 の 人々 が 鬼 呼びた る は、 其 の 形容 醜 

惡 獰猛に して 如何にも 恐ろし く、 普 通の 人々 の 眼に は 妖依鬼 魔の や 

うに 見. た 者の 謂 ひで あら う、 而 て 此の様な 者が 王化 未だ 普及せ ざ 

る隆 奥の 安達原 越後の tt; 隱山 等に 棲みし のみなら 、ず、 文 明の 中心た 

る皇 都に 近き 羅 城門、 大 江山に も 居り、 往々 都 あたりに も 襲ひ來 りて 
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人 を 殺し 其の 肉 を 食 ゥたヒ いふ 1^ 安 時代の 傳說が 果して 事實 な，， ， 

ヒ せ ば、 其 の 所謂 鬼なる 者の 本 態 は j 體何ぞ あら う. 數、 私 共の 考 ふる 

處 では 太古より 我國に 住んで ゐた 土蠻の 類で あつ て、 それが 平安朝 

時代に 至りても 尙ほ 幾分 か殘存 して 深 山、 曠 野に 隱れ、 折りく 都に 

近き 塲所 にあら はれて 人 を 殺し 肉 を 食った が爲 め、 當時之 を 恐れて 

鬼 ど 呼んだ ので あら う、 彼 等蠻 族が 其 の 容貌の 啻に 醜 依なる のみ な 

ら や、 人 を 取り殺して 其の 血 を 吸 ひ 其の 肉 を 味 ふの を 見聞して は、 當 

時人 心の 尙ほ 幼稚な りし こヒ k て 之に 鬼なる 名 稱を與 へ た の は  ー^^ 

し當然 である Q 

然 らば 此の 鬼ヒ 呼ばれた 喰 人種 族 は 一 體 何者か ヒ いふに、 私 は 石器 

時代の 頃、 我 國の內 地に 廣く蔓 布して ゐた 先住民族 である ヒ信 する 

签し 彼等の 遺蹟なる 貝塚の 中に、 摧 折せられ たる 人骨の 往々 發 見せ 

らる、 事實 は、 借 かに 彼等の 喰 人の 風習 を 有せし こと を 吾人に 語る 


もので あ る、 彼 等の 遺蹟た る 貝壤^ は、 當 時 其の 食した る軟體 動物の 

貝殼の 堆積で あるが、 併し 其 中には 野獸の 骨片、 魚類の 遺骨 等の 混在 

を も 認め る、 而 て 吾國に 於て 始めて 石器時代に 於け る遗 物？. 蔬を W 

究 したの は、 米國の 學者 エドフ ー ド 4 1 ダスで あつ て、 吾 帝 國大學 の 

講師^して 聘 せらる、 や、 直 ちに 貝壞の W 究に從 事 し、 明 治 十 一 年始 

めて 武藏國 筏 原 郡大森 村に 貝 5^ を發 見し、 其の 中に 野獸の 骨の 外に 

牲々 人骨の あるの を も 看 出し た、 之 に關 する 記事 は 明治 十二 年發行 

の r 理科 會粹』 に揭 載され て あるが、 今 こ、 に 其の 一節 を 折 出 すれ 

ば 『猪 鹿 骨の 支 離散 亂 せる 中に、々 人骨の ある を 認め、 一 つの 倫庠 

をな せる もの 無 く、 恰 も 世界 各所の 介墟に 於け る 食 人の 跡 ど 正に 一 

轍なる を 知れ . ^、即 ち、 其 の 骨片 は往々 他の 猪 鹿の 骨 ど 共 に、 其 の當時 

骨 髓を收 め、 或は 鍋に 投 せんが ために 摧 折せられ たる 痕を 留めて 人 

爲の跡 班々 掩ふ ベから す、 殊に 此 等の 骨 は 筋肉の 剝脫し 難き 處に於 


1 六 o 

て 削 痕を留 むる こビ 最も 深く 且つ 摧殘 の甚 しき を 見る J と あ る、 さ 

れば此の記事に徵するに、我國先住の民族間に喰人の風ぁ.^しこヒ 

は 明かで ある、 又た 現今 牝 海道の 偏 隅に 住める 『アイヌ』 の 祖先が 

喰 人種な りし こと は、 パチ H ラ ー の 明治 三十 四 年に 刊行せ し 『アイ 

ヌ人 及び 其の 說 話」 中に も 記す る處 で、 其 中に 『アイヌの 祖先 は 人 

肉 を 食す る 人種な りし 故、 己 の 親戚 ピ 維、 之 を 殺 し、 生 にて 其の 肉 を 食 

し た り、 然 るに 神なる アイ ヲィ ナ、 天 より 降りて 捕 魚 翁、 弓、 鍋 等 を 製作 

する こ ヒを敎 へ、 且つ 魚類 肉食 は 食前 必す 料理して 食 ふ ベ きこと を 

敎 へ た り、 其 の 人々 互 ひに 相殺して 其の 肉 を 食 ふ は 誠に 惡 るし， こて 

大に 戒めた り、 又 た アイ ヲ イナ は アイヌに 漁獵 をも與 へた り、 故 に ァ 

ィヌは 其 後人 ヒ互 ひに 相殺し 人肉 を 食せ ざるに 至れ. oj と あ る、 又 

た 人類 學 者の 泰斗たり し 坪 井 正 五郎 氏の 『東亞の 光 J 第六卷 第二 

號の， 紙上に 公に せられし 一 論文に 於て 『方々 にある 貝殼の 管の 中 


か ら、 鹿 や 猪の 骨と 同じに 人骨の 割った のが 出る、 これが 若し 葬む つ 

たのな ら 、全 體が ある 譯 です が、 さ う で 無い、 手足の 骨が バ ラぐ にな 

つて ゐる … … 、鬼に 角、 野蠻 未開の 地 を 調べて みると、 現存の 人間の 中 

に も、 人 肉 を 食 ふとい ふ 事の あるの を 見れ ば、 日 本に 古く 住んで ゐた 

人間の 中に も 或は 人肉 を 食 ふ 風が あつたで あらう と 推測す る こと 

が出來 る』 と 述べて ゐる。 

是に 由り て 之 を 見れ ば、 我國の 先住民族 たる 『アイヌ』 に i 良 入の 風 

のあった こと は 明瞭で ある、 又た 同じく 穴居の 蠻族 たる 土 蜘蛛 族の 

如 き も、 之 を 南洋 系の ものと すれ ば、 喰 人の 風の あつたか も 知れない 

されば 平安朝 時代の 物語 中に 散見す る 喰 人 鬼 は、 當 時尙ほ 山野に 隱 

れ たる 先住民族の 子孫と 看做すべき ものである、 久米邦 武氏も r 史 

海』 第三 十二 卷に 於て 『その か み、 大 和の 京に て ありし. 時 は、 丹 波 丹 

後の 山奥に は、 土 蜘 蛛、 佐 伯の 類殘 りて、 山城の 原に も 出で 人 を 喰 ひた 
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りし 故に 

下りて 堀 

物語に も 

由 り て も 

謂 鬼た.^ 


卒 安の 京と なりし 後 も、 人 々皆 欺く は 恐れ 

川 鳥 羽の 院の朝 に、 藤 原 隆國の 宇治 物 語、 今 

、鬼の 人 を 喰 ひたる 話 は 幾 條もぁ り J と 述 

喰 人の 風 ありし 先住民族の 尙 ほ殘存 せる 

しこと が 益々 明かで ある J 

(チ) 鬚髯 を蓄 ふるの 風俗 


た る 

昔 物 

ベ ら 

も の 


な 

語、 

力 


,り 、世 や > - 

宇 治 拾 遺 

た が、 是 に 

當 時 の 所 


上古 時代 

やして. Q 

鬚 髯 を 蓄 

の 氣の衰 


ま ゝ 

せ る 


鬚髯 を 生 

は 是 非 共 


より 平安朝 時代の 初 ま で は 男 子 に 自然の 

たもの で、 殊 に 武勇の 士 として 雄々 しく 見 

へ るの を 必要と し た、 然 るに 平安朝 時代に 至りて 質朴 剛健 

へ 優美 懦弱の 俗 を 生じて より 男子で ありな が ら 女 子 の 恣 

態 を 傲 ひて 鬚髯 を 剃 去す るに 至った ので あら う、 但 しこれ は 生と し 

て 公卿の 間に 行 はれた もので 鬓鬓の 外に 眉毛 を も 剃る ことにな つ 


た 『梅 日記』 に r 古代 は 凡て 鬚 を 除かざる ことの 樣に 云へ ど， 源 

氏 物語に 御 鬚な ども 取り繕 ひ 玉 はね ば、 茂 りて 親の 喪より もげに や 

つれ 玉 へ うと ある を 見れ ば、 此 頃 は 次に 髭 を 制り 玉 ひしに や』 と あ 

り、 又た 荻 生 祖徠の 『南 留別 志』 に は 『男の 鬚 を 制る こど は 男 風 盛 

ん になり て 盾 をつ く り、 薄 化赃 せし 頃よりの ことなるべし』 と ある 

源氏物語の 出で し 時 は 人の 知る 如く 平安朝 時代で あり、 又た 男色の 

盛ん どなりし も 此の 時代からの ことで ある 故、 此 等の 事實の 上より 

考 ふれば 男子の 鬚髯 を 制 去せ し は 平安朝 以來の ことで あらう。 

さり 乍ら 武士 社會 にて は 近世 時代に 至る 迄 も 鬚髯 を菩は へ、 若し 男 

子に して 鬚な き 時 は 非常に 之 を卑ん だもので あつ た、 此 の 如き 風習 

は 旣に奈 良 朝 時代に もあって r 萬 葉 集』 に 『かつまたの、 池 はわれ 

しか 蓮な し、 しか 言 ふ 君の 髭な きか 如」 とい ふ 歌が ある が、 髭 の 無い 

男 は 一 種の 不具者 か 或は 女の 如き 柔弱な もの. - 如くに 思 はれ た、 降 
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て 江 芦 時代の 初期に 至る 迄 も • 

び r 慶長 見聞 集」 にも 『天 正 

郎兵衛 とい ふ もの 戯 言 をい ひ 

衛 あの 髭な しと 惡ロ しけれ ば- 

に  男た  る  人の  髭な  しと  言 は る 

た ま へ り、 故 に 髭な き 男 は、 あ は 

て 毛 髭 を 生 へ させば やと 願 ひ 

に も r 昔 の 男 は 髭 を 好 み、 其 の 

拔 きを 放れ す 、旣 に 客 を 招請す 

し と ぞ、 さ れば 髭な きもの は 墨 

で 町 奴 どい ふ 者に ありて 能く 

に徵 して も、 江 in, 時代の 一羽 期 ま 

風の 行 はれた こ：. J が 明かで あ 
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勇武 を 重ん やる 武士 社會は 鬚 髯 を 尙 

の 頃 小 田 原に て 岩 崎 嘉左衛 門、 今 井 六 

あ が り 爭 ふ、 嘉 左衛 門が 髭 な し 六 一郎 兵 

卽 時に 刺しち が へ て 死した 、り、 さ る 程 

、は 臆病と いはる \ 程の 恥辱に 思 ひ 

れ髭生 ゆる ものな ら ば、 身 をし ろか へ 

产 

たる 云々』 と 見お、 又た 『還 魂 紙 料」 

美し からん こと を 望む が 故に 常に 毛 

る 時、 煙草盆に 毛拔 きを 添へ て 出 だせ 

にて 髭 をつ くりし 遺 風 近 年 (文 化 頃) ま 

人の 知る 處 なり』 と ある、 此 等の 記事 

では 尙ほ 武士 社會に 鬚髯 を 重ん せし 

る 0 


此の.^  く我國 にて は 上古 時代より 近世 時代に 至る 迄， 男子 就中 武士 

階級に 於て 鬚髯 を蓄 はへ、 之れ なき を 一 種の 耻の やうに 感じた の は 

私の 見る 處を 以てする に、 是 れ 亦た 日本 民族の 祖先の 一た る 『アイ 

ヌ』 よ 返 風で あらう、 蓥し多 鬚多鬓 なる 『アイヌ』 が 其の 種族 的特 

性 を 重 じて 鬚髯 を 愛 重せ しは顯 著なる 事實 であって r 續々 群 書類 

從』 中に 收载 せる r 蝦夷 島 記』 にも r 科 人 をば 死罪に 行 ふこと は 

之れ 無く、 過 科 を 取り 申 候、 過 科 贖 ひなら や 候 へ ば、 髭 を 拔き罪 を 免れ 

申 候、 髭を拔 かれ 候 へ ば、蝦夷の交.^相成り不申候、死罪同檨に存じ候 

由」 と ある、 而て 上古 時代より 朝廷 守護の 親 兵と なり、 又た 權 門の 從 

者と なった もの は 『アイ ヌ』 (蝦夷) 及び 隼 人で あつ て、 宫闕 護衛の 任 

に當..^し蝦夷は佐伯部と稱せられ、武門の楝頜たる大伴氏の 一 族 佐 

伯 氏の 統率の 下に 在った ものである、 而て平 安 朝 時代 以降、 王 政の 變 

徵に乘 じて 東 國に崛 起せし 武士に は 蝦夷の 血液 を 混せ る もの 多く 
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其 中に も奧 羽の 雄鎮 たりし 藤 原 秀衡ゃ 安倍 貞任 等の 如き は 蝦夷 系 

の 武士 中、 最 も 世に 顯 はれた 者で ある、 されば 京師の 公卿 は、 東 國の武 

士を稱 して 『東 夷」 (あ づ ま，^ びす) とい へ る 蔑 稱を附 し た、 是 に 由 て 

之 を 見て も、 古 來 武士 社 會が 鬚髯 を 重ん せし 由來は 自然, 暸 である. - 

蝦夷の 血液 を禀 けたる 武士が、 其の 視 先よ.^ の 遺傳的 因習 を も 受 け 

て簡粗 素朴の 生活 を營 み勇壯 剛健の 士風 を尙び 鬚髯の 黑 くして 漆 

の 如くなる を 喜んだ のも决 して 偶然で な く、 這 般の 風習 は 江 to, の 一 初 

葉まで は 依然として 持續 し、 町 奴 下賤の 輩に 至る 迄 も 髭 を 蓄 は へ 或 

は 作. 0 髭 を 書いて 勇武 を 装 ふて， Q た、 然るに 元祿 時代の 頃から 其の 

反動が 起って きて 武士 社會 にも 豪奢 懦弱の 風 を 生 じ、 今 まで 人に 誇 

りし 鬚髯 を も殘り 無く 剃りて 女子の 風を粧 ひ、 果て は 唇に 紅し 粉 を 

塗る もの を 出 だす やうに なつ た、 元 祿の 頃まで は 大地に 踞る折 助 又 

たは 餘持挾 箱 持の 如き 匹夫 下郞 でさへ 、鬚髯 を 生やして たので あ 


るが、 此の 時代 以降 は蓄 IS 此の 風 殆ど 消失して 明治維新の 頃にまで 及 

ん だので ある 0 

明治維新 後 我が 國 民の 再び 鬚髯 を蓄 ふる 者の 多くな つてき たの は 

散髮に 於け るが 如 く、 歐 洲の 風俗 を眞 似た が爲 めで、 其の 證據に は 明 

治 七 年 世に出で し 『門 答』 とい ふ 小冊子に 『髭で も 生やし、 やたら 

に 西洋人 を 具 似た が.. >』 といへ る 川柳 を 載せ、 又た 同年 發 行の 『繁 

昌誌』 に 開化の 事物 を列擧 せし 中に 『生鬓 新 古」 とい ふの が ある 

を 見ても 分かる 0 

(リ) 眼 尻の 朱 紅と 紅隈 

操 人形 や 舊劇狂 言 に は 好 將惡卒 に 限.^ て 其の 眼 に il^ 紅 を 施し 或 

は 紅の 隈取り をして 蠻奨 を表徵 せしめて ゐ る、 私 は 之 を 以て H 本 民 

族の 祖先の 1 たる 隼 人 族卽ち 印度 ネジ ァ ン族 系の 遺風 遗俗 を俾べ 
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たる ものと 信す る。 

抑々 上古 時代の 軍兵た る久米 部、 即 ち 隼 人 族と 其の 系統 を 一 にせる 

異種 族に、 黥 面の 風 ありし こ， こ は 『古事記』 に r 大久米 命、 次 天皇 之 

命、 詔 其 伸 須氣佘 ^此賣 之 時、 見 其 大久米 命 黥 利 目 而思奇 云々』 と あ 

る を 見ても 明かで あ る、 黥 利 目 (さ ける と め) と は ^1^ し 目 眦 を 裂 き て 之 

に 入墨せ るの 謂 ひで あ る、 本 居宣 長の 『古事 記 傳』 に は 『黥 は 唯 だ 

借 字に て さける は 裂けるな り、 そ は 自然に 裂けて ある を 云 ふ 他 の 之 

を 裂 き た るに 非す』 と 註解し て あ る が、 併 し 此の 如き 解釋は 固より 

不 當 で あ つ て、 旣 に 黥 どい ふ 文字の 特に 使用 せられて ある 以上 は、 矢 

張り 其の 文字通り 黥 面の こと、 解し なければ なら ぬ、 古 0 にて は 黥 

を 『めさく』 ヒ いふ、 卽ち 眼眦を 裂く の義 であつ て、 眼 尻に 黥 を 施 し 

眼の 外 觀を銳 くす るので あ る、 久米部 の (久 米) と いふ 語原が 久流目 (く 

る め) よ り 出で T 久流 目』 と は 眼目の くる く として 眼 先き の 鋭い こ 


ど を 云った ので あら う、 而 て 

黥 は 之 を 面部に 施した もの 

を稱 して 阿曇の 目 (あ づ みの 

りし こと を證 する もの ヒ謂 

部ビ 同じく 南方 系の 異 民族 

此の 如く 上古より 中古 時代 

の 軍兵 武士 は 一 般に眼 尻に 

時代 頃より 起った 傀儡師 は 

其の 眼 尻に 朱 紅 を 施して 蠻 

て 此の 風が 近世にまで 傳は 

風 も 起った ので は あるまい 

S 湼 


之 を 我が 古史に 於け 

で、 殊に 海人 部の 俗な 

め) と 云 つたの は、 服邊 

はねば なら ぬ、 派 て 

である 0 

の 1g 期に かけて 勇悍 

黥 を 施して ゐ たもの 

猛勇 奸惡 なる 人物 を 

勇の 風 を象徵 せしめ 

り 遂に 演劇に も 及ん 

齒 


る 記事に 徵 しても 

る 阿曇 (あ づ み) が 黥 

に 黥 を 施す の 俗 あ 

の 阿曇の 族 も久米 

獰猛なる 隼 人出 身 

であるか ら、 平 安 朝 

示す 人形に は 特に 


こ 
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もので あ ら う、 而 


で 紅の 隈取の 如き 
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婦人が 其の 齒に 鐵漿 をつ けて 黑 

年に 至て 大に衰 ふるやう になつ 

ら や、 男 子 間に も 行 はれた もので 

湼齒が いつ 頃から 起った か 否か 

本物 語 本から 湼齒の 風の 記載せ 

り 世に 大に行 はる  やうに なつ 

には齒 ぐろ めの 能くつ きたる」 

日 記，』 に は 『齒 ぐろ めつ けな ど 

『源氏物語』 に r 齒黑め もま だし 

々』 と あり r 空穗 物語 J に 『御 

ヒ見， S  r 榮花 物語 J に r 齒 ぐ ろ 

などに 徵 すれば 始めは 專ら 女性 

かる、 然るに、 平安朝 時代の 末葉に 
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く 染める 風 習、 卽 も 澄齒の 風習 は 近 

た が、 古 代に 於て は fD に 婦人の みな 

あ る G 

は 明白で 無い が、 早 安 朝 時代の 隨筆 

られて あるの を 見 る ビ、 此 時 代 頃 よ 

たらし い、 淸 少 納 言 の 『枕 の 草 紙』 

といへ るが 如 き 記 事 あ り 『紫 式 部 

果 敢 な き耩 ひすと て 云 々 J と 見， Si 

か.^ ける を ひき 霧 はせ 玉 へ れば云 

鏡た くう 紙 黑 ぐろ めよ.^ 始 り て」 

め黑ら かにつ けて 紅 赤う』 と ある 

間に 疸 齒の 風の 行 はれた ことが 分 

近 き 鳥 羽 天 皇 の 頃 か ら、 男 子に も 


齒を なすが 如き 風が 起って きた， もとは 公卿が 始まりで Hi 入藻芥 J 

に 『鳥 羽院の 御代 以前 は 男の 盾の 毛を拔 き、 髭 を はさ み、 鐡 漿を つく 

る こと 一 切 無 之 云々』 と あ る、 然 る に 武家時代に 入りて は 武士 も齒 

を 染める やうに なった、 それ は 『平家物語』 『源平 盛哀 記』 『太 平 記」 

を 見ても 武士 澄齒の 風の ありし こと は 明かで あ り、 降 つて 足利時代 

の 末葉に 至る 迄 も 此の 風が 行 はれた、 『武器 考證』 に 『小 田 原牝條 

家に 限ら や、 古 代 京都の 武士 は鐡漿 をつ けたり、 他 國の侍 はかね つけ 

る こと 無 かりし を 小 田 原の 侍 はかね つけし こと をい へ るな り 云々』 

と ある 0 

澄齒の 風が 南洋 傳來の ものである こと は 前旣に 述べ て 置いた が、 U 

10- 時代に 於け る考證 家の 中に も外國 より 傅來 せし 風習なる こと を 

述べた ものが ある、 例， &ば喜 多 村 信 節の r 嬉游 笑覧』 に r 黑 齒其始 

め 定かなら す、 和 名杪に 文選 註 を 引いて、 黑齒國 在柬海 中、 故 曰 黑 齒、 俗 

1 二 一 
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云 波 久路女 云々』 と 記し、 又た 『和 事始正 語，』 にも H 父 趾國人 男女 

二  1 

齒を黑 く す、 ギ ン マ ビ云ふ 草を嚙 み て 齒黑く な る、 客 求れば 先づギ ン 

マ を 供す ビ華夷 通商 考に 見，^ た り、 黑 齒國と は 交趾の ことなるべし』 

と ある。 

古 來馬來 半島の 土人 間に 檳榔 子を嚙 むの 風 ある こと は 周知の 事實 

で 土人 は 檳榔子 を 切つ て 小片と な し、 そ れを 口に 入れて 嚙 みて は 昧 

ひ、 眛 ひて は それ を 口から 吐き出す 風習が あ る、 之 がた め 彼等の 口唇 

は 赤く 齒は黑 い、 我國の 民族に は 前旣に 論せ しが 如 く、 商 方 系の 種 族 

も尠 くない から、最初我國に移住せし當時は母國の風を守...^ て檳榔 

子 を 嗨んだ 者 もあった であらう が、 次 第に 其の 不足 缺乏 を吿げ てき 

たが 爲め 人工的に 黑齒の 法を講 する やうに なり、 鐵 1 水 をつ けて 黑 染 

する が. g き 惯習を 生す るに 至った ので あ、 らう。 


江^時代に 於て 卑吝の 商人と い へ ば 「伊勢屋』 の 名 を 以て 代表 せら 

れ たもので、 尙 時代の 狂句 や 川柳 等に 徵 しても 明かなる が 如く、 商 技 

に敏 にして 且つ 卑吝の 甚だしき ものく 代表的 名詞と して は 伊勢屋 

を 舉げ、 之 を 痛快に 覊 倒して ある、 然 らば 伊勢屋と は 如何なる もの 

かとい ふ に、 そ れは 伊勢 國 より 出で た 商人 で、 江 卢開 府の當 時、 江 m に 

集り 來 り、 軒 を 連ねて 店舖を 開いた もので あ る、 伊 勢の 人間が 元来 商 

利に 拔け 眼な く 資財 を 作る に 手段 を 選ば ざり しこと は、 决 して 江 11; 

. 時代に 始まった ことで 無く、 遠く 平安朝 時代から 人に 知られて ゐた 

ことで r 今昔 物語』 に は 伊勢 人 を 罵りて r 伊勢 國は 父母の 物 を 奪 

ひ 取 り、 貴 き賤 きを 箇は す、 互 ひに 隙 を 量りて 弱き者の 持ちた る 者 を 

も 樺ら す 奪 ひ 取りて 己が 貯 とする 處な. o」 とい ひ、 伊勢 人の 貪愁狡 

i 
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滑なる こと を 攻撃して あ り、 又 た r 夫 木 集 J に は 鴨 長 明の 和歌な る 

r 伊勢 人 は ひが 事し け. -津 島より 甲斐 川 行けば 和 泉 野の 原 J や、 又 

た 西 行の 和歌なる 『いせ 人 は ひが 事し けり 楚粟 のさ、 に は あらで 

柴に こそ あ れ』 な ど を 載せて ある 程 で、 伊勢 人 の 自利 主義なる こと 

は 平安朝 時代よりも 能く S 人に 知られて ゐ た、 此 の 如き 國人 である 

か ら、 江 戸の 開府 せらる 乂 や、 其 の 繁昌 を 耳に して 遙 かに 江戸に 上り 

商店 を 開いて 資財 を 作る に餘 念な く 『伊勢 屋 J といへば 貪 欲、〕 3 十 吝 

の 代名詞とまで 思 はる、 に 至った ので ある。 

併し 伊勢 人が 商人と して 成效 したの は、 元 來胃險 的 勇氣に 富める 海 

國 人であった から で、 其 の 小舟に 乘 じて 大海 を撗 りし 大膽 進取の 氣 

質 は 夙に S 馬樂中 にも 『伊勢 人 は あやしき 者 を や、 何& といへ ば、 小 

舟に 乘りて や、 荒 き 海 を 漕ぐ や、 荒 き 海 を 漕ぐ や J とまで 謠っ てゐる 

程で ある、 されば 此 くの 如く 元 來胃險 的な りし 伊勢 人が 商人と して 


成功し、 伊勢屋と して 發展 したの も 決して 偶然で ない、 彼等の 卑吝貪 

慾な りし は 其 の 商人た る の 性質と し て 射利 致 富 の 法 に 手段 を 選ば 

ざり しに 由る の で、 彼 等の 成 効の 一, 面 は 其の 大膽 進取の 氣質 にも 基 

づ くので ある、 伊勢 人が 片々 たる 小舟に 乘 じて 怒 清 狂瀾の 大海 を航 

する も卒氣 なりし が 如き 航海 的國 民たり しこと は、 其 の 祖先の 何た 

るか を 吾人に 暗示す る もので あ る、 思 ふに 彼等の 祖先 は 倭人に 系統 

を 引く 處の 『海人』 であった であら う、 海 人 は 私の 旣に 論じた るが 

如く 印度支那 族と 認 むべ きもので ある、 航海と 漁業と に 於て 印度 支 

那族 たる 吳越人 極が 一 種の 特長 を 有せし こと は 史上 明かなる 事寶 

で あ る、 航 海と 漁業と に 長 じたる 此 種の 民族が 其の 胃險 進取の 氣象 

よ.^ 商人に 轉す. < こと は 固よ. - 自然の 數 であって、 彼の 支那 人が 商 

人と して 世界 を 股に か け， 利 殖致 富の 術に 於て 少しの 拔け眼 もな く 

大膽に 敏捷に 活動して ゐる 者の 多く はまに 南方 支那 出身の もので 

】 七 五 


1 七 六 

ある、 而て 南方 支那 は 古代に 於て 印度支那 族た る吳 越. <  種の 棲 住 地 

であった こと を 思 へ ば 我國に 於け る 伊勢 人が 同じく 印度支那 族の 

後裔と して 航海の 業に 長 じ、 遂 に 商人と して 世に 發展 する に 至りし 

も 亦た 自然の 數 であると 謂 はねば ならぬ。 


日本 巨人 考  一 

(一) 

一 

日本人の 身體が 一 般 に短矮 であって、 同 _ の 黄色人種 たる 韓人 支那 一 

人よりも 其の 身長の 短い こと は 周知の 事實 であ る、 ラ ィ ンは 日本人 一 

の 平均 身長 を 一 五 〇 仙 迷、 ク ェ ルー 一 ッヒは 一 五 四 仙 迷と 云った が、 併 一 

しこれ は 過小の 測定であって、 ベ ルツの le- 均 身長 一 五八 乃至 一 五 九 一 

(壯 年男 子) 三輪 德寬の 一 五 九、 三 仙 迷と いったの が 先づ實 際に 適して 一 

ゐ る 0  一 

抑々 世界の 人種 を 其の 身長より 區別 すれば 之 を 三種に 分つ ことが-一 

1 七 七  ^ 
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出来る、 即ち 一六 五 乃至 一七 〇 仙 迷 以上の 身長の もの を 「大人』 一 

五 五 乃至 一六 四、 九 仙 迷 の も の を 『中 人，ー こ れ よ 以 の も の を 『小 

人」 と稱す る、 こ れは 欧洲に 於け る 統計 學 者の 一 區別 であるが、 若し 

此の 區 別に 據る時 は 平均 一 五 九 仙 迷の 日本人 は r 中 人」 の 下級 部 

類に 編入せ ねばならぬ 0 

此の 如く 曰 本人の 身長の 短小で あるの は、 私 の 見る 處を 以てする に 

有史 以前の 時代に 於て 東 牝亞細 亞大隆 より 吾國 に渡來 せし 天孫 民 

族と 南洋 方面から 入り 來 りし 廣義に 於ての 馬來 種族との 雜婚の 結 

果 であら う、 蔡 し 我が 日本人の 幹部た る 天孫 民族 卽ち 大和民族が ッ 

ング ー ス族 卽ち牝 蒙古 族に 屬 する こと は旣に 本文に 於て 論じた 通 

りで あつ て、 吾 人の 祖先 は實に 遼、 金、 元、 淸 の 民族と 同系の 種族より 出 

で 漢人の 所謂 匈奴 鮮卑、 契册、 扶 餘妹锡 等の 英雄 豪傑の 血液 は 吾人 

の 血管 內 にも 流れて ゐ るので ある、 然る に 吾が 日本人が 同じ 血液な 


る 今日の 蒙古 滿 州の 民族よ.^ も 其の 身長の 短小で あるの は、 馬 來 0 

族の 血液の 混和せ る 結果で あらう 『アイヌ』 は 其の 體 格の 點 から 

見 れ ば、 今 日の H 本人と は 其の 體長體 質 を 異にして ゐ る。 £T 來 人種の 

身長の 一 般に 低い こと は 周知の 事實 であって、 ルックスの 述べし. S 

く 世界の 人種 中、 短 身 民族の 一 は實 に馬來 人種と ラップ 人種で ある 

而て 大和民族と 混血 融合せ し馬來 種族 は 之 を 精確なる 人種 學 上よ 

,,^論すると印度支那族印度ネジ ァ ン族 であつ て、 今 n に 於ても 南方 

亞 細 亞、 南 洋 諸島に 棲 住して ゐる 0  • 

本文に 論せ し 如く、 日本人 は 異種 異性の 人種より 成れる 混合 民族で 

あって 一 定の 人種的 形貌を 具へ て 居らぬ が、 併し 其の 身體の 一 般に 

短矮 なる 點だけ は 今日の 日本人に 共通せ る 普遍的 徵候 S いって 可 

い、 然 る に 曰 本人の 中に も 古来より 牲々 身體の 異常に 長大なる 者が 

現 は れ、 そ の 中には 北歐の 人種 をも遙 かに 凌駕す る 程の 大男 も あつ 

1 七 
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た、 這 般の 事實に 就て 私の 聊か 調査した 處を 綜合して 叙說 する のが 

此の rH 本 巨人 考』 である。 

(一一) 

吾國の 古史に 於て 最初に 記せられ たる 巨人 は 猿田彥 命で ある 『日 

本紀 J に 曰 く 「有 一 神、 居 天 八達 之 衞、 其 鼻 長 七 、背 長 七 尺 餘 J と、 其 

次 は 景 行 天皇で 『御身 一 丈 二 寸、 御 脛 四 尺 一 寸 (「古 事 記 .一) と あ . り 、其 次 

は 日本 武 尊の 身長 一 丈 『日 本 紀 J) 成務 天皇の 一 ま 一水 鏡 J) 仲哀 天皇の 

十 尺 (r 古 事 記. 0 反 正 天皇の 九 尺 二 寸 『古 事 記 J) で あ る。 

併し 上古 時代に 用 ひられた る 尺度が 近代の 尺度と 異っ て遙 かに 短 

か、 つたこと は、 夙 に 本居宣 長の 『古事 記 傳』 中に 注意せ し處で あ 

る、 其 の 一節に 曰く 『丈 ど 云 ふの は、 も と 杖 を 以て 物の 長さ を りし 

より 出た る 名な り、 萬 葉集卷 十三に 杖 不足 八 尺 乃 嘆と 詠める も、 一 丈 


に 足らぬ 八 尺と いひつ、 げな り， さ て兹 にい へ る 丈 尺 は 今の 御 制の 

尺より は 短 かり けんと 師は云 はれき さも あらん か、 今 詳に知 り 難し』 

ヒ ある、 され ど 小 中 村 淸矩の 『陽春 遮 雜考』 に 記す る處に 依れば、 上 

古の 尺度 は 周 尺で あつ た、 卽 ち 周 尺の 一 尺 は 曲尺の 七寸六 分に 當る 

か ら、 身 長 一 丈 は 七 尺六寸 となる 譯 であ る、 又 た 屋代弘 賢の r 古今 耍 

覧考』 に は r 應 神の 御世なら ば 周の 長さ 四 分 七厘の もの、 雄 略の 御 

世なら ば宋氏 尺なる べし』 と 記して ある、 要するに 上古 時代の 尺度 

が 近世の 尺度に 比して 遙 かに 短 か、 つたこと は 明かで あ る、 而て今 

の 曲尺と 同じき 尺度の 初めて 設けられ たの は孝德 天皇の 御代で、 其 

後、 文 武 天皇の 御宇に 律 < "の 定められし 時、 大 尺 小 尺の 二種 を 分 ち、 孝 

德の 世の 尺度 を大尺 どして 田 殼銀銅 等に のみ 用 ひ、 其 他、 常 用 尺と す 

る もの は 小 尺 を 用 ひられ な 其 後、 元 明 天皇の 和 銅 六 年に 至り、 復た舊 

の 如く 大尺を 常用 即ち 今の 曲尺 を 常用と せられ、 遂に 今に 至った の 


1 八 二 

で あ る (r 古今 要覧 考， 暴 照) 

上記の 如く 太古 時代の 尺度が 周 尺であった とすれば r 古事記』 r 日 

本 紀』 『水 鏡』 等に 身長 一 丈 ニ寸、 一 丈 等と 記載せられ しもの は、 其 實 

曲尺に て 七 尺 七 寸、 七 尺六寸 で あ る、 さ れど奈 良 朝 前後 時代より 以來 

は 曲尺 を 常用す る やうに なった ので あるか ら、 巨 人の 身長の 曲尺 度 

なること は 言 ふ 迄 も 無 い、 而 て^ 史上に 於て 巨人と 看做された 最小 

限の 身長 は 私の 調べ た處 では 五 尺八 寸 であ る、 そ れ は 1- 續 日本 後 記 ，一 

に K 上田 村 麿の 身長 五 尺八 寸ど 記して あるの が、 古 史上に 於け る 巨 

人身 長の 最小限で あつ て、 他 の 巨人 は 悉く 六尺 以上で あるから であ 

る、 但し 平安朝 時代の 頃に 當り、 所謂 r 長 人』 として 特に 認められて 

& たの は、 六 尺 三寸の 身長 を 有する ものであった らしい 『古今 要覽 

考」 に 『長 人 は 六尺 三寸 を 云へ るに や、 淸和 天皇 負觀八 年、 相 摸、 武藏 

上 總、 下 總、 常 陆 等の 國に長 人 を 選集す ベ き 由 下知せられ し 時、 此 の 尺 


寸を 記る され たれば なり』 と 記して 『三代 實錄』 中の 記事 を 引用 

して ある 0 


中古 時代 以降、 國史 及び 野乘 のうちに 見 ゆ る 巨人の 中、 身長 八 尺 以上 . 

の もの を擧げ てみ ると、 

(一) 源義包 

『難 太平 記』 に 曰く、 抑々 義包は 丈 八尺餘 にて 力 人に 勝れ 玉 ひし 

な り、 ま ことに 爲 朝の 子と 云々 

(二) 河 野通淸 

『河 野 系圖』 に 曰 く、 河 野 通 淸ハ乂 親淸無 子、 祈 三 島 神、 生 通 淸、 及 長、 身 

レニ  1 二  I レ 

長 八 尺 

(三) 姓名 未詳 

1 八 三 


1 八 四 

「太平 記 J の 山門 改の條 下に 曰 く、 八 庄 司が 中の 大力よ と覺， ^て 

長 八 尺 許りなる 男の …… 0 

先づ これ 位な もの である、 江 時代に 於け る 有名の 力士 明 石 志贺之 

助の 身長に 就て r 勇力 關取 鑑」 に は 八 尺 三寸と ある が、 杜撰 にして 

信す るに 足らす とい ふ說が 多い から 兹には 之 を 算入し ない (リ 

身長 七 尺 以上の もの は遙 かに 多 く、 中 古 時代より 近世 時代までの も 

の を擧げ てみ る i、 

(一) 源 爲 朝 

『保 元 物語』 に 曰 く、 爲 朝 は 七 尺ば かりなる 男の 目角 二つに 切れ 


(二) 西 塔の 惡懷某  一 

r 平家 物 語 J に 曰 く、 西 塔の ぢ うり よ、 か いしゃう 法師の 阿 奢 梨 ゆ； 

ふけいと いふ 惡僧ぁ り、 丈 七 尺 許 ありけ るが … …  一 


(三) 僭文覺 

r 源 平 盛 衰 記』 に 曰 く、 文 覺、 勸 進 帳 をば 左の 手に 取 渡し 右の 手に 

は懷ょ り 刀を拔 出で (中略) 長 七 尺ば か. 9 なる 法師の 大刀に て… 

 0 

(四) 左 中 太 常 澄  ， 

r 東鑑 J に 曰く、 左 中 太 常 澄 狹六郞 、其の 長 七 尺 許 0 

(五) 長 茂  ， 

r 東鑑』 に 曰く、 長茂參 入、 長 七 尺 男 也 e  « 

(六) 風 摩 

「北條 五代 記』 に 曰 く、 風 摩 は 二百 人の 中に ありて 隱れ なき 大男 

長 七 尺 ニ寸。 

(七ン 佐 原十郞 • 

r 佐 原 系圖』 に 曰く、 義連稱 佐 原 十酈、 身長 七 尺五寸 

1 八 五 


1 八 六 

(八) 頓宫 又次酈 

(九) 同 孫 三 郞 

(十) 田 中 盛 兼 

(十一) 田 中盛泰 

「太 年 記 J に 曰 くジ 3  、 に 赤松の 勢の 中より 兵 四 人 進み出 で (中略 

近 づ くに 從 ひて 之 を 見 れ ば 長さ 七 尺 許り な る 男の 云 々、頓 宮 又. 

次 郞、 子 息 孫 三 郞、 田 中 藤 九 K 盛 兼、 同 舍弟 盛泰。 

(十二) 阿 間 了 願 

「太 平 記 J に 曰 く、 法 師 武者の 長 七 尺餘も あらんと 覺，^ たる が、 阿 

間 了 願と 名乘 ひて 云 々o 

(十三) 秋 山 光政 

『太 卒 記』， に 曰 く、 桃 井が 扇 一 揆の 中より 長 七 尺 許. 5 なる 男の、 秋 

山 新藏人 光政と …… 0 


(十四) 武田 光和 

r 陰德 太平 記』 に 曰く、 此 人生 長の 後 (中略， 其 長 七尺餘 ありて …… 0 

(十五) 釋迦嶽 雲 右衛門 

諳 書に 記す る 身長 一 定 せす 『かた ひさし』 に は、 身 長 七 尺八 寸 

と あり 『相撲 大全』 に は 七 尺 一 寸六 分と 記し 『嬉游 笑覽』 に 

は 七 尺 五 寸とぁ る、 恐 く は 身長 七 尺 一 寸 とい へ るが 眞に近 かる 

べし。 

(十六) 鬼 勝 象 之 助 

r 相撲 大全』 に 曰く 七 尺 三寸 

(十七) 姓名 未詳 

r 游京 漫錄』 中に、 伊豫 生れの 穢多 某の 大男な.^ しこと を 記せる 

條 下に 『たけの 長さ 七 尺 五寸』 と あり 0 

(十八) 生 付 鯨 太 左衛門 

1 八 七 


1 八 八 

『松屋 筆記」 に 曰く 身畏七 尺四寸 五分の 長 人 江 5, に 來れ， MK々 

(十九」 a 又 

『松屋 筆記』 に 曰く、 a 又とい へる 長 人 江 It^ に來れ り， 身丈 七尺餘 

といへ り 0 

(二十) 田 所 武左衛 

『細 川 越 中 守 家臣 筆記』 に 曰く、 身の 丈 七 尺 三寸 

二人で ある。 

頃、 女 長 七 尺 餘、 面 長 二 尺餘、 乘船寄 

の國 出生に て、 お よめと いへ る大 

物 と す。 


女子に して 七 尺 以上の 大女 は 左の 

(二十 一) 姓名 未詳 

『古事 談」 に 曰く、 萬壽 三年 四日 

丹 後國浦 

(二十 一) 大女よ め 

「武江 年表』 に 曰く、 堺 町に 近 江 

女 その 丈 七 尺 三寸なる を 見 世 


(四) 

六尺 以上 の 身長 を 有せる もの は 前者よりも 更に 多い 吾國の 中古 時 

代に て も、 六 尺 以上の もの を 巨 入と 認めたら し く、 諸 國に 命じて 朝廷 

に 貢せ しめた こと は 『續 日本 後紀』 に 仁 明 天皇の 御代 『承 和 十五 

年、 仰 七道 諳國、 貢 身. 長 六尺 巳 上 者』 と ある を 見ても 分か る、 古今の 史 

二  1 二  1 

乘隨 筆より 六尺 以上の もの を列擧 すれば、 

(一 ) 甘 南 備眞人 高直 

『續 H 本 後 紀』 に 曰 く、 高 直 身長 六尺 ニ寸。  ， 

(二) 春 野宿 禰 

： 同書に 曰く、 身長 六尺 餘  . 

(三) 籐原濱 主 

同書に 曰く 身長 六尺 Q 

1 八 九 


. 1 九 o 

(四) 橘淸支  - 

『文 德 實錄』 に 曰 く、 身 長 六尺 ニ寸 Q 

(五) 藤 原 高 房 

同書に 曰く 身長 六尺。 

(六) 小 野 篁 

同書に 曰く、 身長 六尺 ニ寸 0 

(七) 安部 安仁  ♦ 

『三 代 實錄』 に 曰 く、 身 長 六尺 三 寸。 

(八) 滋野貞 雄 

同書に 曰 く、 身 長 六尺 餘。 

(九) 橘 5 今 繼 

同書に 曰 く、 身長 六尺 餘 0 

(十) 紀 夏 井 


同書に 曰く、 身長 六尺 三寸 G 

(十一) 平 高 楝 

同書に 曰く、 長 六尺。 

(十二) 安倍 負 任 

r 隆奥話 記 J に 曰く、 其 長 六尺 有 餘腰圍 七 尺 四 t 

(十三) 景 久 

『曾 我 物 語』 に 曰く、 丈 六尺 ニ寸 0 

(十四) 山 一. 風嶽 右衛門  . 

『古今 相撲 大會』 に 曰く、 六尺 六寸七 分。 

(十五) 石 島 之 助 

同書に 曰 く、 六 尺 四 寸七分 Q 

(十六) 御用 木魚 右衛門 

同書に 曰 く、 六尺 四寸 五分。 


(十七) 大碇灘 右衛門 

六尺 四寸 三分. - 

(十八) 西 國市太 左衛門 

六尺 四 

(十九) 九山權 右衛門 

七 尺 三寸 七 分. - 

(二十) 西國森 右衛門 

六尺 三寸 七 分。 

(二十 一 ) 菅谷勘 四 節 

六尺 三寸 二分。 

(二士 一) 大矢島 新左衛 門 

六尺 三寸。 

(二 十三) 卷尾曾 津之助 


六尺 二 寸七分 

(二十 四) 箕島十 太 左衛門 

六尺 ニ寸七 分、」 

(二十 五) 窟 林左衛 門 

六尺 一寸 五分。. 

0 一士 ハ) 細 石 嗟 蛾 右衛門 

六尺 一寸 五分。 

(二十 七) 北國官 太夫 

六尺 ニ寸七 分。 

(二十 八) 楣ケ崎 浪之助  ノ 

六尺 ニ寸五 分。  、 

(二十 九) 秋津島 浪 右衛門 

： 六 E< 一寸 八 分。  i 

1 九】 一で 


1 九 四 

(三 十) 杉の 森 長 右衛門 

六尺 ニ寸 五分。 •  ： 

(三十 一) 吉 野川圑 右衛門 

六尺 一 寸。 

(三士 一) 波 戶崎岸 右衛門 

六尺 ニ寸. - 

U1 一十三) 里 見 山 丈 右衛門 

六尺 五 寸. - 

(」 二十 四) 鎌 倉 十七 

六尺 二 

(三十 五) 丸 山 仁 太夫 

六尺 ニ寸リ 

(三十 六) 卯內 (奥州 本 吉郡氣 仙 沼) 


「古今 要覧 考』 に 曰く， 六尺 七 分 G 

(三十 七) 三 太 (同 郡 赤生津 村) 

同書に 曰く 六尺 一寸 五分。 

(三十 八) 某 (登 米 郡 田 尻 村) 

六尺 ニ寸 五分。 

(三十 九) 喜 八 (江 刺郡卒 山村) 

六尺 ニ寸 五分。 . 

S 十) 徳 六 (宫 城 郡利府 村) ■ 

六尺 三寸。 

(四十 一) 渡 津濱十 島 五郎八 . 

六尺 三寸。 

(四十 二) 大岬丈 右衛門  ， 

六尺 ニ寸 五！^。 


1九六 

s± 二) 九紋 龍淸吉  . 

六尺 九寸 三分。 

(四十 四) 大女った 

r 武江 年表』 に 曰，、 六尺 七寸許 0 

『觅園 小說』 に 曰く、 衣服 は 長さ 六尺 七寸 にして 锯を ひく こと 

ニ寸に 過ぎす。 

(四十 五) 谷風 梶之助 

六尺 五分。 

(四十 六) 小 野 川 喜三郞 

六尺 一 寸。 

(四十 七) 鷲が 濱  . 

六尺 三寸 0  r  • 

(四十 八) 陣幕 島 之 助  _ 


六尺 ニ寸 五分 ひ 

(四十 九) 大砲 萬 右衛門 

六尺 四寸四 分。 

(五 十) 太刀 山 峰右衛 e: 

六尺 一 寸七 分。 

(五十 一) 千 曲 川 

、六尺 五 六 寸。 

(五士 一) 駒ケ嶽 

六尺 五分。 

(五) 

以上 は 古今の 史書 隨筆、 野乘 等の 中より 杪 出した ものであるが、 固よ 

り 遺漏の 尠 からざる こと は 明かで あ り、 又 た 身長の 測定が 今日 吾人 

1 九 * 


1 九 八 

の 行 ふ が 如き 科學的 測定法に 依つ た もので 無い から 實 際に 於 て は 

無 論 0 赏な もの で な い が、 先 づ大體 に 於て 其の 巨人た る こと だけ は 

明らかで あ る、) 

恍し今 n に 於て 學^ 上 巨人と 稱 すべき 者 は、 身 長 二百 仙 迷卽ち 六尺 

六寸 以上の もので あらねば ならぬ 、签し 一 般の 人種 を 通 じ て 普 通 身 

長の 極 限と 認 むべき は 百 二十 五 仙 迷 乃至 百 九十 八 仙 迷で あつ て、 1 1 

仙 迷 を 越 ゆる ものに 至て は歐米 人に 於ても 甚だ 稀 有で ある 甞て 

グ ルド 米國の 兵卒に 就て 調査せ し 所に 依る も、 二百 仙 迷 以上の 身長 

の もの は 百 萬 人 中、 僅 に 九十 五 人に 過ぎな かつ た、 之 を我國 近世 二百 

年間に 於け る 力士の 身長 を 見て も、 六 尺六寸 以上の もの は 僅かに 七 

名に 過ぎない (明治 四十 ニ年發 行の r 相撲 大鑑』 表 照) 身長の 偉大 を以 

て 特徵の 一 とする 力士に 於て さ 人 此の 如くで あるから、 一 般の 人士 

に 於て 六尺 六寸 以上の もの、 異常に 稀 有なる は 當然の 次第で ある 


而 て 私が 以上 列擧 せし 八 尺 以卞 六尺 以上 の 者 を 合計す る， と 都合 八 

十二 人になる が、 併し 身長 二百 他 迷 即ち 六尺 六寸 以上の もの を 以 て 

S 人 J  tc 認 む ベ き 以上 は 前記の 数よりも 箸る しく 減少 し、 僅 か に 三 

十三 名と な る 譯 で あ る 0 

(附雷 ) 傳說に 於け る EE 本の 巨人 

今 こ V に述 ぶる もの は 古の 傳說 にあら はれし 巨人 で、 無論 信 を 措く 

に 足らない が、 聊 か 参考の ために 附記して 置く ことにした。 

吾國の 巨人 傳說 中、 其の 最も 古る いもの は r 常 陸 風土記』 中の 那賀 

郡の 條 下に 記せる 巨人で あ る、 曰 ( r 平津驊 家、 西 一 二 里 有 岡.、 名 曰 大 

レ 二 

櫛、 上古 有人、 體 極大 其踐跡 三十 餘步、 廣 三十 餘步』 と、 

『諸 國 風土 記』 に 曰 く、 半 田 村 百姓 善 右衛門の 地に 古塚 あ. 0 し を、 享 保 

二三 年の 頃、 故 ありて 堀.^ 崩せし に、 人 の 頭骨 S3 でた り、 さ しわた し 三 

二. 九.^ 


二 〇 ひ 

尺 四寸， 丄齒 四十 五 枚、 下齒 三十 六 枚， 齒の 長さ 一 寸四 分。 

r 新著 聞 集』 に 曰 く、 骸 骨 一 具 あ り、 顏 のま わ h> 三尺七寸顏ょり腮まで 

1 尺 七寸、 齒の 長さ 一 寸 五分 云々、 

『見聞 奇談』 に 曰 く、 骸 骨 あ り、 頭 の 大さ四 斗 樽 ほど あり、 云々 (r 歷世 女 

装 考』 參 照)  . 

右の 如き 傳說は 荒 唐 無談の i 仝談か 或は 獸 骨の 誤認に 出で たもので 

あらう。 

B 本人 中の 短 身 者 

日本人の 中、 普 通 型と は異 つて 身長の 著る しく 短小なる ものが ある 

と 云って 決して 侏儒と 云 ふ 程で は 無い が、 身長 一 四 〇 仙迷內 外で， 此 

檨な短 身 者 は 日本人の 眼 にもつき 易い。 

抑々 日本 民族の 中心た る 天孫 種族 は滿 蒙の 民族と 同 一 の隱 族で あ 


るが、 併し 満州 人の 身長 は卒均 一 六 七 仙 迷で あり， 又た 北部 支那 人の 

身長 も 略ば 之と 同樣 であるから、 日本人の 平均 身長 一 五八 乃至 一 五 

九 仙 迷に 比すれば 遙 かに 高く、 又 たス マトラ、 マラッカに 住める ST* 

人種 でも 其の 身長 一 六 一 仙迷內 外で あ る、 さ れば 日本人 中の 短 身 者 

は是 等の 種族 以外の 人種の 血液の 混合せ る ものと 認めねば ならな 

い、 今 之に 就て 少し 許り 管 見 を 述べ てみ や う。 

先づ 古書に 就て 之 を 見る に、 身 長の 短小なる 者に 關 する 記事が 尠く 

ない、 例，^ ば r 績 日本 紀』 に 『是 日、 勒喚 大舍人 穴太瑪 磨、 與內 竪橘吉 

二  I  二 

雄、 雙立量 其 身長、 吉雄甚 短而其 頭首不 及馬麼 腋下』 と 見， は 『古事 談』 

二  I  レニ  一 

に 『行 通 も我檨 なる 小さき 人 は 袋な どに 入らば やと て、 袋 の あ..^ け 

るに、 つかみ 入れて 人々 御 共に 參れ とて 云々』 と あり 『愚 管抄』 に 

は 『惟 方 は 小男に て ありけ る が、 直 衣に く  V り 揚げ て、 ふ と. 5, ぶ 一 りて そ 

入 やき 申て 出で にけ， 9』 と 見，^ 『陰德 太^ 記』 に は 赤松 滿祐の 三 

u〇l 


二  on 

尺 入道と 稱 せられし ことが 書いて あり、 又た 『臺記 J にも 身長 三尺 

ニ寸八 分の 僧侶の ありし ことが 記して ある が、 此 等は必 Ay しも 病的 

の 侏儒で は 無 く、 普 通人に 比して 遙 かに 身長の 短小な- N し 事例で あ 

つて、 現今に 於て 四 尺 五六 寸 位の 小男 も 稀で ない。 

上記の 如き 小男 は 病理 的の 者 を 除けば、 短 身 種族の 血液 を禀け C ゐ 

る ものと 看做さねば な ら ぬ、 然 ら ば、 短 身 種族と は 如何なる もの かと 

一  云 ふ に、 私 は 之 を 三種に 區別 する ことが 出來 ると 思 ふ、 即 ち、 「ァ ィヌ』 

苗 族、 及 び 『ネ グリト —  J の 三種で あつ て、 固有 曰 本人と は 其の 種 を 

異にする 此 等の 種族の 血液 を 混じて ゐる 者の 中より 小男が 生れる 

ので あると 信す る 0 

r アイヌ』 は 普通の 日本人に 比して 一般に 其の 身長が 低い、 殊に 今猶 

ほ 石器時代の 狀態 にある 千島 『アイヌ』 の 短 身なる こと は顯 著の 

事實 であって、 所謂 『コ "ボック〃』 として 今日の 『アイヌ』 間に 


傳唱 さる k 矮人 は蓥し 千島 『アイヌ』 の 祖先と 看做すべき もので 

あ ら う、 今 の 『アイヌ』 にしても 未だ 日本人と 接觸 同化せ ざり し 太 

古 時代に 於て は 矢張り 千島 アイ ヌと 同檨に 身長の 甚だ 低かった も 

のと 想 はれる、 それ は 近年 隆前宫 ti^ 島の 石器時代の 遺蹟 中より 發堀 

せられし 多数の 人骨の 短い の を 見ても 明かで、 アイ ヌ 種族の 身長が 

太古より 低 かりし こと は 之 を 想像す るに 難くな い、 さ れば アイヌの 

血液 を禀 けて ぬる 者の 中から 小男の 生まれる の. は 遺傳の 法則 上當 

然の 現象で あらねば ならぬ 、『アイヌ』 は 今日に 於て こそ 僅かに 北 

海道の 偏 陬に棲 住する に過ぎないが、 先史 時代の 頃に は 日本 內 地に 

汎く 住居 し、 其 後、 日本に 移住せ る 天孫 民族の ために 壓 倒せられ て.！^ 

第に 東北 地方に 返いた が、 併し 夙に 天孫 民族に 歸服 同化せ し 者も尠 

く 無い ので あるか ら、 其 の 血液 を 混せ る 日本人 中に 小男の 出づ べき 

こと は 論 を 埃たざる 處 である。 

1§1  i 


一 ICS 

苗 族 は 今日に 於て は 支那 南部に 住める 種族で ある が、 太古 時 代に 日 

本に 移入せ し 者の ありし こと は 苗 族の 手に 成れる 銅 鼓と 其の 系統 

を 同う せる 銅鐸が 日本の 各地より 發堀 せらる、 ことに 徵 しても 明 

かで あ る、 苗 族の 身長 は 短 く， 平 均一 五 五 仙 迷 で、 其 の 極めて 小なる も 

の は 一 三 九 仙 迷の 者 も あり、 驅 幹の 割合に 下肢が 短い、 而 て天智 天皇 

時代の 頃より 日本の 各地 方の 土中より 發堀 せらる、 銅鐸が 支那 南 

部に 住める 苗 族の 手に 成る 銅 鼓と 同系で ある 以上 は、 有 史 以 前 の 頃 

より 日本 內 地に 移住 蕃殖せ し 苗 族の 數の 決して 尠 くない こ-こが 明 

かで あ り、 從 つて 其の 血液の 混合せ る 日本 民族 中より 短 身 者の 出づ 

る ことの 必す しも 稀なら ざる 所以の 理を 解釋し 得られる。 

此 の 他、 日 本に 於け る 短 身 者 ゆに は、 『ネグリ ト ー』 の 血液 を禀 けて 

ゐる者 も尠く 無い やうで ある 『ネグリ ト ー』 は 目下 フィリッピ ン 

群島の 內 部に 住んで ゐ るが 古昔に 於て は馬來 諸島に 棲 住 し、 皮膚 黑 


色で 頭 養の 著る しく 捲 縮し 身長の 極めて 矮小なる 種族で ある 『0 

志』 r 後 漢書』 に 侏儒 國に關 する 記事が ある が、 或 は ネグリ ト ー のこ 

とか も 知れない、 而て 此の 短身蠻 族の 血液が 日本人の 血管 內に 流れ 

てゐる こと は 先づ第 一 に 日本人 中に 荖る しい 縮れ毛 の^の 往々 あ 

る を 見ても 明かで あ る、 但 し 『アイヌ』 の 頭髮も 多少 捲 縮し て ゐ る 

が、 併し 未だ 縮れ毛と 稱 する 程度に は 至らない、 されば 曰 本人 中， 縮 れ 

毛と 同樣に 身長の 短小なる 者の あるの も、 其 の 一部分 は r ネ グリト 

1』 に 關係が あ ら う、 又 た 生れながら 色の 極 めて 黑ぃ 人の 往々 ある 

を 見 て も 『ネ グリト ー』 が 聯想せられ る。 

W 上槪述 せる 處を 綜合 すれ ば、 日 本人 中の 短 身 者は異 民族なる r ァ 

ィヌ』 苗 族 r ネ グリト ー』 種族の 血液 混合に 由來 する もので 今 H 

に 於ても 隔世 遺傳 によつ て 現出す る 者の 必す しも 稀 有で ない こと 

が 考 へ 得られ ろ。  • 
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